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第
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節　

社
会
福
祉
行
政
と
実
施
体
制

一
． 

福
祉
行
政
を
す
す
め
る
た
め
の
体
制
整
備

　

一
九
六
〇
年
代
の
高
度
成
長
に
伴
い
社
会
の
各
分
野
で
「
ひ
ず
み
」
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
た
。
本
市
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
こ
の
た
め
本
市
で
は
住
宅
、
環
境
、
公
害
、

く
ら
し
、
福
祉
な
ど
の
生
活
問
題
に
率
先
し
て
取
り
組
ん
で
い
っ
た
。

　

福
祉
行
政
の
第
一
線
機
関
で
あ
る
福
祉
事
務
所
は
、
昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）
年
当
時

は
6
‐
1
の
と
お
り
民
生
部
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。
福
祉
事
務
所
に
は
、
生
活
保
護
法
、

老
人
福
祉
法
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
、
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
、
児
童
福
祉
法
、
母
子
福
祉

法
の
福
祉
六
法
を
担
当
す
る
た
め
に
福
祉
関
係
の
三
つ
の
係
と
館
・
園
が
あ
っ
た
。

　

昭
和
四
十
五
年
度
に
は
老
人
医
療
費
公
費
負
担
制
度
、
昭
和
四
十
八
年
度
に
は
乳
児
医

療
費
給
付
制
度
、
昭
和
四
十
九
年
度
に
は
心
身
障
害
者
（
児
）
医
療
費
助
成
制
度
な
ど
医

療
費
を
助
成
す
る
制
度
を
本
市
で
独
自
に
創
設
し
、
昭
和
四
十
年
よ
り
始
ま
っ
て
い
る
市

窓口係
資料係
調査係
消費者行政担当
商工担当
農林係
保険係
年金係
保護係
事務係
福祉係
隣保館
養護老人ホーム和風園

民生部担当

民生部

福祉事務所

保険年金課

商工産業課

市　民　課 ｛
｛
｛

｛
6-1　昭和 40 年度福祉事務所機構図

（出典）「市事務報告書（昭和 40 年度）」
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民
福
祉
年
金
の
充
実
な
ど
と
あ
わ
せ
、
本
市
に
お
け
る
福
祉
を
充
実
す
る
た
め
の
制
度
や
体
制
の
確
立
に
努
め
た
時
期
で
あ
る
。

　

昭
和
四
十
八
年
の
「
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
」
を
契
機
に
経
済
成
長
は
マ
イ
ナ
ス
成
長
と
な
り
、
各
自
治
体
に
お
い
て
は
財
政
危
機
に

見
舞
わ
れ
「
福
祉
の
見
直
し
」
が
始
ま
っ
た
。
本
市
に
お
い
て
も
昭
和
五
十
年
度
か
ら
の
三
年
間
、
巨
額
の
財
源
不
足
に
見
舞
わ

れ
、
財
政
の
健
全
化
を
図
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
な
か
で
も
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
制
度
の
充
実
、
盲
人
（
当
時
）
ガ

イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
制
度
化
、
赤
ち
ゃ
ん
ホ
ー
ム
の
助
成
、
市
民
福
祉
年
金
の
給
付
額
の
増
額
な
ど
を
行
な
い
、
福
祉
が
後
退
し
な
い

よ
う
に
努
め
た
。

　

昭
和
五
十
年
度
に
は
、
芦
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
昭
和
二
十
六
年
度
設
立
）
が
法
人
格
を
得
て
社
会
福
祉
法
人
芦
屋
市
社
会
福

祉
協
議
会
と
な
り
地
域
福
祉
の
充
実
を
め
ざ
し
た
。

　

昭
和
五
十
六
年
度
に
は
、
市
民
部
は
市
民
部
と
福
祉
部
に
分
離
し
、
福
祉
事
務
所
を
部
に
昇
格
さ
せ
、
福
祉
の
拡
充
に
こ
た
え
う

る
体
制
を
整
備
し
た
。

二
． 

在
宅
福
祉
の
重
視

　

昭
和
六
十
（
一
九
八
五
）
年
度
は
、
生
活
保
護
費
な
ど
国
の
地
方
自
治
体
へ
の
負
担
割
合
が
大
き
い
補
助
金
や
負
担
金
の
あ
り
方

が
見
直
さ
れ
、
本
市
の
負
担
が
増
加
し
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
は
、
生
活
保
護
を
除
き
社
会
福
祉
の
各
法
は
地
方
自

治
体
が
責
任
を
も
っ
て
事
業
を
行
な
う
団
体
委
任
事
務
と
な
り
、
財
政
負
担
が
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
、
国
は
「
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
一
〇
か
年
戦
略
（
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
）」
を
策
定
し
た
。
ま
た
、
在
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宅
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
に
、
八
つ
の
福
祉
関
係
の
法
改
正
を
行
な
っ
て
整
備
を
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
、
こ
れ
に
基
づ
き
社
会

福
祉
は
、
施
設
へ
の
措
置
か
ら
在
宅
福
祉
の
重
視
へ
と
移
っ
た
。
そ
の
後
、
高
齢
者
福
祉
施
策
は
年
次
ご
と
に
計
画
的
に
充
実
を

図
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

平
成
三
年
度
は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
を
図
る
た
め
に
福
祉
部
に
健
康
課
を
新
設
し
、
保
健
分
野
と
福
祉
分
野
を
統
合
し

た
保
健
福
祉
部
へ
と
組
織
改
正
を
行
な
っ
た
。

　

平
成
七
年
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
遭
遇
し
た
。
在
宅
被
災
者
へ
の
支
援
な
ど
を
行
な
う
た
め
に
市
、
芦
屋
保
健
所
（
当
時
）、

芦
屋
ハ
ー
ト
フ
ル
福
祉
公
社
、
芦
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
各
機
関
が
連
携
し
、
住
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
避
難
所
や
仮
設
住

宅
な
ど
に
お
い
て
き
め
の
細
か
い
支
援
を
行
な
っ
て
そ
の
本
領
を
発
揮
し
た
。

三
． 

将
来
を
見
据
え
た
福
祉
施
策
へ
の
転
換

　

平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
四
月
よ
り
、
社
会
福
祉
事
業
法
は
社
会
福
祉
法
へ
と
変
わ
っ
た
。
ま
た
、
地
方
分
権
一
括
法
も
施
行

さ
れ
、
社
会
福
祉
関
係
法
は
自
治
事
務
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
各
地
方
公
共
団
体
は
自
ら
の
判
断
と
責
任
の
も
と
に
少
子
・
高
齢

化
対
策
な
ど
福
祉
問
題
に
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
財
政
再
建
・
行
政
改
革
が
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
た
が
、
平
成
十
四
年
に
は
保
健
福
祉
部
に
お
い
て
、
地

域
福
祉
活
動
の
推
進
な
ど
の
た
め
に
地
域
福
祉
課
を
、
子
育
て
支
援
を
進
め
る
た
め
に
児
童
課
を
、
さ
ら
に
障
が
い
者
（
児
）
福
祉

の
充
実
の
た
め
に
障
害
福
祉
課
を
新
設
し
た
。
ま
た
、
高
齢
福
祉
施
策
の
総
合
化
を
図
る
た
め
、
高
年
福
祉
課
に
介
護
保
険
課
を
統

三
九
三

第
一
節

社
会
福
祉
行
政
と
実
施
体
制



合
し
て
福
祉
行
政
の
基
盤
を
確
立
し
た
。

　

一
方
、
市
民
参
画
・
協
働
の
推
進
、
震
災
復
興
の
総
仕
上
げ
を
行
な
う
と
と
も
に
、
財
政
状
況
の
健
全
化
と
二
十
一
世
紀
の
新
し

い
芦
屋
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
基
本
と
し
た
施
策
も
推
進
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
補
助
金
の
減
額
や
団
体
補
助
金
な
ど
の

見
直
し
、
市
福
祉
金
の
五
〇
％
減
額
、
入
院
生
活
給
付
金
の
廃
止
な
ど
扶
助
費
の
見
直
し
を
行
な
っ
た
。
保
健
や
福
祉
の
分
野
に
お

い
て
は
、
民
間
の
保
健
・
福
祉
関
係
施
設
、
団
体
と
協
同
し
な
が
ら
、
N
P
O
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
図
り
、
地
域
住
民
と
と

も
に
、
平
成
十
四
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
第
三
次
芦
屋
市
総
合
計
画
の
「
健
や
か
で
ぬ
く
も
り
の
あ
る
福
祉
社
会
づ
く
り
」
を
め
ざ
す

こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
児
童
扶
養
手
当
制
度
が
平
成
十
四
年
八
月
に
県
か
ら
市
に
事
務
移
譲
さ
れ
、
母
子
家
庭
な
ど
の
自
立
支
援
、

生
活
向
上
を
充
実
さ
せ
た
。

　

市
民
の
健
康
を
保
持
増
進
す
る
た
め
の
成
人
・
老
人
保
健
事
業
、
乳
幼
児
検
診
事
業
な
ど
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
が
担
当
し
て
生
涯

を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
を
行
な
っ
た
。
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
に
対
し
て
は
、
基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
芦
屋
ハ
ー

ト
フ
ル
福
祉
公
社
が
、
各
地
域
に
設
置
さ
れ
て
い
る
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
各
種
の
介
護
・
相
談
事
業
を
行
な
っ
た
。

四
． 

市
民
に
行
き
届
い
た
き
め
の
細
か
い
福
祉

　

平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
度
よ
り
質
と
量
と
も
に
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
市
民
の
福
祉
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う

に
、
6
‐
2
の
と
お
り
保
健
福
祉
部
を
整
備
し
て
、
職
員
を
配
置
し
て
実
施
体
制
を
確
立
し
て
い
っ
た
。
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平
成
十
七
年
三
月
に
は
、
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
が
す
こ
や
か
に
生
ま
れ
育
成
さ
れ
る
よ
う
に
、「
芦
屋
市
次
世
代
育
成
支
援

対
策
推
進
行
動
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
障
が
い
者
福
祉
の
分
野
に
お
い
て
は
、
平
成

十
七
年
に
は
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
が
制
定
さ
れ
、
身
体
障
が
い
者
、
知
的
障
が
い
者
、
精
神
障
が
い
者
の
三
障
が
い
が
統
合
さ

れ
て
一
体
的
な
支
援
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

本
市
で
は
、
保
健
・
医
療
、
福
祉
の
総
合
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
を
め
ざ
し
、
そ
の
基
盤
と
な
る
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、

保
健
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実
整
備
を
総
合
的

に
実
現
す
る
た
め
「（
仮
称
）
芦
屋
市
保
健

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
構
想
」
を
平
成
四
年
度

に
策
定
し
た
が
、
着
工
直
前
に
発
生
し
た
阪

神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
り
、
や
む
な
く
工
事

中
止
と
な
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
よ
り
事

業
は
凍
結
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
本
市

が
独
自
で
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
こ
と
が
困

難
な
な
か
、
財
団
法
人
木
口
ひ
ょ
う
ご
地
域

振
興
財
団
か
ら
凍
結
し
て
い
た
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
関
し
て
協
力
の
申
し
出
が
あ
り
、

保健福祉部次長
（高齢者対策担当） 福祉公社担当課長

保健福祉次長

生活援護課長

健康課主査

障害福祉担当

健康課長

地域福祉課長 地域福祉課主査

援護担当

生活保護担当

こども担当

精道保育所

打出保育所

専任手話通訳者
くすのきディ・ケアセンター
（すくすく学級）
みどり地域生活支援センター

家庭児童相談員

母子自立支援員

大東保育所

こども課長

保育指導担当

栄養担当

こども担当

子育てセンター

緑保育所

新浜保育所

高年福祉課長 高年福祉主査

養護老人ホーム和風園園長 和風園園長補佐

保健福祉部の機構

障害福祉課長

保健センター担当課長

保育所担当課長

平成19年4月1日現在保健福祉部長

社会福祉施設
担当課長

岩園保育所

6-2　平成 19 年保健福祉部の機構
（出典）「芦屋の健康福祉（平成 19 年）」
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本
市
が
セ
ン
タ
ー
建
設
の
た
め
に
購
入
し
た
用
地
（
あ
し
や
温
泉
部
分
を
除
く
）
を
同
財
団
に
売
却
し
、
同
財
団
が
建
設
す
る
建
物

の
一
部
を
有
償
で
借
り
受
け
る
方
法
で
あ
れ
ば
実
現
可
能
と
判
断
し
、
平
成
十
八
年
度
に
策
定
し
た
「
芦
屋
市
地
域
福
祉
計
画
」

に
も
盛
り
込
み
、
平
成
十
九
年
度
に
「（
仮
称
）
芦
屋
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
構
想
」
を
策
定
し
、
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
だ
。
平
成

二
十
二
年
七
月
「
芦
屋
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
障
が
い
機
能
訓
練
室
や
誰
も
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
、
ふ

れ
あ
い
や
交
流
の
場
な
ど
を
設
置
し
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
の
自
立
促
進
に
向
け
た
支
援
を
行
な
い
、
総
合
的
な
保
健
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
地
域
福
祉
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

第
二
節　

生
活
保
護
・
低
所
得
者
対
策

一
． 

他
市
に
は
な
い
生
活
保
護
の
動
き　

　

生
活
保
護
法
は
、
憲
法
第
二
五
条
に
基
づ
い
て
国
民
の
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
保
障
す
る
」
と
と
も
に
、
困
窮

に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
問
題
の
改
善
を
図
っ
て
「
自
立
を
助
長
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
て
い
る
。

　

6
‐
3
の
と
お
り
、
昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）
年
度
当
時
、
本
市
に
お
い
て
は
八
五
世
帯
、
一
七
八
人
（
年
度
平
均
）
が
生
活

保
護
を
受
給
し
て
い
た
。
人
口
一
〇
〇
〇
人
に
対
す
る
保
護
率
は
二
・
五
‰
で
あ
っ
た
。
対
前
年
度
比
で
、
八
六
・
二
％
で
あ
り
、
好

三
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景
気
の
影
響
も
あ
っ
て
保
護
率
は
減
少
し
て
い
た
。
当
時
の
保
護
率

の
全
国
平
均
は
一
二
・
八
‰
で
あ
り
、
全
国
と
比
較
を
し
て
も
生
活

困
窮
世
帯
が
非
常
に
少
な
い
の
が
本
市
の
特
徴
で
あ
る
。

　

被
保
護
世
帯
は
、
昭
和
四
十
七
年
度
ま
で
減
少
を
続
け
、
八
二

世
帯
、
保
護
率
二
・
〇
‰
を
底
と
し
て
そ
の
後
は
漸
増
傾
向
に
転
じ

た
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
被
保
護
世
帯
の
高
校
在
学
生
に
対
し
て

修
学
金
を
支
給
し
て
自
立
を
支
援
し
、
結
核
予
防
法
に
よ
る
命
令
入

院
患
者
や
障
が
い
者
な
ど
に
対
し
て
年
三
回
の
慰
問
金
品
な
ど
を
贈

呈
し
て
見
舞
い
を
行
な
う
な
ど
、
育
英
資
金
、
医
療
費
の
一
部
助

成
、
交
通
災
害
共
済
掛
金
扶
助
な
ど
、
法
律
で
は
行
き
届
か
な
い
生

活
困
窮
世
帯
へ
の
支
援
を
行
な
っ
た
。

　

昭
和
四
十
八
年
度
か
ら
は
福
祉
事
務
所
の
保
護
第
一
係
に
は
、
査

察
指
導
員
と
生
活
保
護
現
業
員
、
あ
わ
せ
て
四
人
が
配
置
さ
れ
業
務

分
担
を
明
確
に
し
て
生
活
保
護
の
業
務
を
担
当
し
た
。

　

昭
和
五
十
六
年
度
に
は
、「
生
活
保
護
の
適
正
実
施
の
推
進
に
つ
い

て
」
と
い
う
厚
生
省
社
会
局
保
護
課
長
・
監
査
指
導
課
長
通
知
第
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6-3　生活保護率の推移
（資料）「県統計書　年次データ」、「社会福祉行政業務報告」厚生労働省大臣
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一
二
三
号
が
出
さ
れ
、
指
導
監
査
な
ど
を
通
じ
て
保
護
の
運
用
状
況
が
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
好
景
気
が
続
い

た
こ
と
や
基
礎
年
金
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
社
会
保
障
制
度
の
前
進
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
各
福
祉
事
務
所
が
適
正
実
施
に
取
り
組

ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
全
国
で
は
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
の
バ
ブ
ル
経
済
が
は
じ
け
る
ま
で
の
約
十
年
間
、
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
被

保
護
世
帯
数
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。

　

し
か
し
、
本
市
に
お
い
て
被
保
護
世
帯
が
減
少
し
た
の
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
ま
で
の
二
年
間
だ
っ
た
。
そ
の
後
は
増
加
傾
向
に

転
じ
、
昭
和
六
十
三
年
度
の
一
二
七
世
帯
、
二
〇
七
人
、
保
護
率
で
は
二
・
三
‰
ま
で
上
昇
し
た
。
平
成
九
年
度
ま
で
の
九
年
間
は

一
一
〇
世
帯
前
後
を
推
移
し
、
ま
た
、
保
護
率
も
最
低
値
の
一
・
八
‰
に
な
る
な
ど
、
生
活
保
護
に
つ
い
て
は
6
‐
3
の
と
お
り
全

国
的
な
傾
向
や
県
の
動
向
と
は
異
な
る
動
き
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
全
国
平
均
よ
り
も
被
保
護
世
帯
数
は
少
な
く
、
財
政
に
占
め
る
扶
助
費
の
比
重
が
相
対
的
に
低
く
、
財
政
的

な
負
担
が
比
較
的
少
な
か
っ
た
こ
と
、
事
務
監
査
に
お
い
て
も
保
護
の
適
正
化
に
関
し
て
ほ
か
の
自
治
体
ほ
ど
厳
し
い
指
導
を
受
け

な
か
っ
た
こ
と
、
生
活
に
困
窮
し
た
市
民
か
ら
の
相
談
件
数
も
多
く
な
か
っ
た
こ
と
が
、
低
い
保
護
率
の
ま
ま
推
移
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

二
． 

生
活
に
困
窮
す
る
市
民
の
た
め
の
保
護
行
政

　

平
成
七
年
、
本
市
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
遭
遇
し
た
。
住
宅
の
倒
壊
や
破
損
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
市
民
の
な
か
に
は
、
生
活

困
窮
者
や
被
保
護
者
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
。
被
災
市
民
の
多
く
は
、
仮
設
住
宅
に
入
居
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
仮
設
住
宅
の
入
居
者

三
九
八

第
六
章

社
会
福
祉
の
推
進　

医
療
の
充
実



に
対
し
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
巡
回
訪
問
活
動
を
月
一
回
以
上
行
な
い
、
生
活
支
援
、
安
否
確
認
、
各
種
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、

恒
久
住
宅
の
確
保
に
向
け
た
支
援
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
芦
屋
市
民
生
委
員
協
議
会
は
震
災
直
後
か
ら
地
区
ご
と
に
安
否
確
認
・
友

愛
訪
問
を
実
施
し
た
。

　

全
国
的
な
傾
向
よ
り
も
遅
れ
て
、
平
成
十
年
度
よ
り
本
市
に
お
け
る
被
保
護
世
帯
は
、
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
人
口
の
高
齢

化
と
核
家
族
化
、
単
身
者
化
が
進
行
し
、
高
齢
者
が
仕
送
り
な
ど
に
よ
る
家
族
の
援
助
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
こ

と
、
離
婚
な
ど
に
よ
り
母
子
世
帯
が
増
加
し
た
こ
と
、
倒
産
や
リ
ス
ト
ラ
な
ど
に
よ
り
長
期
に
わ
た
り
失
業
し
た
中
高
年
者
が
増
加

し
た
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　

平
成
二
十
年
頃
よ
り
神
戸
市
や
阪
神
間
の
各
都
市
に
お
い
て
も
生
活
困
窮
世
帯
が
急
増
し
、
県
は
全
国
平
均
を
上
回
る
保
護
率
と

な
っ
た
。
本
市
に
お
い
て
は
生
活
困
窮
世
帯
の
出
現
は
比
較
的
少
な
い
と
い
う
特
性
が
あ
る
が
、
平
成
二
十
年
度
末
に
お
け
る
本
市

の
被
保
護
世
帯
数
は
、
三
一
七
世
帯
、
四
三
七
人
、
保
護
率
で
は
四
・
七
‰
と
過
去
最
高
と
な
り
、
そ
の
後
も
増
加
傾
向
が
続
い
た
。

　

平
成
十
九
年
度
の
世
帯
類
型
別
被
保
護
世
帯
は
、
高
齢
世
帯
が
一
四
六
世
帯
（
全
体
の
四
九
・
七
％
）、
母
子
世
帯
は
二
六
世
帯

（
八
・
八
％
）、
傷
病
障
が
い
世
帯
は
一
〇
三
世
帯
（
三
五
・
〇
％
）、
そ
の
他
は
一
九
世
帯
（
六
・
五
％
）
で
あ
る
。
高
齢
世
帯
、
母

子
世
帯
の
増
加
が
著
し
い
が
、
こ
れ
は
全
国
的
な
傾
向
と
同
様
で
あ
る
。

　

格
差
社
会
の
進
行
に
よ
り
、
都
市
部
に
お
い
て
は
今
後
も
被
保
護
世
帯
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
本
市
に
お
い
て
も
例
外
と
は
い
え

な
い
だ
ろ
う
。
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
は
、
一
人
あ
た
り
標
準
担
当
数
の
八
〇
世
帯
を
超
え
る
ケ
ー
ス
を
担
当
し
て
い
る
が
、
被
保
護
者

の
自
立
支
援
の
た
め
に
、
平
成
十
八
年
度
に
は
多
重
債
務
者
の
救
済
と
生
活
再
建
を
支
援
す
る
「
多
重
債
務
者
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
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ム
」
を
、
平
成
十
九
年
度
に
は
就
労
困
難
者
を
就
職
な
ど
に
結
び
つ
け
る
「
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
す
る
な
ど
し
て
意
欲

的
な
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
十
二
年
四
月
、
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
に
よ
り
国
民
の
最
低
限
度
の
生
活
を
保
障
す
る
生
活
保
護
事
務
は
、
国
の
責
任
が

大
き
い
法
定
受
託
事
務
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
住
民
の
最
低
生
活
を
支
え
る
自
治
体
の
責
任
も
あ
る
。
今
後
と
も
生
活
に
困
窮
し
た

市
民
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
専
門
的
で
効
率
的
な
実
施
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。

　
　

第
三
節　

高
齢
者
福
祉

一
． 

本
市
の
高
齢
者
施
策

　

高
齢
者
の
状
況　
　

わ
が
国
の
高
齢
化
率
（
六
五
歳
以
上
人
口
）
は
、
平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
十
月
、
二
〇
・
八
％
と
な
り

二
十
一
世
紀
初
頭
に
は
ど
の
国
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
高
齢
社
会
に
な
っ
て
い
る
。
平
成
二
十
七
年
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
団
塊
の

世
代
」
が
高
齢
期
に
達
し
、
四
人
に
一
人
が
高
齢
者
と
い
う
超
高
齢
社
会
が
到
来
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

本
市
の
高
齢
化
率
は
、
昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）
年
に
六
・
二
％
、
三
九
二
七
人
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
五
年
に
は
七
・
四
％
、

五
二
一
七
人
に
な
っ
た
。
昭
和
六
十
年
の
国
勢
調
査
で
は
六
五
歳
以
上
の
人
口
が
八
九
一
九
人
と
な
り
高
齢
者
の
割
合
が
市
民

一
〇
人
に
一
人
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
二
年
か
ら
、
全
国
の
高
齢
化
率
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
増
加
し
、
平
成
十
七
年
に
二
〇
・
二
％

四
〇
〇
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と
な
り
五
人
に
一
人
が
高
齢
者
で
あ
る
都
市
と
な
っ
た
。
将
来
に
お
い
て
も
平

成
二
十
三
年
に
二
三
・
七
％
、
平
成
二
十
七
年
に
は
二
六
・
七
％
と
、
全
国
の

二
五
・
三
％
を
上
回
る
高
い
率
に
な
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（「
第
四
次
芦
屋
す

こ
や
か
長
寿
プ
ラ
ン
21
」）。
平
成
二
十
年
で
は
二
一
・
八
％
の
高
齢
化
率
で
あ
る

が
、
そ
の
内
訳
の
構
成
比
率
は
前
期
高
齢
者
（
六
五
～
七
四
歳
）
五
三
・
五
％
、

後
期
高
齢
者
（
七
五
歳
以
上
）
四
六
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
高
齢
者
施

策
は
本
市
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
（
6
‐
4
）。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
迎
え
高
齢
者
が
快
適
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
保
健
、
福
祉
、
医
療
の
連
携
を
図
り
、
シ
ス
テ
ム
の
充
実
と

施
設
の
整
備
を
進
め
る
な
ど
、
高
齢
者
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
展
開
し
て

き
て
い
る
。
ま
た
、
将
来
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

老
人
福
祉
へ
の
取
り
組
み　
　

本
市
は
国
の
老
人
福
祉
施
策
に
対
応
し
て

特
徴
あ
る
独
自
の
高
齢
者
福
祉
へ
の
取
り
組
み
を
し
て
き
た
。
昭
和
三
十
九

（
一
九
六
四
）
年
に
結
成
さ
れ
た
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、「
全
町
に
老
人
ク
ラ

ブ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
健
全
な
ク
ラ
ブ
活
動
の
育
成
に
努
め
た
。
ま
た
、
昭
和

三
十
九
年
十
二
月
に
「
芦
屋
市
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
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条
例
」
を
制
定
し
、
昭
和
四
十
年
「
養
護
老
人
ホ
ー
ム
和
風
園
」
を
開
園
し
た
。
そ
れ
ま
で
他
市
へ
委
託
さ
れ
て
い
た
利
用
者
は
、

当
園
に
移
動
し
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
本
市
で
は
高
齢
者
支
援
を
重
点
的
に
行
な
っ
た
。

　

昭
和
四
十
四
年
に
は
、
社
会
福
祉
の
充
実
を
図
る
た
め
の
基
本
調
査
と
し
て
、
老
人
の
生
活
、
健
康
、
家
族
、
就
労
に
関
す
る
全

面
調
査
を
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
寝
た
き
り
老
人
の
巡
回
相
談
や
診
察
を
広
く
、
も
れ
な
く
行
な
う
よ
う
に
し
た
。

　

昭
和
四
十
九
年
に
阪
神
広
域
行
政
都
市
協
議
会
の
事
業
と
し
て
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
な
な
く
さ
白
寿
荘
」
が
完
成
し
、
心
身

上
あ
る
い
は
環
境
上
や
経
済
上
の
理
由
に
よ
り
在
宅
で
生
活
が
困
難
な
高
齢
者
に
適
切
な
介
護
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

高
齢
化
が
進
む
な
か
で
高
齢
者
福
祉
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
り
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
の
充
実
を
め
ざ
し
て
、
昭
和

六
十
一
年
に
六
〇
歳
以
上
の
高
齢
者
を
有
す
る
家
族
の
全
世
帯
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
寝
た
き
り
高
齢
者
な
ど
の
把
握
に
努

め
、
訪
問
指
導
事
業
を
実
施
し
た
。
高
齢
化
対
策
と
し
て
「
高
齢
化
対
策
調
整
会
議
」
を
発
足
さ
せ
、
昭
和
六
十
二
年
に
は
「
高
齢

化
対
策
中
期
計
画
」
を
検
討
し
た
。
同
年
、「
な
な
く
さ
白
寿
荘
」
に
痴
呆
性
高
齢
者
介
護
棟
が
オ
ー
プ
ン
し
、
本
市
は
入
所
定
員
枠

を
確
保
し
た
。

　

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
推
進　
　

平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
に
国
が
策
定
し
た
「
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
一
〇
か
年
戦
略
」（
ゴ
ー

ル
ド
プ
ラ
ン
）
は
、
高
齢
社
会
に
備
え
十
年
間
を
見
据
え
て
在
宅
福
祉
の
推
進
を
柱
と
し
た
高
齢
者
対
策
強
化
を
目
的
と
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
本
市
で
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
な
ど
三
〇
〇
〇
人
を
対
象
に
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
高
齢
者
実
態
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
の
結
果
は
、
福
祉
・
保
健
・
医
療
の
各
部
局
か

ら
な
る
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
総
合
調
整
チ
ー
ム
が
高
齢
者
個
々
の
ケ
ー
ス
を
検
討
し
、
情
報
交
換
な
ど
有
機
的
な
連
携
を
図
る
と
と
も
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に
、
寝
た
き
り
の
高
齢
者
な
ど
一
八
〇
世
帯
の
訪
問
実
態
調
査
を
実
施
す
る
な
ど
、
き
め
細
や
か
な
高
齢
者
福
祉
行
政
の
推
進
に
努

め
た
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
本
市
の
高
齢
化
率
は
国
や
県
の
高
齢
化
率
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
増
加
し
て
お
り
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
重

要
性
が
増
大
し
、
家
庭
訪
問
に
よ
る
介
護
相
談
な
ど
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ
た
。
平
成
三
年
に
は
、
高
齢
者

の
増
加
に
対
し
高
齢
化
対
策
中
期
計
画
を
見
直
す
必
要
性
が
高
ま
り
、
新
た
に
「
エ
レ
ガ
ン
ト
あ
し
や
21
長
寿
推
進
計
画
（
第
二
次

高
齢
化
対
策
中
期
計
画
）」
を
策
定
し
対
応
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
在
宅
福
祉
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
平
成
四
年
に
は
、
在
宅
福
祉
の
拠
点
と
し
て
「
芦
屋
ハ
ー
ト
フ
ル
福
祉
公
社
」（
以
後
福

祉
公
社
：
6
‐
5
）
が
発
足
し
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
や
高
齢
者
給
食
サ
ー
ビ

ス
事
業
な
ど
を
実
施
し
た
。

　

地
域
高
齢
者
住
宅
計
画
推
進
事
業
の
中
心
的
事
業
と
し
て
の
「
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン

グ
」
も
二
四
戸
完
成
し
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩
と
な
っ
て

い
っ
た
。

　

新
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン　
　

平
成
六
年
、
全
国
の
高
齢
化
率
は
、
予
想
よ
り
早
く
一
四
％

を
超
え
高
齢
社
会
に
突
入
し
た
。
そ
の
た
め
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
施
策
が
求
め
ら
れ
、

国
は
「
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
」
を
見
直
し
改
定
し
た
。

　

全
面
的
に
改
定
さ
れ
た
新
た
な
「
新
・
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
十
か
年
戦
略
（
新
ゴ
ー

6-5　芦屋ハートフル福祉公社
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ル
ド
プ
ラ
ン
）」
は
、
在
宅
介
護
に
重
点
を
お
き
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
数
を
増
加
す
る
な
ど
目
標
数

を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
と
共
に
、
高
齢
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
に
関
す
る
基
本
的
な
枠
組
み
を
策
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

本
市
は
平
成
五
年
四
月
一
日
現
在
の
高
齢
化
率
が
一
三
・
八
％
で
あ
っ
た
た
め
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実
と
活
力
に
満
ち
た
市
民
生

活
の
実
現
に
向
け
て
平
成
六
年
に
「
芦
屋
す
こ
や
か
長
寿
プ
ラ
ン
21
‐
芦
屋
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
た
。
高
齢
者
の

実
状
把
握
の
た
め
に
高
齢
者
の
実
態
調
査
を
実
施
し
、
き
め
細
や
か
な
高
齢
者
行
政
の
推
進
に
努
め
た
。
福
祉
公
社
に
お
い
て
も
、

平
成
五
年
に
財
団
法
人
の
認
可
を
得
て
、
市
か
ら
委
託
さ
れ
た
事
業
に
加
え
て
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
同
時
に
実
施
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
福
祉
公
社
は
、
在
宅
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
な
か
で
、
基
本
理
念
を
「
だ
れ
で

も
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
必
要
に
応
じ
て
」
を
合
い
言
葉
に
市
民
の
参
加
と
協
力
を
得
て
、
高
齢
者
な
ど
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
事
業
を
推
進
し
て
い
っ
た
。

　

ま
た
、
在
宅
福
祉
の
事
業
拠
点
と
し
て
の
福
祉
公
社
は
、
市
民
の
介
護
相
談
に
応
じ
る
な
ど
高
齢
者
が
望
む
在
宅
生
活
を
継
続
さ

せ
る
た
め
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
充
実
を
図
り
、
高
齢
者
の
生
活
を
支
援
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
本
市
が
独
自
に
行
な
っ
た
施
策
は
、
高
齢
者
の
尊
厳
と
安
心
で
き
る
生
活
を
継
続
さ
せ
る
支
援
と
し
て
大
き
く
貢
献

し
た
。

　

痴
呆
性
高
齢
者
の
対
策　
　

痴
呆
性
高
齢
者
の
全
国
的
な
増
加
は
大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
、
新
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
の
策
定
に
さ

ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
組
み
込
ま
れ
た
。
特
に
、
在
宅
三
本
柱
と
し
て
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
の
大
幅
な
増
加
は
痴
呆
性
高
齢
者
を
抱
え
る
家
族
介
護
者
の
心
身
の
負
担
軽
減
と
し
て
意
義
あ
る
も
の
と
な
っ
た
。
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本
市
の
痴
呆
性
高
齢
者
対
策
と
し
て
の
「
在
宅
痴
呆
性
高
齢
者
介
護
支
援
事
業
」
は
、
痴
呆
性
高
齢
者
お
よ
び
介
護
者
に
対
し

て
、
定
期
的
に
昼
間
介
護
を
行
な
う
と
と
も
に
介
護
者
へ
の
介
護
に
関
す
る
指
導
・
助
言
を
行
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
業
は

平
成
二
か
ら
三
年
度
ま
で
は
社
会
福
祉
協
議
会
に
、
平
成
四
年
七
月
か
ら
は
福
祉
公
社
に
委
託
さ
れ
た
。
ま
た
、
家
族
介
護
者
の
精

神
的
・
身
体
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
に
開
設
さ
れ
た
、「
託
老
ル
ー
ム
」
の
利
用
回
数
が
、
週
三
回
か
ら
五
回
に
拡
大
さ
れ
た
。

　

在
宅
痴
呆
性
高
齢
者
は
平
成
五
年
に
八
〇
人
で
あ
っ
た
が
翌
年
に
は
八
六
人
と
な
り
、
そ
の
後
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
平
成

八
年
に
一
六
〇
人
、
平
成
十
六
年
に
は
七
八
一
人
と
な
り
、
大
幅
に
増
加
し
て
い
っ
た
。

　

平
成
二
十
一
年
七
月
十
六
日
に
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
全
国
の
平
均
寿
命
は
、
男
性
七
九
・
二
九
歳
、
女
性
八
六
・
〇
五
歳
で

あ
り
、
男
女
差
は
六
・
七
六
歳
と
な
り
世
界
一
位
の
超
高
齢
社
会
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
痴
呆
性
高
齢
者
の
数
も
比
例
し
て
増
加

し
、
全
国
の
痴
呆
性
高
齢
者
数
は
、
平
成
十
九
年
に
は
一
七
〇
万
人
以
上
で
平
成
三
十
年
に
は
三
〇
〇
万
人
を
上
回
る
と
推
計
さ
れ

て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
寝
た
き
り
や
痴
呆
な
ど
介
護
を
要
す
る
後
期
高
齢
者
（
七
五
歳
以
上
）
の
割
合
が
高
ま
る
と
予
測
さ
れ
、
疾

病
対
策
の
み
な
ら
ず
、
老
化
に
伴
う
身
体
の
機
能
低
下
へ
の
対
応
な
ど
が
従
来
に
も
ま
し
て
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

二
． 

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
る

　

介
護
保
険
法
の
目
的　
　

平
成
十
二
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
制
度
は
、
超
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴
い
要
介
護
高
齢
者
の

増
加
、
介
護
期
間
の
長
期
化
、
介
護
ニ
ー
ズ
の
増
大
な
ど
の
介
護
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
。
一
方
で
、
核
家
族
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化
や
介
護
家
族
の
高
齢
化
な
ど
、
高
齢
者
を
支
え
て
き
た
家
族
形
態
の
変

化
に
よ
り
三
世
代
同
居
が
減
少
し
、
独
居
の
高
齢
者
や
老
夫
婦
世
帯
が
増

加
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
家
族
介
護
者
に
よ
る
介
護
が
困
難
な
家
庭
が

増
加
し
、
介
護
を
国
民
の
共
同
連
帯
の
理
念
に
基
づ
き
介
護
保
険
制
度
を

設
け
、
要
介
護
者
な
ど
を
社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
と
し
た
。
こ
の
制

度
は
加
齢
に
伴
っ
て
生
じ
る
疾
病
な
ど
に
よ
り
要
介
護
状
態
と
な
っ
た
人

が
、
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
る
の
に
必
要
な
保
健
・
医

療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
わ
る
給
付
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
高
齢
者
な
ど
の
自
立
を
支
援
し
、
利
用
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
自
己
決
定

す
る
利
用
者
本
位
を
基
本
理
念
と
し
、
給
付
と
負
担
の
関
係
が
明
確
な
社

会
保
険
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。

　

被
保
険
者
お
よ
び
保
険
財
源　
　

こ
の
制
度
は
被
保
険
者
が
保
険
料

（
6
‐
6
）
を
納
め
、
保
険
者
で
あ
る
市
町
村
が
要
介
護
状
態
で
あ
る
と
認

定
し
た
人
に
介
護
保
険
給
付
を
行
な
う
仕
組
み
で
あ
る
。
介
護
保
険
の
給

付
は
サ
ー
ビ
ス
の
現
物
給
付
を
基
本
と
し
て
い
る
。
こ
の
保
険
は
公
的
保

険
制
度
で
あ
り
国
民
は
す
べ
て
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
強
制
加
入

6-6　介護保険料および納付方法

区　　分 保険料（年額） 納付方法
特別徴収 普通徴収

第 1 段階 26,400

年金年額
18 万円以上の人

年金の定期支払い
（年 6 回）のときに、
保険料があらかじ
め差し引かれます。

年金年額
18 万円未満の人

送付される納付書に
もとづき、保険料を
銀行等の窓口で納
めます。

第 2 段階 29,040
第 3 段階 39,600

第 4 段階 4-1 47,520
4-2 52,800

第 5 段階 58,080
第 6 段階 66,000
第 7 段階 79,200
第 8 段階 92,400
第 9 段階 99,000

注 1）平成 18 年 4 月から遺族年金、障害年金も特別徴収の対象となりました。
注 2）年度途中で 65 歳になったり、他市から転入された場合などはしばらくの間、普通

徴収になります。
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保
険
で
あ
る
。
同
じ
強
制
加
入
の
医
療
保
険
と
比
較
す
る
と
医
療
保
険
に
は
年
齢
制
限
が
な
い
の
に
対
し
て
こ
の
制
度
に
は
年
齢
制

限
が
あ
る
。
年
齢
制
限
に
つ
い
て
は
、
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
を
第
一
号
被
保
険
者
と
し
、
四
〇
か
ら
六
四
歳
の
人
は
第
二
号
被
保

険
者
で
あ
る
（
6
‐
7
）。
第
二
号
被
保
険
者
に
は
条
件
が
あ
り
「
特
定
疾
患
」
が
原
因
で
あ
る
場
合
に
限
り
対
象
と
な
る
。

　

保
険
財
源
は
、
公
費
が
二
分
の
一
、
保
険
料
が
二
分
の
一
で
あ
る
（
6
‐
8
）。
保
険
料
の
徴
収
は
第
一
号
被
保
険
者
は
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
る
特
別
徴
収
と
な
る
。
第
二

号
被
保
険
者
は
健
康
保
険
に
上
乗
せ
し
て
雇

用
者
の
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
。

　

本
市
で
は
、
国
の
高
齢
者
保
健
福
祉
対
策

の
歩
み
に
あ
わ
せ
て
、
平
成
六
年
に
「
芦
屋

す
こ
や
か
長
寿
プ
ラ
ン
21
‐
芦
屋
市
高
齢
者

福
祉
計
画
」
を
策
定
し
高
齢
者
福
祉
の
計
画

的
推
進
を
図
っ
て
き
た
が
、
介
護
保
険
制
度

の
導
入
に
よ
り
大
き
く
国
の
施
策
が
転
換
し

た
た
め
、
本
市
の
計
画
も
見
直
し
が
必
要
と

な
り
平
成
十
一
年
に
「
第
二
次
芦
屋
す
こ
や

か
長
寿
プ
ラ
ン
21
‐
芦
屋
市
高
齢
者
保
健
福

6-7　保険者と被保険者
（資料）「介護保険制度改革の概要 - 介護保険法改正と介

護報酬改定」厚生労働省

保険者と被保険者
保険者

保険者は市町村（国、都道府県等が共同で支える重層的な制度）
第 1 号被保険者

65 歳以上の人
保険料は、公的年金から特別徴収（天引き）される。

第 2 号被保険者
40 歳から64 歳の人
保険料は、医療保険料と一体的に支払う
第 2 号被保険者は加齢に伴う特定疾患が原因である場合のみ対象

特定疾患

筋萎縮性側索硬化症（ALS）
後縦靱帯骨化症
骨折を伴う骨粗しょう症
シャイ・ドレーガー症候群
初老期における認知症（アルツハイマー病・脳血管性認知症など）
脊髄小脳変性症
脊柱管狭窄症
早老症（ウエルナー症候群）
糖尿病性神経症、糖尿病性腎症及び糖尿病性網膜症
脳血管疾患（脳出血、脳梗塞など）
パーキンソン病
閉塞性動脈硬化症
慢性関節リウマチ
慢性閉塞性肺疾患（肺気腫・慢性気管支炎・気管支喘息）
両側の膝関節又は股関節に著しい変形を伴う変形性関節症
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祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
し
た
。

　

介
護
保
険
利
用
状
況　
　

全
国
の
介
護
保
険
利
用
者
の
状
況
を
み
る

と
、
制
度
発
足
当
時
に
は
一
四
九
万
人
で
あ
っ
た
が
平
成
二
十
一
年
に
は

三
八
四
万
人
と
な
り
九
年
間
で
一
八
七
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
本
市

の
利
用
者
数
も
年
々
増
加
の
傾
向
で
あ
る
が
認
定
者
数
か
ら
み
る
と
利
用

者
数
は
そ
の
六
割
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
介
護
認
定
を
受
け
な
が

ら
サ
ー
ビ
ス
は
利
用
し
な
い
「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」
な
の
か
、
認
定
は
う
け

た
も
の
の
、
い
ざ
利
用
と
な
る
と
何
か
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇す
る
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
人
が
四
割
程
度
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
率
の
推
移
を
全
国
と
本
市
を
比
較
し
て
み
る
と

発
足
当
初
か
ら
全
国
の
利
用
率
よ
り
高
く
年
々
そ
の
差
が
開
い
て
い
く
傾
向
に
あ
る
（
6
‐
9
）。
本
市
は
全
国
の
高
齢
化
率
を
上

回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
も
そ
れ
に
比
例
し
て
上
回
る
が
、
そ
の
差
が
開
い
て
い
く
原
因
の
一
つ
に
要
介
護
者
の

重
度
化
に
よ
り
介
護
度
が
高
く
な
る
と
共
に
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
増
加
が
考
え
ら
れ
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
増
加
す
る
こ
と
は
保
険

料
に
影
響
を
与
え
る
の
で
、
介
護
予
防
に
重
点
を
お
い
た
取
り
組
み
が
強
く
求
め
ら
れ
る
。

　

施
設
・
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

　
　

⑴
施
設
サ
ー
ビ
ス　
　

本
市
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
三
施
設
（
あ
し
や
喜
楽
苑
・
エ
ル
ホ
ー
ム
芦

保険財源

25. 0%

12. 5%

12. 5%19. 0%

31. 0%

国 都道府県
市町村 第１号被保険者
第２号被保険者

6-8　保険財源（第 1 号保険料、第 2 号保険料の割
合は、第 3 期（平成 18 ～ 20 年度）の数値）

（資料）「介護保険制度改革の概要－介護保険法改
正と介護報酬改定」厚生労働省
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屋
・
あ
し
や
聖
徳
園
）
あ
り
、
平
成
十
三
年
利
用
者
数
は
二
二
四
人
で
あ
る
。

平
成
十
六
年
の
利
用
者
数
は
二
三
六
人
と
な
っ
て
お
り
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
必

要
と
す
る
人
が
、
市
外
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
利
用
し
て
い
る
実
態
が
あ

り
本
市
の
施
設
の
利
用
を
希
望
す
る
待
機
者
も
多
か
っ
た
。

　

老
人
保
健
施
設
は
、
平
成
十
六
年
に
「
介
護
老
人
保
健
施
設
マ
イ
ラ
イ
フ
芦

屋
」
が
整
備
さ
れ
三
施
設
（
エ
ル
ス
テ
ィ
芦
屋
、
さ
く
ら
の
園
）
と
な
っ
た
。

平
成
十
三
年
の
利
用
者
数
は
一
七
一
人
で
あ
る
。
平
成
十
六
年
に
は
利
用
者
数

が
急
増
し
二
三
九
人
と
な
っ
た
が
、
利
用
者
の
半
数
以
上
は
本
市
の
施
設
で
は

入
り
き
れ
ず
市
外
の
老
人
保
健
施
設
を
利
用
し
た
。

　

介
護
療
養
型
医
療
施
設
で
は
平
成
十
六
年
三
月
の
利
用
者
数
は
六
七
人
で
あ

る
。
本
市
の
高
齢
化
率
を
考
え
れ
ば
施
設
サ
ー
ビ
ス
は
十
分
と
は
い
え
ず
、
施

設
の
整
備
は
大
き
な
課
題
と
な
る
。

　
　

⑵
在
宅
サ
ー
ビ
ス　
　

本
市
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
、
県
の
平
均

よ
り
高
く
、
重
度
の
人
も
軽
度
の
人
も
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
割
合

が
高
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
重
度
の
人
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
が

少
な
く
、
こ
れ
ら
の
人
を
支
え
て
い
る
在
宅
介
護
者
の
心
身
の
負
担
の
大
き
さ

6

8

10

12

14

16

18

20

H12.10 H13.10 H14.10 H15.10 H16.10

（％）

全国 芦屋市

6-9　介護保険のサービス利用者率の推移
（出典）「第 4 次芦屋すこやか長寿プラン 21」
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が
容
易
に
推
測
で
き
る
。
本
市
に
お
い
て
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
と
あ
わ

せ
て
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い

る
。

　

そ
の
た
め
福
祉
公
社
に
お
い
て
は
、
平
成
十
二
年
か
ら
「
居
宅
介
護
支
援
事

業
」、「
訪
問
介
護
事
業
」、「
通
所
介
護
事
業
」
を
開
始
し
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
努
め
た
。

　

ま
た
、
本
市
は
、
平
成
十
四
年
に
制
度
の
定
着
を
図
り
市
民
の
理
解
を
深

め
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
サ
ー
ビ
ス
供
給
体
制
の
確
保
に
取

り
組
ん
だ
。

　

本
市
の
要
介
護
認
定
者
数
は
、
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
利
用
で
き
る
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
強
化
す
る
た
め
に
通
所
介
護
施
設
と
し
て
「
芦
屋
市
立
三

条
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
運
営
を
福
祉
公
社
に
委
託
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
十
五
年
に
本
市
は
「
第
三
次
芦
屋
す
こ
や
か
長
寿
プ
ラ
ン
21
‐

第
三
次
芦
屋
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
第
二
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を

策
定
し
、
在
宅
で
生
活
す
る
要
介
護
高
齢
者
の
支
援
を
強
化
し
た
。

　

翌
年
に
は
、
高
齢
化
率
が
二
〇
・
一
％
と
な
り
、
そ
の
う
ち
要
支
援
・
要
介

6-10　要介護（要支援）認定者の状況（芦屋市）
平成 11 年度は、平成 11 年 10 月～平成 12 年 3 月までの認定者数：注）
認定者数には第 2 号被保険者も含む

（資料）「市事務報告書」

年度（平成） 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
介護度
要支援 185 296 361 451 492 632 747 ― ―
要支援1 ― ― ― ― ― ― ― 603 743 811
要支援2 ― ― ― ― ― ― ― 470 460 500
要介護1 373 490 585 719 881 954 956 530 588 691
要介護2 207 350 422 441 489 503 539 623 609 481
要介護3 194 228 269 288 377 391 423 481 497 546
要介護4 208 255 308 295 322 345 349 390 357 297
要介護5 203 234 293 270 321 330 330 372 353 342

計 1,370 1,853 2,238 2,464 2,882 3,155 3,344 3,469 3,607 3,668
第1号被保険者数 ― 16,149 16,839 17,466 17,986 18,454 18,981 19,770 20,060

四
一
〇

第
六
章

社
会
福
祉
の
推
進　

医
療
の
充
実



護
と
認
定
さ
れ
た
高
齢
者
（
6
‐
10
）
は
、
三
一
五
五
人
、
平
成
二
十
年
に
は
三
六
〇
七
人
と
な
り
、
高
齢
者
が
で
き
る
限
り
要
介

護
状
態
に
な
ら
ず
健
康
で
い
き
い
き
と
過
ご
せ
る
よ
う
、
長
寿
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
推
進
し
て
い
っ
た
。

　

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し　
　

介
護
保
険
制
度
は
高
齢
者
の
自
立
支
援
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
、
五
年
が
経
過
し
見
直
し
の
時

期
と
な
っ
た
。
改
正
の
背
景
に
は
、
こ
の
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
当
時
の
総
費
用
額
が
三
・
六
兆
円
で
あ
っ
た
の
に
対
し
平
成
十
八

年
に
は
七
・
一
兆
円
を
上
回
り
今
後
の
保
険
財
源
の
見
通
し
に
不
安
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
全
国
に
お
い
て
要
介
護
度
が
軽
度
と
認
定
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
の
推
移
は
、
介
護
保
険
発
足
当
時
は
五
八
・
九
％

で
あ
っ
た
が
平
成
十
四
年
に
は
六
四
・
三
％
と
上
昇
し
、
軽
度
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
全
体
の
六
割
以
上
と
な
っ

た
。
こ
の
制
度
の
目
的
に
反
し
て
、
介
護
度
の
軽
い
高
齢
者
が
自
立
意
欲
を
失
く
し
て
か
え
っ
て
重
度
化
し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
こ

と
が
明
確
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
平
成
十
七
年
に
制
度
の
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

制
度
改
正
の
基
本
視
点
は
、
給
付
の
効
率
化
・
重
点
化
・
予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
各
制
度
の
機
能
分
担
の
明
確
化
な
ど

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
新
介
護
予
防
事
業
を
新
た
に
創
設
し
、
要
支
援
認
定
者
の
現
状
態
の
改
善
を
目
的
と
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
予
防
介
護
を
重
視
し
た
施
策
で
あ
る
。
対
象
と
な
る
人
は
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
や

生
理
的
機
能
の
低
下
な
ど
訓
練
に
よ
っ
て
状
態
の
改
善
が
見
込
ま
れ
る
人
に
介
護
予
防
事
業
に
参
加
し
て
も
ら
い
給
付
の
対
象
者
と

し
、
訓
練
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
人
や
進
行
性
の
障
が
い
や
疾
病
の
あ
る
人
は
、
今
ま
で
の
介
護
給
付
の
対
象
者
と
し
た
。
サ
ー
ビ
ス

の
種
類
は
6
‐
11
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

こ
の
制
度
を
受
け
本
市
で
は
、
介
護
予
防
健
診
や
民
生
委
員
か
ら
の
情
報
提
供
に
基
づ
い
て
、
介
護
予
防
の
効
果
が
見
込
ま
れ
る
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高
齢
者
を
把
握
し
、「
す
こ
や
か
高
齢
者
事
業
」（
特
定

高
齢
者
施
策
）
と
、「
さ
わ
や
か
高
齢
者
事
業
」（
一
般

高
齢
者
施
策
）
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
健
康
な
高
齢
者

が
要
支
援
状
態
に
、
ま
た
要
支
援
者
が
要
介
護
状
態

に
な
ら
な
い
よ
う
事
前
に
支
援
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム

で
水
際
作
戦
に
乗
り
出
し
た
。
具
体
的
に
は
、
呉
川

介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
山
芦
屋

な
ど
に
お
い
て
運
動
機
能
の
向
上
、
栄
養
改
善
、
口

腔
機
能
の
向
上
を
め
ざ
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　

認
知
症
高
齢
者
の
実
態

　
　

⑴
認
知
症
高
齢
者
の
人
数
と
用
語
の
変
更　
　

国
は
痴
呆
と
い
う
言
葉
に
対
し
て
誤
解
や
偏
見
が
あ

る
と
考
え
、
そ
の
解
消
を
図
る
た
め
、
平
成
十
六

（
二
〇
〇
四
）
年
十
二
月
か
ら
行
政
用
語
と
し
て

「
痴
呆
」
か
ら
「
認
知
症
」
の
用
語
を
用
い
る
こ
と

6-11　介護保険サービスの種類
（出典）「介護保険制度改革の概要－介護保険法改正と介護報酬改定」　厚生労働省

サービスの種類
要介護1～5 要支援1.2

在宅サービス

訪問介護
訪問入浴介護
訪問リハビリテーション
訪問看護
居宅療養管理指導
通所看護（デイサービス）
通所リハビリテーション
福祉用具貸与
特定福祉用具販売
住宅改修費支給
短期入所生活 / 療養介護（ショートステイ）
特定施設入居者生活介護

介護予防訪問介護
介護予防訪問入浴介護
介護予防訪問リハビリテーション
介護予防訪問看護
介護予防居宅療養管理指導
介護予防通所看護（デイサービス）
介護予防通所リハビリテーション
介護予防福祉用具貸与
特定介護予防福祉用具販売
介護予防住宅改修費支給
介護予防短期入所生活 / 療養介護
介護予防特定施設入居者生活介護

施設サービス

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）
介護老人保健施設

（老人保健施設）
介護療養型医療施設

（療養病床等）

利用できません

地域密着型
サービス

小規模多機能型居宅介護
夜間対応型訪問介護
認知症対応型通所介護
認知症対応型共同生活介護（グループホーム）
地域密着型特定施設入居者生活介護
地域密着型介護老人福祉施設入居者生活介護

小規模多機能型居宅介護
認知症対応型通所介護
認知症対応型共同生活介護

※要支援 2 の人のみ
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と
し
た
。（
以
下
認
知
症
と
い
う
。）

　

平
成
十
七
年
の
県
全
体
の
認
知
症
高
齢
者
の
状
況
を
み
る
と
、
介
護
保
険
利
用
者

の
う
ち
、
認
知
症
高
齢
者
は
全
体
の
五
割
を
占
め
て
い
る
。
内
訳
は
、「
動
け
る
認
知

症
」
が
二
五
・
五
％
、「
寝
た
き
り
認
知
症
」
が
二
五
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
平
成
十
七
年
の
認
知
症
高
齢
者
数
は
介
護
保
険
利
用
者
の

四
三
・
七
％
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
、「
寝
た
き
り
認
知
症
」
が
二
〇
・
五
％
、「
動
け

る
認
知
症
」
が
二
三
・
二
％
で
あ
り
県
全
体
と
比
較
し
て
や
や
低
く
な
っ
て
い
る
。

「
動
け
る
認
知
症
」
の
施
設
利
用
割
合
は
県
全
体
で
は
一
八
・
八
％
、
本
市
で
も
、

一
八
・
五
％
と
な
っ
て
お
り
、「
動
け
る
認
知
症
」
の
八
割
以
上
が
在
宅
で
生
活
し
て

い
る
。
ま
た
、「
寝
た
き
り
認
知
症
」
の
施
設
利
用
者
は
、
県
全
体
で
五
五
・
〇
％
、

本
市
で
は
五
八
・
〇
％
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
約
四
割
の
「
寝
た
き
り
認
知
症
」

の
人
は
在
宅
生
活
を
し
て
お
り
家
族
介
護
者
の
介
護
負
担
の
大
き
さ
が
予
想
さ
れ
る

（
6
‐
12
）。
さ
ら
に
、「
動
け
る
認
知
症
」
の
八
割
以
上
が
在
宅
生
活
を
し
て
い
る

実
態
か
ら
、
徘
徊
や
異
食
、
妄
想
、
不
安
な
ど
の
周
辺
症
状
に
家
族
だ
け
で
の
対
応

は
困
難
な
た
め
、
専
門
的
技
術
や
知
識
を
持
つ
訪
問
介
護
員
の
よ
り
一
層
の
支
援
が

早
急
に
求
め
ら
れ
る
。

6-12　介護保険利用者の内訳
（資料）兵庫県「持続可能な介護保険のあり方検討会」2008 年

全体 施設 施設利用
割合（％）

平均要介護度
人数 割合（％） 人数 割合（％） 全体 住宅

県
全
体

虚弱 17,499 39.5 587 6.0 3.3 0.95 0.93
動ける認知症 11,307 25.5 2,143 21.9 18.8 2.12 1.97

寝たきり 4,146 9.3 865 8.9 20.9 3.14 3.14
寝たきり認知 11,404 25.7 6,172 63.2 55.0 4.17 4.04

全体 44,356 100.0 9,767 100.0 22.2 2.28 1.88

芦
屋
市

虚弱 1,297 47.0 32 6.1 2.5 0.74 0.72
動ける認知症 639 23.2 118 22.4 18.5 2.13 2.03

寝たきり 257 9.3 47 8.9 18.3 3.08 3.10
寝たきり認知 567 20.5 329 62.5 58.0 4.13 4.04

全体 2,760 100.0 526 100.0 19.1 1.98 1.60
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介
護
保
険
か
ら
給
付
さ
れ
る
介
護
に
関
す
る
費
用
は
、
県
で
は
給
付
を
受
け
て
い
る
利
用
者
全
体
の
七
割
が
認
知
症
高
齢
者
で
あ

る
。
本
市
の
認
知
症
高
齢
者
の
費
用
は
、
給
付
を
受
け
て
い
る
利
用
者
全
体
に
対
し
て
、「
寝
た
き
り
認
知
症
」
が
費
用
の
四
割
を
占

め
、「
動
け
る
認
知
症
」
は
約
三
割
と
な
っ
て
お
り
、
県
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
割
合
で
あ
る
。
要
介
護
者
の
多
く
が
認
知
症
で
あ
り
、

本
人
の
不
安
や
家
族
介
護
者
の
負
担
を
考
え
れ
ば
社
会
的
な
支
援
が
求
め
ら
れ
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
　

⑵
認
知
症
高
齢
者
に
適
し
た
主
な
社
会
資
源

　
　
　

ア
．
認
知
症
対
応
型
老
人
共
同
生
活
援
助
事
業
（
以
下
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
い
う
）　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
は
少
人
数
に
よ

る
共
同
生
活
を
営
む
こ
と
に
支
障
が
な
い
認
知
症
高
齢
者
（
当
該
認
知
症
に
伴
っ
て
著
し
い
精
神
症
状
を
呈
す
る
者
及
び
当
該
認
知

症
に
伴
っ
て
著
し
い
行
動
異
常
が
あ
る
者
並
び
に
そ
の
者
の
認
知
症
の
原
因
と
な
る
疾
患
が
急
性
の
状
態
に
あ
る
者
を
除
く
）
が
小

規
模
な
生
活
の
場
に
お
い
て
、
食
事
の
支
度
、
掃
除
、
洗
濯
な
ど
を
介
護
従
事
者
と
共
同
で
行
な
い
、
家
庭
的
な
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
の
な
か
で
生
活
を
送
る
た
め
の
日
常
生
活
上
の
世
話
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
い
う
少
人
数
と
は
、
五
か
ら
九
人
ま
で
の
共
同
居
住
形
態
を
い
い
、
小
規
模
と
は
、
一
般
家
庭
の
よ
う
な
生
活
の
場
が
想

定
さ
れ
て
い
る
。
家
庭
的
な
環
境
と
地
域
住
民
と
の
交
流
の
も
と
で
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
な
ど
の
介
護
や
日
常
生
活
上
の
世
話
お

よ
び
機
能
訓
練
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
の
心
身
機
能
の
維
持
・
向
上
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
平
成
十
七
年
の
介
護
保
険
制
度
改
正
に
よ
り
、
平
成
十
八
年
四
月
以
降
、
新
た
に
創
設
さ
れ
た
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「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
利
用
者
は
そ
の
地
域
に
在
住
し
て
い
る
認
知
症
の
高
齢
者

に
限
ら
れ
る
。

　

利
用
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
主
治
医
か
ら
認
知
症
の
診
断
を
受
け
た
利
用
者
が
、
衣
食
住
の
費
用
を
全
額
自
己
負
担
す
る
と
と
も

に
、
介
護
保
険
を
利
用
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
一
割
の
自
己
負
担
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
利
用
者
か
ら
徴
収
す
る
衣
食
住
の

費
用
（
生
活
費
）
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
法
の
適
用
は
な
い
。

　

本
市
で
は
、
平
成
二
十
一
年
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
五
か
所
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
芦
屋
・
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
イ
フ
山
芦
屋
・
芦
屋
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
そ
よ
風
・
芦
屋
ブ
ー
ケ
の
里
・
マ
イ
ホ
ー
ム
芦
屋
）
あ
り
、
認
知
症

の
人
た
ち
が
安
全
で
安
心
し
た
穏
や
か
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

　
　
　

イ
．
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護　
　

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
と
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
同

じ
よ
う
に
介
護
保
険
制
度
改
正
に
伴
っ
て
平
成
十
八
年
四
月
に
創
設
さ
れ
た
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ

で
あ
る
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
高
齢
者
（
主
に
認
知
症
高
齢
者
）
が
、
今
ま
で
の
人
間
関
係

や
生
活
環
境
を
で
き
る
だ
け
変
え
ず
、「
通
い
」
を
中
心
に
「
訪
問
」・「
泊
ま
り
」
の
三
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
適

切
に
組
み
合
わ
せ
て
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二
四
時
間
切
れ
目
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
利
用
定
員
は
6
‐
13
の
と
お
り
。

　

対
象
者
に
つ
い
て
は
、
主
に
認
知
症
高
齢
者
が
中
心
に
な
る
が
、
認
知
症
の
有
無
を
問
わ
ず
利
用
は
可
能

6-13　小規模多機能型居宅介護の利用定員

利 用 定 員
1 事業所あたり登録 25 名以下

「通い」の 1日あたりの定員 おおむね 15 名以下
「泊まり」の 1日あたりの定員 おおむね 9 名以下
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と
な
っ
て
お
り
、
状
態
が
進
行
し
て
も
在
宅
で
の
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
常
時
馴
染
み
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
が
柔
軟
に
対
応
し
、
利
用
者
の
状
態
や
希
望
に
応
じ
、
随
時
「
訪
問
」
や
「
泊
ま
り
」
の

サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
切
れ
目
の
な
い
連
続
的
な
ケ
ア
が
利
用
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
介
護
予
防
を
中
心
と
し
た
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
創
設
さ
れ
、
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
な
ど
認
知
症
高
齢
者
に
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が
制
度
上
充
実
し
て
き
た
。

　

制
度
改
正
後
、
今
ま
で
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
再
編
し
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
中
核

的
機
能
を
担
い
、
介
護
予
防
事
業
の
一
貫
性
・
連
続
性
を
重
視
し
な
が
ら
利
用
者
の
状
態
に
応
じ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
寝
た
き
り
高
齢
者
や
認
知
症
高
齢
者
お
よ
び
そ
の
家
族
が
身
近
な
と
こ
ろ
で

気
軽
に
介
護
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
平
成
十
七
年
四
月
の
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
翌
年
か
ら
新
予
防
給
付
の
創
設
や
、
身
近
な
地
域
で
地
域
の
特
性
に
応

じ
た
多
様
で
柔
軟
な
対
応
が
で
き
る
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
を
実
施
し
た
。

三
． 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
高
齢
者
の
暮
ら
し

　

平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
一
月
十
七
日
（
火
）、
早
朝
突
然
襲
っ
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
平
和
な
ま
ち
を
数
分
に
し
て
都
市

機
能
を
壊
滅
さ
せ
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。

　

本
市
で
は
、
平
成
六
年
に
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
を
策
定
し
、
老
人
福
祉
の
計
画
的
推
進
を
図
っ
て
き
た
が
、
震
災
に
よ
る
情
勢
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の
変
化
で
介
護
ニ
ー
ズ
が
増
大
し
た
た
め
、
計
画
の
早
急
な
見
直
し
が
必
要
と
な
り
、
よ
り
一
層
の
介
護
基
盤
の
整
備
が
求
め
ら
れ

て
き
た
。

　

震
災
時
の
高
齢
者
の
暮
ら
し
と
活
動
体
制

　
　

⑴
活
動
体
制

　
　
　

ア
．
初
期
の
活
動
（
一
月
十
七
～
二
十
一
日
）　　

震
災
当
日
に
出
勤
で
き
た
福
祉
関
係
職
員
は
、
高
年
福
祉
課
八
人
、
福

祉
課
五
人
で
あ
っ
た
。
職
員
は
、
物
資
調
達
、
避
難
所
の
世
話
な
ど
災
害
対
策
業
務
に
従
事
し
な
が
ら
福
祉
業
務
を
行
な
っ
た
。
し

か
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸
断
、
電
話
の
不
通
な
ど
に
よ
り
十
分
な
取
り
組
み
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
福
祉
業
務
の
拠
点
を
福
祉

公
社
に
移
行
し
た
。
福
祉
公
社
に
お
い
て
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
、
訪
問
看
護
な
ど
の
業
務
を
始
め
る
と
と
も
に
、
救
援
物
資
の
配
達
や

対
象
者
の
安
否
確
認
を
行
な
っ
た
。

　

一
月
十
八
日
に
は
、
本
市
は
市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
対
し
て
、
緊
急
の
受
け
入
れ
を
要
請
し
、
要

介
護
老
人
の
施
設
対
応
を
と
っ
た
。

　

避
難
者
な
ど
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
福
祉
公
社
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
対
応
し
施
設
利
用
者
の
調
査
や
施
設
へ
の
依

頼
、
搬
送
な
ど
を
行
な
っ
た
。
体
制
と
し
て
は
、
市
の
職
員
が
災
害
対
策
業
務
を
行
な
い
な
が
ら
、
電
話
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
に
対

応
し
、
福
祉
公
社
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
連
携
を
と
り
福
祉
公
社
が
実
働
し
た
。

　
　
　

イ
．
体
制
の
整
備　
　

一
月
二
十
日
頃
に
は
、
高
年
福
祉
課
・
福
祉
課
に
職
員
体
制
が
整
い
、
災
害
対
策
業
務
に
従
事
し
な
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が
ら
電
話
で
の
相
談
に
対
応
し
た
。
一
月
二
十
四
日
よ
り
、
市
庁
舎
の
経
済
課
を
利
用
し
、
相
談
業
務
を
本
格
的
に
行
な
っ
た
。
要

介
護
者
に
対
し
て
、
緊
急
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用
、
病
院
、
中
間
施
設
の
紹
介
な
ど
を
行
な
っ
た
。
在
宅
部
門
に
つ
い
て
は
、
福

祉
公
社
が
対
応
し
、
あ
し
や
ホ
ー
ム
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
連
携
に
よ
る
体
制
が
整
っ
た
。

　
　
　

ウ
．
本
格
業
務
開
始　
　

一
月
三
十
日
か
ら
災
害
対
策
業
務
を
兼
務
す
る
職
員
の
な
か
か
ら
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
三
人
を
相

談
業
務
に
専
念
さ
せ
、
広
報
紙
を
通
じ
、
中
断
し
て
い
た
福
祉
給
食
の
開
始
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
な
ど
、
要
援
護
者

に
対
す
る
広
報
活
動
を
展
開
し
た
。
二
月
四
・
五
日
は
、
福
祉
公
社
と
協
力
し
、
避
難
所
に
お
け
る
要
援
護
者
の
実
態
調
査
を
行
な

い
、
処
遇
改
善
を
図
っ
た
。

　
　

⑵
在
宅
要
援
護
者
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
活
動　
　

二
月
二
十
一
日
か
ら
三
月
三
日
に
か
け
て
、
県
と
協
同
し
て
県
職
員
・
福
祉
事
務

所
職
員
・
福
祉
公
社
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ら
が
調
査
員
と
な
り
、
地
区
民
生
児
童
委
員
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
在
宅
の
要
援
護
者
の

実
態
調
査
を
行
な
っ
た
。
調
査
方
法
は
、
本
市
全
域
を
一
〇
地
区
に
分
け
、
県
職
員
と
福
祉
事
務
所
職
員
・
福
祉
公
社
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
な
ど
が
チ
ー
ム
を
組
み
家
庭
訪
問
し
、
聞
き
取
り
調
査
を
行
な
っ
た
。
対
象
者
は
、
在
宅
の
被
災
世
帯
の
う
ち
、
高
齢
者

八
九
九
人
（
独
居
、
寝
た
き
り
、
痴
呆
性
老
人
）、
心
身
障
が
い
者
（
児
）
一
八
八
三
人
、
児
童
五
〇
人
、
母
子
世
帯
四
五
九
人
な

ど
で
合
計
三
二
九
一
人
を
対
象
と
す
る
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
を
行
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
世
帯
を
調
査
し
た
結
果
、
何
ら
か
の
要
望
、
ニ
ー
ズ
の
あ
っ
た
世
帯
は
一
三
〇
世
帯
で
あ
り
、
対
応
に
つ
い
て
は
福
祉

事
務
所
・
福
祉
公
社
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
ら
が
迅
速
に
対
応
し
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
二
一
件
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
一
八
件
、
住
宅
問

題
一
八
件
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
。
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⑶
福
祉
公
社
の
活
動　
　

震
災
で
福
祉
公
社
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
。
震
災
当
日
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
訪
問
看
護

婦
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
一
四
人
の
職
員
が
出
勤
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
し
て
い
る
家
庭
へ
走
り
、
安
否
の
確
認
を
行
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
登
録
ヘ
ル
パ
ー
一
二
人
が
地
域
住
民
の
協
力
を
得
て
、
担
当
家
庭
の
安
否
の
確
認
を
す

る
と
と
も
に
水
や
食
料
を
運
ん
だ
。

　

福
祉
公
社
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
福
祉
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
お
よ
び
訪
問
看
護
（
高
齢
者
）
事
業
の
三
つ
を
柱
と

し
事
業
を
展
開
し
た
。
震
災
後
、
ま
ず
行
な
っ
た
こ
と
は
、
約
一
週
間
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
利
用
者
の
安
否
確
認
を
行
な
う
と
と

も
に
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
人
に
は
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
な
っ
た
。
し
か
し
、
大
多
数
の
人
が
避
難
し
た
り
、
入
院
し
た
り
、
親
戚

へ
身
を
寄
せ
る
な
ど
し
て
い
た
。
な
か
に
は
亡
く
な
ら
れ
た
人
も
お
り
、
自
宅
に
い
る
人
は
震
災
前
の
約
二
〇
％
に
激
減
し
て
い

た
。
自
宅
で
生
活
し
て
い
る
人
に
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
看
護
婦
が
救
援
物
資
で
あ
る
食
料
や
水
を
二
・
三
日
お
き
に
届
け
た
。

　

一
方
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
は
、
市
か
ら
依
頼
さ
れ
た
要
介
護
高
齢
者
の
調
査
の
た
め
、
避
難
所
や
住
宅
に
奔
走
し
た
。
一
月

二
十
三
日
か
ら
は
、
サ
ー
ビ
ス
対
象
世
帯
が
激
減
し
た
こ
と
と
、
福
祉
公
社
職
員
が
ほ
ぼ
全
員
出
勤
し
て
き
た
こ
と
で
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
に
余
力
が
生
じ
た
の
で
、
約
一
五
〇
〇
人
の
在
宅
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
安
否
確
認
に
あ
た
っ
た
。
福
祉
公
社
事
務
所
は
、

市
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
協
力
し
て
、
緊
急
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
受
付
や
調
査
を
行
な
い
、
該
当
者
を
入
所
さ
せ
る
な
ど
の
対
応
を
し

た
。

　

一
月
三
十
日
か
ら
は
、
中
断
し
て
い
た
福
祉
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
再
開
し
、
配
食
員
の
確
保
に
苦
労
し
な
が
ら
も
、
日
常
の
食
生
活

に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
宅
へ
配
食
を
行
な
っ
た
。
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さ
ら
に
、
二
月
四
日
か
ら
、
市
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
保
健
婦
お
よ
び
福
祉
公
社
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
三
者

で
避
難
所
に
お
け
る
要
援
護
者
の
実
態
調
査
を
行
な
い
、
支
援
が
必
要
な
人
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
な
っ
た
。

　

二
月
九
か
ら
二
十
一
日
に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
力
し
て
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
宅
に
お
け
る
防
水
シ
ー
ト
被
覆
家
屋
調
査

を
行
な
い
、
被
覆
の
必
要
な
家
庭
に
は
自
衛
隊
の
協
力
を
得
て
一
四
〇
件
近
く
被
覆
処
理
を
し
た
。
二
月
十
日
か
ら
利
用
者
の
要
望

を
取
り
入
れ
、
在
宅
痴
呆
性
高
齢
者
介
護
者
支
援
事
業
（
託
老
）
を
再
開
し
た
。

　

二
月
十
八
日
か
ら
は
、
高
齢
者
に
和
風
園
と
あ
し
や
聖
徳
園
の
浴
場
を
開
放
し
約
八
〇
人
が
利
用
し
た
。

　

震
災
後
の
高
齢
者
福
祉　
　

平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
、
震
災
か
ら
一
年
が
過
ぎ
、
本
市
は
高
齢
者
な
ど
す
べ
て
の
市
民
が
快
適

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
福
祉
が
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
た
。「
芦
屋
す
こ
や
か
長
寿
プ
ラ
ン
21
」
の
計
画
に
基
づ
き
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
と
連
携
し
福
祉
の
充
実
に
努
め
た
。

　

震
災
の
被
害
を
受
け
完
成
の
遅
れ
て
い
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
あ
し
や
喜
楽
苑
」
が
平
成
九
年
一
月
に
開
所
し
、
長
い
間
自

宅
や
市
外
の
老
人
保
健
施
設
な
ど
で
待
機
し
て
い
た
人
々
が
入
所
し
た
。
仮
設
住
宅
な
ど
で
生
活
し
て
い
た
高
齢
者
に
対
し
て
は
、

市
、
保
健
所
な
ど
が
連
携
し
仮
設
住
宅
を
巡
回
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
安
否
の
確
認
、
心
の
ケ
ア
な
ど
の
活
動
を
行
な
っ

た
。

　

仮
設
入
居
者
の
市
民
健
康
診
査
の
結
果
、
指
導
を
必
要
と
す
る
人
々
に
対
し
て
は
、
保
健
婦
に
よ
る
訪
問
指
導
を
実
施
し
た
。
ま

た
、
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
休
日
応
急
診
療
を
芦
屋
市
医
師
会
医
療
セ
ン
タ
ー
に
併
設
し
、
休
日
に
お
け
る
救
急
患
者
八
八
五
人
の

診
療
を
行
な
っ
た
。
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平
成
十
一
年
に
は
、
市
内
初
の
老
人
保
健
施
設
「
さ
く
ら
の
園
」
の
新
設
、
市
内
三
か
所
目
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
エ
ル

ホ
ー
ム
芦
屋
」
の
開
設
に
よ
り
、
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
い
っ
た
。

　

本
市
に
お
け
る
高
齢
者
虐
待
防
止
の
取
り
組
み　
　

平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
四
月
一
日
か
ら
高
齢
者
虐
待
の
防
止
に
関
す
る

法
律
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
法
の
基
本
的
な
視
点
の
概
要
は
、
発
生
予
防
か
ら
、
虐
待
を
受
け
た
高
齢
者
が
安
定
し
た
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
継
続
的
支
援
、
高
齢
者
自
身
の
意
思
の
尊
重
、
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
虐
待
の
早
期
発

見
・
早
期
対
応
を
し
、
高
齢
者
本
人
と
と
も
に
養
護
者
の
支
援
と
関
係
機
関
の
連
携
・
協
力
に
よ
る
対
応
な
ど
で
あ
る
。

　

本
市
で
は
、
平
成
十
八
年
四
月
に
「
芦
屋
市
高
齢
者
権
利
擁
護
委
員
会
」
を
設
置
し
、
高
齢
者
虐
待
を
は
じ
め
と
し
て
「
高
齢
者

の
権
利
侵
害
」
へ
の
対
応
の
検
討
・
支
援
、
高
齢
者
虐
待
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
刊
行
を
実
施
し
て
い
る
。

　

平
成
十
九
年
度
か
ら
は
、
権
利
擁
護
相
談
を
実
施
し
、
弁
護
士
な
ど
に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
。
ほ
か
に
も
日
常
生
活
に

関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
に
支
援
し
て
き
た
。

　

本
市
が
め
ざ
す
高
齢
社
会
像　
　

本
市
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
に
は
高
齢
化
率
が
二
六
・
七
％
と
予
測
さ

れ
て
お
り
「
超
高
齢
社
会
を
活
力
が
あ
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
平
成
十
八
年
三
月
、「
第
四
次
芦
屋
す
こ
や

か
長
寿
プ
ラ
ン
21
」（
第
四
次
芦
屋
市
高
齢
者
福
祉
計
画
お
よ
び
第
三
期
介
護
保
健
事
業
計
画
）
を
策
定
し
た
。

　

そ
の
基
本
理
念
は
、「
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
、
い
き
い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
五
つ
の
基
本
目
標
を

掲
げ
た
（
6
‐
14
）。

　

超
高
齢
社
会
を
い
き
い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
に
す
る
た
め
に
は
、
高
齢
期
の
生
活
の
質
を
高
め
、
そ
の
人
ら
し
い
日
常
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生
活
を
過
ご
す
た
め
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
過
ご
す
た
め
の
基
本
と
な
る

も
の
は
「
健
康
寿
命
」
の
全
う
で
あ
り
健
康
の
維
持
・
増
進
が
何
よ
り
も
大
切
と
な
る
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
を
は
じ
め
と
し
て
、
地
域
で
の
健
康
づ
く
り
、
高
齢
者
の
生
涯
学
習
や
就

労
、
趣
味
の
活
動
、
交
流
な
ど
を
通
し
て
社
会
の
一
員
と
し
て
の
役
割
が
担
え
る
よ
う
、
き
め
細
や

か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
高
齢
者
が
最
後
ま
で
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
が
で
き
る
よ
う
な
ケ
ア

の
確
立
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　
　

第
四
節　

児
童
を
め
ぐ
る
福
祉
行
政
と
そ
の
支
援

一
． 

健
康
で
文
化
的
な
生
活
と
す
こ
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

　

母
子
福
祉
法
と
市
民
福
祉
年
金　
　

 

「
母
子
福
祉
法
」
は
、「
母
子
福
祉
資
金
の
貸
付
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八

（
一
九
五
三
）
年
）」
を
発
展
さ
せ
た
も
の
と
し
て
、
母
子
家
庭
が
健
康
で
文
化
的
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、
一
八
歳
未

6-14　「第 4 次芦屋すこやか長寿プラン 21」
5 つの基本目標

5 つの基本目標
① 総合的な介護予防の推進
② 地域におけるケアの推進
③ 高齢者の尊厳に配慮したケアの推進
④ サービスの質の向上と情報提供
⑤ 積極的な社会参加の促進と安心のある暮らしづくり
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満
の
児
童
が
お
か
れ
て
い
る
環
境
や
状
況
に
関
わ
ら
ず
、
す
こ
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
理
念
を
も
っ
て
誕
生
し
た
。

　

そ
う
し
た
理
念
の
も
と
同
法
は
母
子
の
福
祉
お
よ
び
生
活
の
安
定
や
向
上
を
目
的
と
し
、
昭
和
三
十
九
年
に
施
行
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
国
の
動
き
に
準
じ
て
、
本
市
で
は
、
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
よ
り
「
芦
屋
市
市
民
福
祉
年
金
条
例
」
が
施
行
さ
れ
た
。

そ
の
目
的
は
市
民
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
で
あ
り
、
市
民
福
祉
の
対
象
は
障
が
い
児
・
者
や
高
齢
者
で
あ
っ
た
。
母
子
家
庭
に
つ

い
て
は
対
象
外
で
あ
っ
た
た
め
、
母
子
家
庭
へ
の
福
祉
対
策
と
し
て
、
昭
和
四
十
一
年
に
は
市
民
福
祉
年
金
条
例
の
改
正
が
行
な
わ

れ
、
母
子
年
金
（
市
民
福
祉
年
金
）
制
度
が
新
設
さ
れ
た
。
市
内
に
三
年
以
上
居
住
し
て
い
る
母
子
家
庭
が
対
象
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
夫
が
死
亡
し
て
寡
婦
と
な
っ
た
女
性
を
対
象
と
し
た
寡
婦
貸
付
金
制
度
は
、
昭
和
四
十
四
年
十
月
、
国
に
よ
り
実
施
さ
れ

た
。
こ
う
し
た
国
に
よ
る
貸
付
金
制
度
に
準
じ
て
、
本
市
で
は
子
ど
も
が
成
長
し
て
母
子
福
祉
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
た
女
性
や
、

夫
を
失
っ
た
子
ど
も
の
い
な
い
四
〇
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
女
性
も
対
象
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

国
に
よ
る
母
子
年
金
の
基
準
に
該
当
し
な
か
っ
た
人
へ
の
救
済
措
置
と
し
て
、
昭
和
四
十
五
年
に
は
、
本
市
独
自
の
遺
児
年
金

（
市
民
福
祉
年
金
）
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
市
独
自
の
福
祉
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。

　

「
母
子
福
祉
法
」
か
ら
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
へ　
　

昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年
に
は
、「
母
子
福
祉
法
」
が
「
母
子
及

び
寡
婦
福
祉
法
」
と
改
正
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
改
正
は
母
子
家
庭
と
な
っ
た
母
や
寡
婦
と
な
っ
た
女
性
が
、
意
欲
的
に
自
立
を
し
、

児
童
が
心
身
と
も
に
健
康
で
生
活
の
安
定
と
向
上
を
図
る
よ
う
に
、
内
容
は
さ
ら
に
拡
充
さ
れ
た
改
正
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
全
国
的
な
母
子
家
庭
の
増
加
が
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
昭
和
四
十
六
年
度
に
は
二
六
〇
世
帯
で
あ
っ
た

が
、
昭
和
四
十
八
年
度
に
は
二
八
〇
世
帯
、
昭
和
五
十
三
年
度
は
二
九
八
世
帯
と
年
々
増
加
し
て
い
っ
た
。
昭
和
五
十
八
年
以
降
の
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母
子
家
庭
の
推
移
と
状
況
（
原
因
）
は
6
‐
15
の
と
お
り
で
あ
る
。
母
子
家
庭
と
な
っ
た
理

由
に
つ
い
て
、
病
死
、
離
婚
、
未
婚
の
母
の
項
目
に
お
い
て
変
化
が
み
ら
れ
た
。

　

昭
和
四
十
八
年
度
の
原
因
別
の
割
合
は
、
病
死
五
八
％
、
離
別
三
一
％
、
遺
棄
四
％
、
未

婚
の
母
四
％
で
あ
っ
た
。
十
年
後
の
昭
和
五
十
八
年
度
に
は
、
病
死
二
七
・
一
％
（
一
一
四

人
）、
離
婚
が
五
五
・
八
％
（
二
三
五
人
）、
未
婚
の
母
約
五
％
（
二
一
人
）
で
あ
っ
た
が
、
平

成
十
年
度
よ
り
離
別
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
。

　

同
年
の
離
別
状
況
は
病
死
一
三
％
（
七
六
人
）、
離
婚
七
二
・
八
％
（
四
二
六
人
）、
未
婚

の
母
が
六
％
（
三
五
人
）、
平
成
二
十
年
度
は
病
死
五
・
五
％
（
三
八
人
）、
離
婚
七
九
・
五
％

（
五
四
八
人
）、
未
婚
の
母
一
一
・
三
％
（
七
八
人
）
で
あ
る
。

　

昭
和
五
十
八
年
度
と
平
成
二
十
年
度
を
比
較
す
る
と
、
病
死
に
よ
る
離
別
は
約
二
一
・
六

ポ
イ
ン
ト
下
が
り
、
人
数
は
約
三
分
の
一
に
減
少
し
て
い
る
。
一
方
、
離
婚
に
よ
る
離
別
が

二
三
・
七
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
お
り
、
人
数
は
二
倍
を
越
え
て
い
る
（
％
は
小
数
点
第
二
以

下
四
捨
五
入
）。

　

以
上
の
よ
う
な
本
市
の
母
子
家
庭
に
お
け
る
離
別
状
況
の
変
化
は
、
本
市
の
母
子
家
庭
の

推
移
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
日
本
の
家
庭
に
お
い
て
家
族
関
係
が
崩
壊
す
る
問
題
な

ど
が
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
、
子
育
て
の
場
で
あ
る
家
庭
や
地
域
で
の
育
児

6-15　母子家庭の推移と離別原因（単位：人）
（資料）「芦屋の保健福祉」

年度 病死 交　通
事故死

その他
（死別） 離婚 遺棄 未婚の母 その他

（生別） 合計

昭和 58 年 114 14 10 235 22 21 5 421
昭和 63 年 120 11 24 366 15 22 2 560
平成 05 年 89 7 13 368 13 25 9 524
平成 10 年 76 12 0 426 26 35 10 585
平成 15 年 49 2 19 501 2 62 14 649
平成 20 年 38 2 17 548 2 78 4 689
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力
が
弱
く
な
っ
て
き
た
り
す
る
な
ど
、
子
育
て
を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た
時
期
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

　

児
童
手
当
制
度　
　

本
市
で
は
、
国
が
児
童
手
当
制
度
を
整
備
す
る
ま
で
の
間
、
市
独
自
で
昭
和
四
十
四
年
に
「
芦
屋
市
児
童
手

当
条
例
」
を
制
定
し
た
。
内
容
は
、
多
子
家
庭
の
養
育
負
担
軽
減
を
目
的
に
満
一
八
歳
未
満
の
子
を
四
人
以
上
養
育
し
て
い
る
家
庭

が
対
象
と
な
っ
た
。
支
給
条
件
と
し
て
は
、
本
市
に
一
年
以
上
居
住
し
、
世
帯
構
成
に
よ
り
所
得
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
例
え

ば
、
年
間
収
入
が
お
お
む
ね
一
〇
〇
万
円
未
満
で
子
ど
も
を
四
人
以
上
育
て
て
い
る
家
庭
で
は
、
四
人
目
の
子
ど
も
か
ら
一
人
あ
た

り
月
一
〇
〇
〇
円
が
支
給
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
国
は
昭
和
四
十
六
年
五
月
に
児
童
手
当
法
を
公
布
し
、
翌
年
一
月
よ
り
施
行
し
た
。
同
法
は
「
児
童
を
養
育
し
て
い
る

者
に
児
童
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
次
代
の
社
会
を
に
な
う
児
童
の

健
全
な
育
成
及
び
資
質
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
（
第
一
章
総
則
第
一
条
）」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
義
務
教
育
終
了

前
の
児
童
を
含
む
一
八
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
家
庭
の
第
三
子
以
上
が
対
象
と
な
っ
た
。

　

児
童
手
当
制
度
は
、
数
回
の
改
正
を
経
て
、
平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
四
月
よ
り
小
学
校
修
了
前
ま
で
が
支
給
対
象
と
な
り
児

童
の
年
齢
が
変
更
さ
れ
た
。
な
お
、
支
給
対
象
者
は
保
護
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
限
り
、
本
市
に
お
い
て
も
国
の
基
準

に
沿
っ
て
実
施
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
昭
和
五
十
年
に
は
、
本
市
に
お
け
る
市
福
祉
年
金
お
よ
び
児
童
手
当
制
度
が
外
国
人
に
も
適
用
さ
れ
た
。
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二
． 

母
子
相
談
員
の
誕
生
と
母
子
・
父
子
相
談
事
業

　

平
成
に
入
り
、
父
子
家
庭
が
増
加
し
た
が
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
父
子
家
庭
へ
の
支
援
よ
り
も
母

子
家
庭
へ
の
支
援
施
策
が
先
行
し
て
い
た
。
特
に
母
子
家
庭
で
は
、
経
済
事
情
や
健
康
へ
の
不
安
、
子
ど
も
の
教
育
な
ど
が
深
刻
な

問
題
に
あ
っ
た
こ
と
も
一
要
因
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
生
活
へ
の
不
安
要
素
が
高
い
母
子
家
庭
に
対
し
、
市
で
は
既
に
昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
よ
り
、
母
子
相
談
員

一
名
に
よ
る
母
子
相
談
業
務
を
開
始
し
、
心
の
内
面
的
な
ケ
ア
も
行
な
っ
て
き
た
。
当
時
の
母
子
相
談
員
は
県
か
ら
派
遣
さ
れ
芦

屋
・
宝
塚
両
市
を
担
当
し
た
。
ま
た
、
昭
和
三
十
二
年
に
は
、
母
子
家
庭
法
律
相
談
所
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
母
子
家
庭
の

生
活
を
守
る
た
め
に
、
民
事
な
ど
の
知
識
を
伝
え
、
諸
問
題
か
ら
の
不
利
益
を
被
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
毎
月
二
回
で
は
あ
っ
た

が
専
門
の
弁
護
士
が
対
応
し
て
い
た
。

　

昭
和
四
十
六
年
に
な
る
と
、
母
子
相
談
事
業
は
週
四
日
間
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
当
時
の
広
報
紙
で
は
「
母
子
家
庭
の
身
上

相
談
に
応
じ
、
そ
の
自
立
に
必
要
な
お
世
話
を
行
な
っ
て
い
ま
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
住
宅
、
医
療
、
家
庭
内
の
問
題
、

就
労
な
ど
生
活
一
般
、
児
童
の
養
育
、
経
済
的
支
援
、
生
活
援
護
な
ど
で
あ
る
。
昭
和
三
十
二
年
の
相
談
件
数
は
三
五
八
件
（
詳

細
は
不
明
）
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
平
成
四
年
に
は
最
も
多
い
一
一
七
三
件
の
相
談
業
務
を
行
な
っ
た
。
そ
の
な
か
で
児
童
教
育

（
二
一
三
件
）
や
母
子
寡
婦
福
祉
金
（
一
九
四
件
）
に
関
す
る
相
談
が
増
え
、
平
成
十
九
年
は
七
七
〇
件
と
全
体
数
は
減
少
し
た
も

の
の
、
母
子
寡
婦
福
祉
金
（
一
九
六
件
）
は
平
成
四
年
に
等
し
い
件
数
で
あ
っ
た
。
ま
た
同
年
は
年
金
や
児
童
扶
養
手
当
（
一
二
〇
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件
）
の
割
合
が
高
か
っ
た
。
こ
の
事
業
は
平
成
十
九
年
に
お
い
て
も
母
子
家
庭
育
成
事
業
と
し
て
の
母
子
自
立
支
援
員
を
配
置
し
て

な
お
引
き
続
き
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
二
十
一
年
に
は
「
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
の
福
祉
」
と
し
て
統
合
さ
れ
、
母
子
自
立
支
援
員
が
母
子
家
庭
・
寡
婦
お
よ
び
父

子
家
庭
に
対
し
て
、
生
活
上
の
悩
み
や
貸
付
金
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
法
律
問
題
（
離
婚
相
談
な
ど
）
で
は
必
要
に
応
じ
て
専
門
家

（
弁
護
士
）
を
紹
介
す
る
な
ど
の
支
援
を
し
て
い
る
。

三
． 

母
子
家
庭
児
童
支
援
か
ら
母
子
・
父
子
家
庭
児
童
支
援
へ

　

父
子
家
庭
増
加
と
父
子
福
祉
金　
　

母
子
家
庭
は
昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
当
初
、
二
六
〇
世
帯
で
あ
っ
た
が
、
昭
和

六
十
三
年
に
は
五
六
〇
世
帯
を
超
え
た
。

　

そ
の
頃
よ
り
、
父
子
家
庭
の
増
加
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
全
国
レ
ベ
ル
で
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
は
、
ひ
と
り
親
家
庭

の
死
別
が
六
万
六
九
〇
〇
世
帯
、
離
婚
に
よ
る
離
別
は
九
万
七
〇
〇
世
帯
だ
っ
た
。
平
成
十
五
年
度
の
調
査
に
よ
る
と
死
別

三
万
三
四
〇
〇
世
帯
、
離
婚
に
よ
る
離
別
は
一
二
万
八
九
〇
〇
世
帯
で
あ
る
。
こ
の
二
十
年
間
で
死
別
に
よ
る
離
別
は
半
数
以
下
と

な
り
、
離
婚
に
よ
る
離
別
は
約
一
・
四
倍
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
そ
の
限
り
で
は
な
く
、
母
子
家
庭
で
は
経
済
的
な
救
済
が
必
要
と
さ
れ
、
父
子
家
庭
で
は
子
育
て
や
家
事
な
ど

日
常
生
活
に
お
け
る
支
援
が
必
要
と
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
十
二
年
に
は
、
市
に
よ
る
福
祉
金
条
例
に
基
づ
い
て
父

子
家
庭
に
も
父
子
福
祉
金
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
芦
屋
市
福
祉
金
条
例
」（
平
成
元
年
四
月
一
日
条
例
第
一
二
号
）
の
目
的
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は
第
一
条
に
「
こ
の
条
例
は
、
社
会
保
障
の
理
念
に
基
づ
き
、
障
害
者
、
母
子
状
態
に
あ
る
母
、
父
子
状
態
に
あ
る
父
お
よ
び
遺
児

に
福
祉
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

父
子
家
庭
の
増
加
に
よ
る
上
記
の
条
例
は
、
本
市
の
具
体
的
な
施
策
と
し
て
支
援
の
方
法
が
明
記
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る
。

家
庭
に
お
け
る
男
女
の
役
割
分
担
や
家
族
関
係
の
あ
り
方
な
ど
、
多
く
の
要
因
が
複
雑
に
交
錯
し
な
が
ら
、
日
本
人
の
家
庭
生
活
や

家
族
形
態
に
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。

　

母
子
・
父
子
家
庭
児
童
の
集
い　
　

母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
へ
の
支
援
は
時
代
状
況
に
応
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
実
施
さ
れ
て

き
た
。
昭
和
三
十
六
（
一
九
六
二
）
年
に
は
母
子
家
庭
児
童
の
進
学
・
就
職
お
祝
い
会
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
名
称
が
変
更
さ

れ
、「
新
入
学
・
卒
業
お
祝
い
の
会
」
と
し
て
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
年
末
の
集
い
は
、
昭
和
六
十
三
年
ま
で
母
子
家
庭
だ
け
が
対
象

と
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
か
ら
は
母
子
・
父
子
家
庭
年
末
の
集
い
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
母
子
家

庭
に
は
母
子
宿
泊
キ
ャ
ン
プ
や
ス
キ
ー
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
本
市
で
は
、
母
子
・
父
子
家
庭
の
交
流
を
通
じ
て
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
り
、
家
庭
生
活
の
安
定
へ
の
支
援
が

平
成
十
七
年
ま
で
実
施
さ
れ
た
。

四
． 

児
童
虐
待
の
推
移
と
児
童
虐
待
防
止
対
策

　

気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
を　
　

本
市
で
は
「
児
童
福
祉
法
」
を
基
本
的
な
理
念
と
し
て
、
次
世
代
を
生
き
る
児
童
の
成
長
と
自

立
支
援
の
た
め
に
児
童
福
祉
行
政
に
力
を
注
い
で
き
た
。
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
と
し
て
は
、
福
祉
事
務
所
の
家
庭
児
童
相
談
室
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が
中
心
と
な
っ
て
児
童
虐
待
防
止
の
取
り
組
み
や
自
立
支
援
を
行
な
っ
て
き
た
。
県
の
所
轄
は
西
宮
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
、
本

市
の
福
祉
事
務
所
と
と
も
に
役
割
を
分
担
し
協
力
し
あ
い
な
が
ら
、
そ
の
業
務
を
行
な
っ
て
き
た
。

　

平
成
十
二
年
十
一
月
、「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、
児
童
虐
待
防
止
法
）
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、

本
市
広
報
紙
に
お
い
て
は
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
や
家
庭
児
童
相
談
員
は
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
で
あ
る
こ
と
を
市
民
に
伝

え
、
平
成
十
三
年
に
は
、
児
童
虐
待
防
止
法
の
概
略
・
定
義
、
対
応
す
る
関
係
諸
機
関
、
通
告
義
務
、
児
童
相
談
所
や
警
察
の
役
割

と
任
務
、
地
域
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
よ
り
具
体
的
に
示
し
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
に
本
市
で
は
、
児
童
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
親
を
地
域
か
ら
孤
立
さ
な
い
よ
う
に
、
児
童
虐
待
防
止
へ
の
協
力
を

市
民
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

児
童
虐
待
防
止
と
経
路
別
受
付
処
理
件
数
の
推
移　
　

児
童
虐
待
防
止
法
成
立
の
前
年
で
あ
る
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
度
か

ら
本
市
の
「
芦
屋
の
健
康
福
祉
」
の
家
庭
児
童
相
談
室
へ
の
経
路
別
受
付
処
理
の
集
計
に
よ
る
と
、「
発
見
」
で
は
平
成
十
二
年
度
は

四
八
件
だ
っ
た
が
平
成
十
三
年
度
に
は
一
一
三
件
、
平
成
二
十
年
度
ま
で
の
デ
ー
タ
の
な
か
で
、
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
の
は
平
成
十
四

年
度
の
一
四
六
件
だ
っ
た
。「
児
童
委
員
か
ら
通
告
」
は
平
成
十
二
年
度
は
三
六
件
、
平
成
十
三
年
度
に
は
五
五
件
、
最
も
多
か
っ
た

の
は
平
成
十
六
年
六
八
件
だ
っ
た
。「
市
町
村
か
ら
通
告
」
で
は
平
成
十
二
年
度
は
二
八
件
だ
っ
た
が
平
成
十
三
年
度
に
は
五
五
件
、

平
成
十
五
年
に
は
八
三
件
と
な
っ
た
。「
学
校
か
ら
相
談
」
は
平
成
十
二
年
度
は
五
件
、
平
成
十
三
年
度
に
は
四
四
件
、
平
成
十
七
年

度
九
二
件
、「
家
族
・
親
せ
き
か
ら
相
談
」
は
平
成
十
二
年
度
二
五
四
件
だ
っ
た
が
平
成
十
三
年
度
に
は
四
〇
八
件
、
平
成
十
七
年
度

は
四
七
三
件
と
な
っ
た
。

四
二
九

第
四
節

児
童
を
め
ぐ
る
福
祉
行
政
と
そ
の
支
援



　

児
童
虐
待
防
止
法
成
立
以
後
、
そ
れ
ま
で
水
面
下
で
行
な
わ
れ
て
い
た
児
童

虐
待
の
事
実
が
表
面
化
し
な
か
っ
た
例
も
あ
り
、
経
路
別
受
付
年
度
別
総
件
数

は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
平
成
十
九
年
度
よ
り
全
体
的
に

減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

総
件
数
で
み
る
と
、
平
成
十
一
年
度
は
四
二
六
件
、
平
成
十
二
年
度
四
〇
三

件
で
あ
っ
た
が
、
平
成
十
三
年
度
に
な
る
と
七
七
四
件
と
急
速
に
増
加
し
、
平

成
十
七
年
度
は
七
六
八
件
、
平
成
十
八
年
度
は
七
三
〇
件
と
増
加
し
て
き
た
。

し
か
し
、
平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
度
は
二
〇
九
件
と
極
端
に
減
少
し
た
。

な
か
で
も
「
学
校
か
ら
相
談
」、「
家
族
・
親
せ
き
か
ら
の
相
談
」
に
減
少
が
み

ら
れ
た
（
6
‐
16
）。
そ
の
後
、
同
年
の
児
童
虐
待
防
止
法
第
二
次
改
正
翌
年

の
平
成
二
十
年
度
は
二
一
七
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
市
で
は
平
成
十
五
年
に
も
広
報
あ
し
や
に
「
児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
存
在
を
知
ら
せ
て
い
る
（
6
‐
17
）。
地
域
社
会
や
住
民
に
対
し
て
な

お
一
層
の
理
解
を
得
る
た
め
の
呼
び
か
け
で
あ
り
、
守
秘
義
務
の
厳
守
と
と
も

に
何
よ
り
も
虐
待
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
の
大
切
さ
を
知
ら
せ
児
童
虐
待
防

止
に
努
め
て
き
た
。
以
後
、
児
童
虐
待
防
止
法
の
改
正
も
あ
り
、
法
的
な
改
善
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区　

分

年　

度

発　
　

見

児
童
委
員
か
ら
通
告

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

か
ら
送
致

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

か
ら
委
嘱

保
健
所
か
ら
通
知

警
察
関
係
か
ら
通
知

そ
の
他
都
道
府
県

関
係
か
ら
通
告

市
町
村
か
ら
通
告

学
校
か
ら
相
談

家
族
・
親
戚
か
ら
相
談

本
人
か
ら
相
談

そ
の
他
か
ら
相
談

合　
　

計

平成 11 19 39 0 24 14 0 0 15 26 254 12 23 426
平成 12 48 36 0 5 2 0 0 28 5 254 14 11 403
平成 13 113 55 3 34 0 5 8 55 44 408 31 18 774
平成 14 146 33 5 24 1 3 8 51 32 335 18 18 674
平成 15 100 49 7 22 0 3 13 83 32 317 27 17 670
平成 16 85 68 4 47 0 1 1 31 52 361 16 14 680
平成 17 79 58 1 22 1 2 2 10 92 473 5 23 768
平成 18 86 39 10 17 10 4 2 26 83 389 20 44 730
平成 19 2 17 2 19 8 9 2 11 36 89 1 13 209
平成 20 6 10 2 3 2 9 5 13 31 106 0 30 217
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が
進
め
ら
れ
る
な
か
、
今
後
も
児
童
虐
待
防
止
に
努
め
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

五
． 

女
性
セ
ン
タ
ー
か
ら
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
へ

　

昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
は
、
国
際
連
合
に
よ
っ
て
国
際
婦
人
年
と
さ
れ
た
年
で
あ

る
。
そ
の
時
期
を
契
機
と
し
て
男
女
平
等
に
つ
い
て
国
際
的
に
声
が
高
ま
り
、
日
本
で
は
実

質
的
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
に
は
「
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
」
が
成
立
し
た
。

　

本
市
で
は
、
男
女
共
生
社
会
に
向
け
た
活
動
の
拠
点
と
し
て
平
成
六
年
八
月
に
女
性
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
た
。
平
成
十
年
度
に
は
、
五
年
計
画
で
「
芦
屋
市
男
女
共
同
参
画
行
動
計

画
”
ウ
ィ
ザ
ス
・
プ
ラ
ン“
」
を
実
施
、
平
成
十
五
年
に
は
「
第
二
次
芦
屋
市
男
女
共
同
参

画
行
動
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
女
性
セ
ン
タ
ー
は
相
談
事
業
や
支
援
の
拠
点
と
な
っ
た
。

　

 

「
第
二
次
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
」
で
は
、
基
本
目
標
と
し
て
五
項
目
を
示
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
基
本
目
標
は
、
基
本
課
題
と
し
て
四
項
目
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
基
本
目
標
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
て
の
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
と
意
識
改
革
」
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
性
役
割
分
担
の
意
識
改
革
、
性
差
別
に

つ
い
て
見
直
し
が
求
め
ら
れ
、
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
を
通
し
て
行
な
う
事
業
の
一
例
と
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し
て
、「
市
政
へ
の
関
心
を
高
め
、
市
政
へ
の
発
言
の
機
会
の
確
保
や
学
習
機
会
の
充
実
を
図
る
」、「
審
議
会
等
へ
の
女
性
の
登
用
率

四
〇
％
を
目
指
す
」
方
向
性
や
男
女
職
員
の
職
域
拡
大
と
女
性
の
管
理
職
登
用
な
ど
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

基
本
課
題
二
は
政
策
・
方
針
決
定
の
場
へ
の
女
性
の
参
画
の
推
進
、
基
本
課
題
三
で
は
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
す
生
涯
学
習

の
充
実
で
あ
る
。
保
育
所
・
幼
稚
園
・
学
校
に
お
け
る
男
女
平
等
教
育
の
充
実
は
、
基
本
課
題
四
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
た
つ
保
育
・
教
育
の
推
進
、
男
女
共
同
参
画
視
点
に
た
つ
学
校
教
育
の
推
進
、
学
校
運
営
へ
の
男
女
共
同

参
画
へ
の
推
進
、
多
様
な
選
択
を
可
能
に
す
る
進
路
指
導
の
充
実
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」（
D
V
防
止
法
）、「
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
に
関

す
る
法
令
」
な
ど
の
周
知
徹
底
や
、
女
性
の
就
労
や
家
事
・
育
児
両
立
に
関
す
る
子
育
て
支
援
、
男
女
が
共
に
家
族
の
一
員
と
し
て

の
責
任
感
を
持
ち
、
地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
へ
の
参
加
の
奨
励
を
行
な
う
な
ど
男
女
共
同
参
画
社
会
の
シ
ス
テ
ム
化
に
つ

い
て
積
極
的
に
啓
蒙
し
て
き
た
。

　

女
性
セ
ン
タ
ー
は
平
成
十
九
年
一
月
一
日
よ
り
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
へ
と
名
称
を
変
え
、
愛
称
を
「
ウ
ィ
ザ
ス
あ
し
や
」
と

し
て
、
夫
婦
、
家
族
関
係
、
心
の
悩
み
相
談
な
ど
は
、
週
に
一
回
、
D
V
に
関
す
る
相
談
は
月
に
一
回
、
女
性
の
専
門
相
談
員
が
対

応
し
、
同
時
に
保
育
室
な
ど
も
設
置
さ
れ
子
育
て
に
関
す
る
育
児
サ
ポ
ー
ト
講
座
な
ど
の
学
習
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
ウ
ィ
ザ
ス
あ
し
や
）
は
、
男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
、
対
等
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
認
め
、
と
も
に
参
画
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
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第
五
節　

障
が
い
者
（
児
）
福
祉

一
． 

国
際
障
害
者
年
ま
で

　

基
本
的
に
は
、
身
体
障
が
い
者
と
身
体
障
が
い
児
に
対
す
る
支
援
の
実
施
機
関
は
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
成
人
な
ど
の
身
体
障

が
い
者
、
知
的
障
が
い
者
（
当
時
は
「
精
神
薄
弱
者
」
と
さ
れ
て
い
た
）
は
、「
身
体
障
害
者
福
祉
法
」、「
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
」（
当

時
）
に
基
づ
き
市
が
所
管
す
る
が
、
一
八
歳
未
満
の
児
童
に
つ
い
て
は
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
主
と
し
て
県
の
西
宮
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
が
所
管
す
る
。
し
か
し
、
児
童
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
本
市
と
し
て
も
そ
の
責
任
の
一
端
が
あ
り
、
支
援
を
惜
し

む
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

昭
和
四
十
年
代
当
時
は
、
現
在
ほ
ど
身
体
障
が
い
者
に
関
す
る
施
策
、
事
業
は
そ
ろ
っ
て
お
ら
ず
、
窓
口
で
は
、
旅
客
運
賃
割
引

証
の
交
付
事
務
が
多
く
を
占
め
た
。
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
、
施
設
へ
の
措
置
、
義
肢
、
補
聴
器
、
車
い
す
な
ど
の
補
装
具
の
交

付
並
び
に
修
理
な
ど
は
、
対
象
と
な
る
人
が
少
な
く
、
事
務
の
占
め
る
割
合
も
多
く
は
な
か
っ
た
。
知
的
障
が
い
者
に
関
し
て
は
、

法
の
公
布
後
十
年
が
経
過
し
て
い
た
が
、
施
策
、
事
業
共
に
未
整
備
の
部
分
が
多
く
、
施
設
入
所
に
関
す
る
相
談
は
月
に
四
か
ら
五

件
程
度
で
あ
っ
た
。
市
内
に
施
設
が
な
い
た
め
、
主
と
し
て
市
外
の
施
設
へ
の
措
置
を
行
な
っ
た
。
昭
和
四
十
五
年
当
時
で
、
身
体

障
害
者
手
帳
の
所
持
者
数
は
五
四
三
人
で
あ
っ
た
。
身
体
・
知
的
障
が
い
者
が
共
に
社
会
参
加
で
き
る
条
件
は
整
っ
て
お
ら
ず
家
族

が
介
護
や
世
話
を
し
て
お
り
、
手
帳
の
交
付
申
請
を
し
た
障
が
い
者
は
一
部
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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本
市
に
お
い
て
は
、
心
身
障
害
者
（
児
）
医
療
費
助
成
制
度
の
創
設
（
昭
和
四
十
七

年
）、
身
体
障
害
者
家
庭
奉
仕
員
制
度
の
直
営
へ
の
切
り
替
え
（
昭
和
五
十
年
）、
機
能

回
復
訓
練
を
必
要
と
す
る
就
学
前
の
心
身
障
が
い
児
の
他
市
施
設
へ
の
通
園
交
通
費
の

一
部
助
成
（
昭
和
五
十
一
年
）
な
ど
を
行
な
っ
て
障
が
い
者
（
児
）
へ
の
支
援
を
図
っ

た
。
ま
た
、
昭
和
五
十
三
年
に
は
、
心
身
障
害
者
小
規
模
通
所
授
産
施
設
「
芦
屋
つ
つ

じ
共
同
作
業
所
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
障
が
い
に
応
じ
た
作
業
、
生
活
訓
練
を
通
し
て
、

社
会
性
、
自
主
性
、
協
調
性
を
養
い
、
障
が
い
者
の
社
会
参
加
と
自
立
を
め
ざ
し
た
。

二
． 

完
全
参
加
と
平
等
を
め
ざ
し
て

　

昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年
度
は
、
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
人
々
の
社
会
へ
の

「
完
全
参
加
と
平
等
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
世
界
各
国
が
共
に
行
動
す
る
国
際
障

害
者
年
の
初
年
度
で
あ
っ
た
。
本
市
に
お
い
て
も
、
同
年
二
月
に
「
国
際
障
害
者
年
推

進
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
て
、
各
種
啓
発
活
動
の
展
開
、
各
種
記
念
事
業
の
実
施
、
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
要
綱
の
制
定
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
な
っ
た
。
そ
し
て
、「
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
の
都
市
施
設
整
備
要
綱
」
を
策
定
（
昭
和
五
十
七
年
）
し
、
身
体
障

が
い
者
に
配
慮
し
た
公
共
施
設
な
ど
の
整
備
（
昭
和
五
十
八
年
）
を
進
め
た
。
ま
た
、

0
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3,000
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言
語
、
聴
覚
障
が
い
者
が
意
思
の
疎
通
を
図
り
、
積
極
的
な
社
会

参
加
を
実
現
す
る
た
め
に
、
手
話
の
で
き
る
生
活
相
談
員
の
配
置

を
行
な
う
と
と
も
に
、
ミ
ニ
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
対
象
世
帯
や
市
役
所

な
ど
に
設
置
（
昭
和
五
十
九
年
）
し
た
。

　

国
際
障
害
者
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な
っ
た
「
完
全
参
加
と
平

等
」
へ
の
取
り
組
み
は
、
心
身
の
障
が
い
者
の
社
会
的
な
不
利
の

克
服
を
め
ざ
し
、
社
会
に
お
い
て
は
平
等
に
扱
わ
れ
る
よ
う
諸
制

度
を
拡
充
し
た
。
障
が
い
者
に
関
す
る
制
度
の
充
実
と
障
が
い
者

の
範
囲
を
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
り
6
‐
18
の
よ
う
に
そ
の
利
用
を

求
め
る
人
が
増
加
し
て
手
帳
を
所
持
す
る
人
が
多
く
な
っ
た
。
本

市
の
昭
和
六
十
年
に
お
け
る
身
体
障
が
い
者
数
は
、
一
一
一
一

人
、
身
体
障
が
い
児
は
六
二
人
、
知
的
障
が
い
者
は
八
〇
人
、
知

的
障
が
い
児
は
五
二
人
と
な
っ
た
（
6
‐
19
）。

　

こ
の
年
は
、「
国
の
補
助
金
等
の
整
理
及
び
合
理
化
並
び
に
臨
時

特
例
等
に
関
す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
、
社
会
福
祉
に
関
す
る
国

庫
負
担
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
が
、
本
市
は
、
法
内
、
法
外
施
策

6-19　障害者手帳の所持状況　（資料）「芦屋の福祉」「芦屋の保健福祉」

障がい別身体
障がい者推移（年度）

18歳以上
視覚 聴覚平衡機能 言語 肢体 内部 総数

昭和45 95 58 5 349 3 510
昭和50 113 89 11 505 22 740
昭和55 110 100 16 533 87 846
昭和60 118 117 19 670 187 1,111
平成02 114 124 26 792 326 1,382
平成07 129 148 25 968 416 1,686
平成12 156 161 31 1,276 552 2,176
平成17 169 165 40 1,425 726 2,525
平成20 159 169 41 1,590 847 2,806

障がい別身体
障がい児推移

18歳未満児童
視覚 聴覚平衡機能 言語 肢体 内部 総数

昭和45 2 5 0 25 1 33
昭和50 1 8 0 22 1 32
昭和55 4 11 0 22 4 41
昭和60 3 11 0 36 12 62
平成02 4 10 0 33 23 70
平成07 4 10 0 21 20 55
平成12 3 8 0 20 17 48
平成17 3 6 0 23 12 46
平成20 4 7 0 24 11 46
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と
も
に
水
準
の
低
下
に
つ
な
が
る
こ
と
が
な
い
よ
う
福
祉
行
政
の
推
進
に
努
め
た
。
同
年
、
主
と
し
て
知
的
障
が
い
者
が
利
用
す
る

「
芦
屋
つ
つ
じ
共
同
作
業
所
」
の
作
業
所
を
増
設
し
、
通
所
者
を
一
四
人
か
ら
二
〇
人
に
増
や
し
、
作
業
量
を
増
や
す
な
ど
授
産
所

内
の
運
営
の
改
善
を
行
な
っ
た
。

三
． 

障
が
い
者
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

　

昭
和
六
十
二
（
一
九
八
七
）
年
度
よ
り
、
障
が
い
者
福
祉
は
、
ほ
か
の
福
祉
関
係
法
と
共
に
国
の
関
与
が
高
い
機
関
委
任
事
務
か

ら
自
治
体
の
責
任
が
よ
り
重
く
な
る
団
体
委
任
事
務
と
な
っ
た
。
本
市
に
お
い
て
は
、
福
祉
施
設
の
入
所
措
置
、
徴
収
金
の
改
正
な

ど
を
市
民
の
理
解
を
得
て
実
施
さ
れ
、
障
が
い
者
福
祉
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
努
め
た
。

　

昭
和
六
十
三
年
に
は
、「
芦
屋
市
障
害
者
（
児
）
対
策
中
期
計
画
」
を
策
定
し
、
障
が
い
者
に
対
す
る
雇
用
・
保
健
医
療
・
施
設
福

祉
・
在
宅
福
祉
な
ど
に
つ
い
て
、
年
次
ご
と
に
実
現
す
べ
き
目
標
と
具
体
的
な
方
策
を
体
系
化
し
、
総
合
的
な
推
進
を
図
っ
た
。
こ

の
計
画
は
、
五
年
ご
と
に
見
直
し
が
な
さ
れ
、
施
策
や
事
業
の
拡
充
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
同
年
、
国
・
県
補
助
の
指
定

を
受
け
て
、「
障
害
者
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
推
進
事
業
が
取
り
組
ま
れ
、
生
活
環
境
の
改
善
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
市
民
啓
発
な

ど
が
進
め
ら
れ
た
。

　

障
害
者
福
祉
計
画
に
よ
る
施
策
が
障
が
い
者
自
身
に
と
っ
て
も
、
ま
た
、
そ
の
介
護
を
し
て
い
る
家
族
な
ど
に
と
っ
て
も
実
り
あ

る
も
の
と
す
る
た
め
に
、
当
事
者
や
支
援
す
る
人
々
は
組
織
や
団
体
を
つ
く
り
、
社
会
参
加
と
地
位
の
向
上
を
図
る
た
め
の
運
動
や

事
業
を
進
め
た
。
本
市
と
し
て
も
、
そ
れ
を
支
援
、
助
成
す
る
と
と
も
に
、
当
事
者
や
家
族
、
関
係
者
な
ど
の
要
望
を
施
策
や
事
業
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に
反
映
で
き
る
よ
う
に
努
め
た
。
こ
う
し
て
、
心
身
障
が
い
児
の
早
期
療
育
訓
練
の
た
め
の
「
す
く
す
く
学
級
」
が
開
設
（
平
成
元

（
一
九
八
九
）
年
）
さ
れ
た
。
ま
た
、
在
宅
障
が
い
者
の
社
会
参
加
の
促
進
の
た
め
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
制
度
を
つ
く
り
、

利
用
す
る
夕
ク
シ
ー
料
金
の
う
ち
定
額
部
分
を
利
用
券
で
交
付
し
、
さ
ら
に
は
「
リ
フ
ト
お
よ
び
寝
台
付
き
」
タ
ク
シ
ー
を
導
入

（
平
成
二
年
）
し
た
。
そ
し
て
、
市
の
独
自
事
業
と
し
て
法
律
で
は
給
付
対
象
に
な
ら
な
い
日
常
生
活
用
具
の
購
入
補
助
事
業
を
実

施
（
平
成
四
年
）
し
、
障
害
者
住
宅
整
備
資
金
貸
付
制
度
を
創
設
（
平
成
六
年
）
す
る
な
ど
、
法
律
で
定
め
る
以
上
の
事
業
を
次
々

と
広
げ
て
い
っ
た
。　

　

平
成
七
年
は
、
本
市
に
と
っ
て
、
歴
史
上
か
つ
て
な
い
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
遭
遇
し
た
年
だ
っ
た
。
被
災
し
た
障
が
い
者
は
、

情
報
や
行
動
面
で
の
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
り
被
害
を
よ
り
深
刻
な
も
の
と
し
た
。
し
か
し
、
聴
覚
障
が
い
者
に
つ
い
て
は
、
前
年
に
緊
急

時
の
連
絡
網
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
被
災
直
後
か
ら
手
話
通
訳
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
安
否
確
認
を
行
な
う
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
、
上
宮
川
文
化
セ
ン
タ
ー
は
被
災
し
た
聴
覚
障
が
い
者
の
支
援
の
拠
点
と
な
っ
た
。
重
度
の
障
が
い
者
に
対
し
て
は
、

近
隣
都
市
の
障
が
い
者
施
設
の
職
員
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
駆
け
つ
け
安
全
確
保
を
行
な
っ
た
。
そ
し
て
、
行
政
機
能
が
回

復
す
る
と
、
地
区
民
生
委
員
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
す
べ
て
の
障
が
い
者
へ
の
訪
問
（
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
）
を
行
な
う
こ
と
が
で
き

た
。
震
災
を
契
機
と
し
て
、
障
が
い
者
の
生
活
に
対
す
る
危
機
管
理
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
見
直
さ
れ
、
活
動
の
定
着
と
継
続
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

平
成
十
年
度
に
は
、「
芦
屋
市
障
害
者
（
児
）
福
祉
計
画
―
第
三
次
中
期
計
画
―
」
が
策
定
さ
れ
、
実
現
す
べ
き
目
標
と
具
体
的
な

方
策
を
体
系
化
し
総
合
的
な
推
進
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
精
神
障
が
い
者
に
対
し
て
は
、
新
た
に
障
害
者
福
祉
金
の

四
三
七

第
五
節

障
が
い
者
（
児
）
福
祉



支
給
を
始
め
た
。
対
象
と
な
っ
た
精
神
障
が
い
者
は
、
七
一
人
で
あ
っ
た
。
平
成
十
一
年
に
は
、
短
期
入
所
事
業
や
知
的
障
が
い
者

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
事
業
を
始
め
た
。
ま
た
、
国
庫
補
助
対
象
事
業
と
な
る
在
宅
知
的
障
が
い
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
や
心
身

障
が
い
児
通
園
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
も
充
実
を
図
っ
た
。

四
． 

社
会
福
祉
構
造
改
革
と
障
が
い
者
福
祉

　

平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
四
月
、
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
時
に
、
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
に
基
づ
い

て
社
会
福
祉
事
業
法
は
社
会
福
祉
法
へ
と
改
正
さ
れ
て
、
各
地
方
公
共
団
体
は
よ
り
一
層
自
ら
の
判
断
と
責
任
の
も
と
に
、
地
域
の

実
情
に
見
合
っ
た
福
祉
行
政
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

「
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
」
は
、
平
成
七
年
度
よ
り
「
精
神
保
健
法
」
が
改
正
さ
れ
て
施
行
さ
れ
た
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
平
成
十
三
年
度
に
精
神
障
が
い
者
の
自
立
支
援
対
策
と
し
て
、
精
神
障
が
い
者
小
規
模
作
業
所
に
対
し
て
運

営
費
の
補
助
を
行
な
う
な
ど
の
支
援
を
強
め
た
。
そ
し
て
、
平
成
十
四
年
四
月
に
県
か
ら
の
事
務
移
譲
を
受
け
て
、
保
健
福
祉
部
に

お
い
て
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
に
関
す
る
相
談
業
務
、
通
院
医
療
費
公
費
負
担
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
申
請
お
よ

び
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
業
務
を
実
施
し
た
。

　

平
成
十
五
年
四
月
に
、
身
体
・
知
的
障
が
い
者
福
祉
は
、
措
置
制
度
か
ら
支
援
費
制
度
へ
と
移
行
し
た
。
こ
れ
は
、「
施
設
か
ら
居

宅
へ
」、「
自
由
な
選
択
と
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
決
定
」
を
基
本
と
し
、
当
事
者
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
で
の
契
約
に
基
づ
き
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
制
度
で
あ
る
。
本
市
に
お
い
て
は
、
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
、
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相
談
支
援
と
情
報
提
供
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
翌
年
「
芦
屋
市
障
害
者
（
児
）
福
祉
計
画
―
第
四
次
中
期
計
画
―
」
が
、
健
常
者
も

障
が
い
者
も
共
に
社
会
で
生
活
で
き
る
こ
と
を
め
ざ
す
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
た
。

　

平
成
十
八
年
に
は
、「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
縦
割
り
で
あ
っ
た
身
体
・
知
的
・
精
神
の
三

障
が
い
の
サ
ー
ビ
ス
を
統
合
し
て
、
市
町
村
に
お
い
て
一
体
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の
給

付
の
仕
方
、
施
設
運
営
の
あ
り
方
、
報
酬
の
方
法
な
ど
も
大
き
く
変
更
さ
れ
た
。
制
度
の
定
着
に
向
け
て
社
会
的
関
心
を
高
め
る
こ

と
と
な
っ
た
が
、
利
用
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
は
、
原
則
一
割
負
担
と
い
う
「
応
益
負
担
」
が
導
入
さ
れ
た
た
め
、
本
市

と
し
て
は
、
利
用
者
の
負
担
が
重
く
な
ら
な
い
よ
う
に
軽
減
対
策
を
と
っ
た
。

　

ま
た
、
同
年
に
は
「
芦
屋
市
障
害
福
祉
計
画
（
第
一
期
）」
が
策
定
さ
れ
、
地
域
の
事
業
所
に
相
談
支
援
事
業
を
委
託
す
る
な

ど
、
き
め
の
細
か
い
相
談
と
支
援
が
で
き
る
よ
う
体
制
の
整
備
を
図
っ
た
。

　

し
か
し
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
実
施
を
め
ぐ
っ
て
利
用
者
負
担
や
施
設
運
営
の
あ
り
方
、
従
事
者
へ
の
処
遇
な
ど
の
問
題
が
あ

り
、
平
成
二
十
一
年
の
政
権
交
代
も
あ
っ
て
総
合
的
に
見
直
し
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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第
六
節　

国
民
健
康
保
険
と
国
民
年
金

一
． 
市
民
の
健
康
を
支
え
る
医
療
制
度

　

制
度
拡
充
に
向
け
て　
　

本
市
の
国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国
保
」
と
い
う
）
は
、
昭
和
三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
の
国
民
皆
保

険
に
先
立
つ
昭
和
三
十
四
年
四
月
に
、
保
険
者
、
市
内
の
会
社
な
ど
で
の
健
康
保
険
や
そ
の
他
の
医
療
保
険
に
加
入
で
き
な
い
市
民

を
被
保
険
者
と
し
て
、
世
帯
主
七
割
、
家
族
五
割
の
給
付
率
を
も
っ
て
開
始
さ
れ
た
。
翌
昭
和
三
十
八
年
か
ら
は
、
世
帯
主
八
割
、

家
族
六
割
へ
と
給
付
割
合
を
引
き
上
げ
た
。

　

実
施
し
て
六
年
後
の
昭
和
四
十
年
に
お
い
て
は
、
国
保
加
入
世
帯
は
約
五
三
〇
〇
世
帯
で
本
市
の
全
世
帯
で
の
加
入
率
は
約

三
〇
％
、
被
保
険
者
数
は
一
万
三
四
〇
〇
人
で
市
民
の
加
入
率
は
約
二
〇
％
程
度
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
四
十
五
年
に
は
、
他
市
に
先
が
け
て
高
齢
者
に
対
し
一
定
の
規
準
を
設
け
て
、
国
保
加
入
者
に
限
ら
ず
す
べ
て
の
保
険
医
療

費
の
本
人
負
担
分
を
全
額
助
成
す
る
こ
と
に
し
た
。
さ
ら
に
、
助
産
制
度
を
設
け
低
所
得
階
層
が
安
心
し
て
出
産
で
き
る
よ
う
配
慮

す
る
な
ど
、
育
児
手
当
や
葬
祭
費
な
ど
の
任
意
給
付
も
行
な
っ
た
。

　

昭
和
四
十
七
年
に
は
、
老
人
医
療
給
付
制
度
の
改
正
を
行
な
い
、
七
〇
歳
以
上
（
ね
た
き
り
老
人
に
つ
い
て
は
、
六
五
歳
以
上
）

の
老
人
を
対
象
と
し
て
、
本
人
の
所
得
に
よ
る
制
限
は
あ
っ
た
が
、
大
幅
な
拡
充
を
行
な
い
老
後
生
活
へ
の
安
心
感
と
扶
養
義
務
者

の
負
担
軽
減
に
多
大
の
効
果
を
あ
げ
た
。
ま
た
、
心
身
障
害
者
（
児
）
医
療
費
助
成
制
度
を
創
設
し
、
保
健
、
福
祉
の
向
上
や
増
進
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を
図
っ
た
。

　

や
が
て
本
市
に
限
ら
ず
、
各
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
「
老
人
医
療
費
公
費
負
担
助

成
制
度
」
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
四
十
八
年
一
月
よ
り
老
人
福
祉
法
に
よ

る
「
老
人
医
療
支
給
制
度
」
が
始
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
本
市
に
お
い
て
は
、

老
人
医
療
費
給
付
制
度
の
対
象
年
齢
を
七
〇
歳
か
ら
六
七
歳
に
引
き
下
げ
る
と
と
も

に
、
所
得
制
限
を
撤
廃
す
る
な
ど
に
よ
り
同
制
度
を
拡
充
し
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
治

療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。
創
設
後
一
年
を
経
過
し
た
心
身
障
害
者
（
児
）
医
療

費
給
付
制
度
に
つ
い
て
も
対
象
範
囲
を
広
げ
た
。
乳
児
（
〇
歳
）
医
療
費
給
付
制
度
に

つ
い
て
は
、
乳
児
の
す
こ
や
か
な
育
成
と
保
健
の
向
上
を
め
ざ
し
医
療
保
険
の
充
実
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
創
設
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
は
、
子
ど
も
を
育
て
る
親
か
ら
は

歓
迎
さ
れ
た
。

　

続
く
昭
和
四
十
九
年
に
は
、
高
年
齢
者
の
保
護
と
医
療
を
守
る
た
め
、
県
の
施
策
と

あ
い
ま
っ
て
老
人
医
療
制
度
の
年
齢
制
限
を
六
七
歳
か
ら
六
五
歳
へ
と
さ
ら
に
引
き

下
げ
た
。
高
額
療
養
費
は
昭
和
五
十
年
よ
り
給
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
本
市
で

は
こ
の
年
よ
り
、
任
意
給
付
と
し
て
高
額
療
養
費
制
度
を
七
月
か
ら
採
用
し
、
被
保
険

者
の
治
療
に
伴
う
高
額
な
自
己
負
担
を
一
定
カ
バ
ー
す
る
こ
と
と
し
た
。
昭
和
五
十
年
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に
は
、
国
保
加
入
世
帯
は
約
六
四
〇
〇
世
帯
で
加
入
率
は
二
五
％
、
被
保
険
者
数
は

一
万
五
八
〇
〇
人
で
加
入
率
は
二
一
％
と
な
り
、
世
帯
、
被
保
険
者
と
も
に
数
が
増
加

し
て
い
っ
た
。
6
‐
20
や
6
‐
21
の
と
お
り
、
核
家
族
の
推
移
、
現
役
世
代
の
リ
タ
イ

ア
と
高
齢
化
は
国
保
世
帯
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

昭
和
五
十
四
年
に
は
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
乳
児
へ
の
医
療
費
助
成
だ
け
で
な

く
、
十
月
か
ら
母
子
家
庭
に
対
す
る
医
療
費
の
公
費
負
担
制
度
も
新
た
に
発
足
さ
せ

て
、
制
度
の
拡
充
を
行
な
っ
た
。

　

国
保
財
政
は
厳
し
く　
　

財
政
事
情
が
厳
し
く
な
り
、
国
は
財
政
難
を
理
由
と
し
て

昭
和
五
十
九
（
一
九
八
四
）
年
八
月
に
予
算
の
概
算
要
求
に
際
し
て
、
生
活
保
護
費
な

ど
に
対
す
る
国
の
法
定
負
担
割
合
を
一
律
・
暫
定
的
に
一
〇
％
引
き
下
げ
る
案
を
出
す

な
ど
財
政
改
革
を
推
進
し
た
。

　

同
年
、
健
康
保
険
法
が
改
正
さ
れ
、
退
職
者
医
療
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

厚
生
年
金
や
共
済
年
金
な
ど
に
二
十
年
以
上
加
入
す
る
な
ど
に
よ
り
、
老
齢
年
金
な
ど

の
受
給
開
始
年
齢
以
上
の
被
保
険
者
と
被
扶
養
者
に
対
し
て
、
老
人
保
健
法
に
よ
る
老

人
医
療
の
対
象
と
な
る
ま
で
の
間
、
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
が
加
入
す
る
被
用
者
保
険

の
拠
出
金
と
本
人
の
保
険
料
で
賄
う
と
す
る
制
度
で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
、
高
齢
者
や
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低
所
得
者
の
多
い
国
保
と
被
用
者
保
険
の
負
担
の
公
平
化
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。

　

平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
、
国
民
年
金
や
国
民
健
康
保
険
事
務
に
お
い
て
も
事
務
の
O
A
化
が
三
年
計
画
で
実
施
さ
れ
、
平
成

六
年
に
保
険
年
金
課
が
所
管
す
る
老
人
保
健
医
療
お
よ
び
福
祉
医
療
助
成
事
務
、
国
民
年
金
事
務
、
児
童
手
当
支
給
事
務
の
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ス
テ
ム
が
完
成
し
た
。

　

平
成
七
年
は
、
本
市
に
と
っ
て
、
歴
史
上
か
つ
て
な
い
大
震
災
に
遭
遇
し
た
年
だ
っ
た
。
こ
れ
が
財
政
に
も
大
き
く
影
響
し
、
特

別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
お
よ
び
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会
計
が
赤
字
と
な
り
、
実
質
収
支
は
赤
字
と
な
っ
た
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
十
年
度
に
お
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
な
運
営
を
維
持
す
る
た
め
、
一
般
被
保
険
者
の
世
帯
主
に

係
る
給
付
率
八
割
を
十
二
月
一
日
か
ら
国
並
に
七
割
に
改
定
し
た
。
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
給
付
率
の
改
定
に
よ
る
自
己
負
担
が
増

え
た
こ
と
も
考
慮
し
、
平
成
九
年
度
と
同
じ
保
険
料
率
に
な
る
よ
う
据
え
お
く
こ
と
し
た
。

　

平
成
十
一
年
に
は
、
本
市
に
お
け
る
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
三
歳
以
上
六
歳
未
満
の
幼
児
の
入
院
に
係
る
医
療
費
の
一
部

負
担
金
助
成
を
同
年
七
月
か
ら
県
の
所
得
基
準
に
上
乗
せ
を
し
て
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
十
三
年
に
は
、
乳
幼
児
の
通
院
医
療

費
に
係
る
助
成
に
つ
い
て
、
一
部
自
己
負
担
を
導
入
の
上
、
対
象
年
齢
を
〇
歳
か
ら
六
歳
（
従
前
は
〇
歳
～
三
歳
）
に
拡
大
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
、
三
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
一
部
負
担
金
の
割
合
を
二
割
と
し
た
。
ま
た
、
平
成
十
四
年
よ
り

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
世
帯
主
に
、
二
四
万
円
を
限
度
と
し
て
、
出
産
に
要
す
る
費
用
を
貸
し
付

け
る
制
度
を
創
設
し
少
子
化
対
策
を
進
め
た
。

　

同
年
に
は
老
人
保
健
法
が
改
正
さ
れ
、
対
象
年
齢
が
七
五
歳
以
上
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
自
己
負
担
は
定
額
負
担
か
ら
一
割
の
負
担
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に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
市
に
お
い
て
は
、
七
〇
歳
以
上
に
な
る
高
齢
者
で
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
な
い
者
の
一
部
負
担

金
の
割
合
を
一
割
（
一
定
以
上
の
所
得
を
有
す
る
者
は
二
割
）
に
改
め
た
た
め
、
負
担
増
と
な
っ
た
高
齢
者
が
一
部
で
現
れ
た
。

　

平
成
十
九
年
度
に
お
け
る
、
国
保
加
入
世
帯
は
一
万
八
七
五
八
世
帯
で
加
入
率
は
四
五
・
九
％
、
被
保
険
者
数
は
、

三
万
一
六
七
三
人
で
加
入
率
は
三
四
・
二
％
と
な
っ
た
。
国
保
世
帯
の
増
加
傾
向
は
続
い
て
い
る
が
、
退
職
者
の
増
加
と
高
齢
化
の

進
行
、
少
人
数
世
帯
の
増
加
な
ど
が
そ
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
一
人
あ
た
り
の
受
診
回
数
は
多
い
が
、
通
院
日
数
は
他
市
と
比
較
し
て
少
な
い
。
す
な
わ
ち
、
病
気
を
放
置
す
る
こ

と
な
く
早
期
に
受
診
を
行
な
い
、
短
期
間
で
治
癒
さ
せ
る
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
保
険
料
収
入
に
占
め
る
所
得
割
に
よ
る
保
険

料
額
が
比
較
的
高
い
の
は
、
本
市
で
は
高
所
得
者
が
比
較
的
多
い
か
ら
で
あ
る
。
国
保
財
政
に
お
い
て
は
、
保
険
料
収
入
よ
り
も
歳

出
が
多
く
な
り
、
一
般
財
源
か
ら
の
持
ち
出
し
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
、
今
後
と
も
適
正
な
受
診
を
行
な
う
よ
う
奨
励
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
県
全
体
の
保
険
料
の
滞
納
率
は
約
一
八
％
（
平
成
十
九
年
）
で
あ
る
が
、
本
市
の
保
険
料
の
滞
納
率
は
一
〇
％

程
度
で
あ
り
、
他
都
市
と
比
較
す
る
と
低
い
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
だ
が
、
滞
納
世
帯
を
減
ら
し
収
納
率
を
上
げ
る
努
力
を
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

平
成
二
十
年
四
月
よ
り
、
増
加
し
続
け
る
高
齢
者
と
医
療
費
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
始
ま
っ

た
。
高
齢
者
の
心
身
の
特
性
な
ど
に
応
じ
て
、
現
役
世
代
と
は
別
の
新
た
な
診
療
報
酬
体
系
と
す
る
医
療
保
険
制
度
で
あ
る
。
七
五

歳
以
上
の
す
べ
て
の
高
齢
者
（
六
五
歳
か
ら
は
寝
た
き
り
者
を
対
象
）
が
被
保
険
者
で
あ
り
、
都
道
府
県
を
単
位
と
し
た
市
町
村
が

つ
く
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
保
険
者
で
あ
る
。
高
齢
社
会
に
お
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
ニ
ー
ズ
を
抱
え
る
国
保
加
入
者
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が
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
法
改
正
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
高
齢
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
医
療
制
度
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
時
代
を
迎
え
て
い
る
。

二
． 

市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
年
金
制
度

　

厚
生
・
共
済
者
年
金
と
別
立
て
で
ス
タ
ー
ト　
　

国
民
年
金
法
は
、
昭
和
三
十
四
（
一
九
五
九
）
年
に
公
布
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

同
年
十
一
月
よ
り
保
険
料
を
負
担
で
き
な
か
っ
た
人
に
対
す
る
無
拠
出
の
福
祉
年
金
の
支
給
が
始
ま
っ
た
。
拠
出
制
の
国
民
年
金
は

昭
和
三
十
六
年
四
月
よ
り
施
行
さ
れ
、
同
時
に
保
険
料
の
徴
収
が
開
始
さ
れ
た
。
国
民
年
金
は
、
政
府
が
管
掌
し
運
営
責
任
を
負
う

が
、
実
施
事
務
は
市
町
村
に
委
任
さ
れ
た
の
で
本
市
に
お
い
て
は
、
ま
ず
福
祉
事
務
所
国
民
年
金
係
を
窓
口
と
し
て
事
務
を
進
め
、

昭
和
三
十
八
年
の
機
構
改
革
に
よ
り
保
険
年
金
課
を
新
設
し
た
。

　

国
民
年
金
は
、
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
の
適
用
を
受
け
な
い
、
主
と
し
て
二
〇
歳
以
上
六
〇
歳
未
満
の
自
営
業

者
、
商
店
や
零
細
企
業
な
ど
の
従
業
員
、
無
職
者
な
ど
を
強
制
加
入
の
対
象
者
と
し
た
が
、
公
的
年
金
加
入
者
の
妻
、
昼
間
部
の

学
生
、
公
的
年
金
受
給
者
な
ど
は
、
強
制
加
入
の
対
象
と
は
な
ら
ず
任
意
加
入
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
当
時
六
〇
歳
を
超
え
て
明
治

三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
は
、
希
望
す
れ
ば
「
五
年
年
金
」、「
一
〇
年
年
金
」
に
加
入
で
き
た
。

　

昭
和
四
十
年
当
時
の
保
険
料
は
、
三
五
歳
未
満
で
月
額
一
〇
〇
円
、
三
五
歳
以
上
で
一
五
〇
円
で
あ
っ
た
が
、
申
請
に
よ
っ
て
国

民
年
金
の
資
格
が
取
得
で
き
る
た
め
、
申
請
を
行
な
わ
な
い
未
届
者
は
多
く
、
6
‐
22
の
よ
う
に
、
そ
の
適
用
の
促
進
の
た
め
に
臨

時
職
員
を
採
用
し
て
戸
別
訪
問
を
行
な
う
と
と
も
に
、
市
広
報
や
チ
ラ
シ
を
利
用
し
て
国
民
年
金
の
趣
旨
の
徹
底
を
図
っ
た
。
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年
金
を
受
給
す
る
に
は
一
定
期
間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
昭
和
四
十
一
年
改
定
で
「
夫
婦
で
一
万
円
年
金
」
と
い
う
水
準
が
設
定

さ
れ
た
。
ま
た
、
制
度
発
足
時
に
納
付
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
人
に
つ
い

て
は
所
得
制
限
が
あ
っ
た
が
、
保
険
料
を
納
め
な
く
て
も
支
給
さ
れ
る
無
拠

出
年
金
の
福
祉
年
金
（
老
齢
、
障
害
、
母
子
）
が
あ
っ
た
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
独
自
に
障
が
い
者
（
児
）
へ
の
扶
助
料
や
高
齢
者
へ

の
敬
老
金
の
支
給
を
行
な
っ
て
き
た
が
、
昭
和
四
十
年
に
は
、
従
来
の
支

給
規
制
に
代
わ
っ
て
「
市
民
福
祉
年
金
条
例
」
を
制
定
し
、
知
的
障
が
い

者
（
児
）
へ
の
年
金
支
給
へ
の
拡
大
、
所
得
制
限
の
緩
和
を
図
っ
て
、
こ
れ

ら
の
人
に
対
す
る
生
活
向
上
と
福
祉
の
増
進
に
寄
与
し
た
。
ま
た
、
翌
年
に

は
、
条
例
の
改
正
を
行
な
い
、
新
た
に
母
子
年
金
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、

所
得
制
限
の
撤
廃
、
緩
和
を
図
り
対
象
受
益
者
を
拡
大
し
た
。

　

老
齢
年
金
は
保
険
料
を
二
十
五
年
間
以
上
納
付
し
な
い
と
支
給
さ
れ
ず
、

要
件
を
満
た
し
て
支
給
が
始
ま
る
の
は
、
制
度
上
昭
和
五
十
六
年
か
ら
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
こ
の
間
に
高
齢
者
と
な
っ
た
人
に
対
す
る
所

得
保
障
が
で
き
な
い
た
め
、
昭
和
四
十
五
年
に
は
、「
五
年
年
金
」
の
支
給
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が
開
始
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
八
年
に
は
、
い
ず
れ
の
公
的
年
金
に
も
加
入
で
き
な
い
「
谷
間
の
老
人
」
に
対
す
る
救
済
措
置
と
し

て
「
老
齢
特
別
給
付
金
」
が
新
設
さ
れ
た
。
こ
の
年
に
は
、
年
金
額
の
消
費
者
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
も
導
入
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
昭
和

五
十
年
に
は
、「
十
年
年
金
」
の
支
給
が
開
始
さ
れ
、
高
齢
者
へ
の
所
得
保
障
が
図
ら
れ
た
。
ま
た
、
市
民
福
祉
年
金
の
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
も
、
所
得
制
限
の
緩
和
と
給
付
額
を
増
額
す
る
な
ど
受
給
者
の
生
活
向
上
に
役
立
て
た
。

　

基
礎
年
金
の
実
施　
　

昭
和
六
十
一
（
一
九
八
六
）
年
四
月
よ
り
、
年
金
制
度
は
す
べ
て
の
年
金
の
基
礎
部
分
の
給
付
を
共
通
さ

せ
る
基
礎
年
金
と
し
て
再
編
さ
れ
、
現
行
の
年
金
制
度
が
始
ま
っ
た
。
公
務
員
や
会
社
員
な
ど
の
共
済
年
金
や
厚
生
年
金
は
基
礎
年

金
に
上
乗
せ
さ
れ
る
年
金
と
し
て
別
立
て
で
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
の
年
金
は
旧
法
と
し
て
区
別
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
基
礎
年
金
で
、
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
の
一
つ
は
、
女
性
の
年
金
権
の
向
上
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
被
用
者
の
妻
は
任

意
加
入
で
あ
り
無
年
金
者
と
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
第
三
号
被
保
険
者
と
し
て
強
制
加
入
さ
せ
て
救
済
を
図
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
障
害
福
祉
年
金
受
給
者
を
障
害
基
礎
年
金
へ
と
移
行
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
障
害
福
祉
年
金
者

の
受
給
額
は
大
幅
に
増
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
歳
未
満
で
障
が
い
者
に
な
っ
た
人
に
も
無
拠
出
者
で
は
あ
る
が
、
二
〇

歳
か
ら
の
障
害
基
礎
年
金
の
対
象
と
し
た
。
こ
う
し
て
、
国
民
年
金
は
、
旧
法
に
よ
る
国
民
年
金
の
受
給
者
は
年
々
減
少
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
、
代
わ
っ
て
基
礎
年
金
に
よ
る
受
給
者
が
増
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

本
市
独
自
の
「
市
民
福
祉
年
金
条
例
」
は
、
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
四
月
一
日
よ
り
「
芦
屋
市
福
祉
年
金
条
例
」
へ
と
変
更
さ

れ
、
支
給
額
の
改
定
と
所
得
制
限
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

平
成
三
年
に
は
、
二
〇
歳
以
上
の
学
生
に
つ
い
て
は
、
強
制
加
入
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
た
が
、
無
年
金
と
な
る
障
が
い
学
生
の
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問
題
が
顕
在
化
し
て
、
第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
強
制
加
入
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
無
収
入
の
学
生
か
ら
保
険
料
を
徴
収
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
不
評
で
、
ま
た
、
未
届
者
も
少
な
く
は
な
く
、
平
成
十
二
年
の
年
金
制
度
の
改
定
に
よ
り
学
生
納
付
特
例
制
度
が
設
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
本
市
に
お
い
て
も
制
度
の
周
知
を
行
な
い
手
続
き
の
促
進
を
勧
奨
し
た
。

　

国
民
年
金
は
、
国
民
の
最
低
限
の
所
得
保
障
を
行
な
う
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
の
た
め
に
全
国
一
律
で
実
施
す
る
制
度
で
あ
る
。

一
方
、
国
民
健
康
保
険
は
自
治
体
を
保
険
者
と
し
て
、
各
地
域
に
応
じ
て
給
付
と
負
担
が
決

め
ら
れ
る
医
療
保
障
制
度
で
あ
る
。
国
民
皆
保
険
、
皆
年
金
制
度
が
同
時
に
発
足
し
、
保
険

料
を
一
括
し
て
徴
収
す
る
こ
と
も
あ
り
、
国
民
年
金
の
窓
口
も
国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
で

あ
る
自
治
体
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
国
民
年
金
は
国
の
制
度
で
あ
る
の
で
、
本
市

の
国
民
年
金
の
運
営
と
管
理
は
、
西
宮
社
会
保
険
事
務
所
が
管
轄
し
二
重
行
政
と
な
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
地
方
分
権
と
行
政
事
務
の
合
理
化
に
基
づ
い
て
、
平
成
十
二
年
四
月
よ
り
国

民
年
金
事
務
は
、
国
民
年
金
に
関
す
る
情
報
提
供
や
書
類
の
受
付
な
ど
の
事
務
を
残
し
て
西

宮
社
会
保
険
事
務
所
に
順
次
移
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
6
‐
23
）。
平
成
二
十
二
年
よ

り
、
年
金
事
務
の
民
営
化
に
伴
い
日
本
年
金
機
構
に
事
務
が
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

平
成
十
九
年
に
、
被
保
険
者
の
納
付
記
録
の
管
理
が
ず
さ
ん
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な

り
、
い
わ
ゆ
る
「
宙
に
浮
い
た
」
年
金
記
録
が
社
会
問
題
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
基
礎
年
金
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番
号
導
入
時
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ
の
移
行
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
、
被
保
険
者
の
納
付
記
録
の
管
理
が
自
治
体
と
社
会
保
険
事
務

所
の
二
本
立
て
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
原
因
と
さ
れ
た
。
年
金
に
不
安
を
感
じ
た
市
民
が
窓
口
に
多
く
訪
れ
た
が
、
相
談
に
応
じ
る

と
共
に
社
会
保
険
事
務
所
へ
と
つ
な
い
で
い
っ
た
。

　

市
民
の
国
民
年
金
制
度
に
対
す
る
信
頼
と
関
心
は
薄
い
。
ま
た
、
低
所
得
の
市
民
の
保
険
料
負
担
が
困
難
と
な
る
な
ど
の
事
情
に

よ
り
、
多
く
の
年
金
保
険
料
の
未
納
付
者
を
生
み
出
し
て
い
る
。
将
来
に
わ
た
り
多
く
の
無
年
金
者
が
生
み
出
さ
れ
る
懸
念
が
あ
る

が
、
市
民
の
老
後
の
生
活
の
所
得
保
障
が
で
き
る
よ
う
な
制
度
と
し
て
い
く
た
め
に
も
、
年
金
制
度
改
革
の
動
向
に
は
関
心
を
持
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

第
七
節　

保
健
と
健
康　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

本
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
知
性
と
気
品
に
輝
く
活
力
あ
る
国
際
文
化
住
宅
都
市
」（
第
三
次
総
合
計
画
・
基
本
構
想
「
将
来
像
」）

の
建
設
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
市
民
に
と
っ
て
す
こ
や
か
で
ぬ
く
も
り
の
あ
る
社
会
づ
く
り
は
要
件
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
た
め

に
は
年
齢
を
問
わ
ず
、
全
市
民
が
健
康
を
維
持
す
る
日
常
の
保
健
お
よ
び
医
療
体
制
の
充
実
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

四
四
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節
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一
． 

伝
染
病
と
の
戦
い

　

昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
代
以
前
で
は
、
伝
染
病
の
罹り
か
ん患
が
市
民
に
と
っ
て
恐
怖
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
伝
染
病
の
発
生
の

原
因
と
も
な
る
病
害
虫
の
駆
除
班
が
編
成
さ
れ
、
ダ
ス
タ
ー
エ
ン
ジ
ン
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
り
薬
剤
を
散
布
し
た
（
6
‐
24
）。

　

本
市
が
国
際
文
化
住
宅
都
市
に
な
る
に
は
ま
ず
衛
生
都
市
に
な
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
昭
和
二
十
八
年
、
県
立
芦
屋
保
健
所
は
、

保
健
所
を
市
民
の
力
で
盛
り
た
て
、
市
民
も
自
ら
健
康
を
守
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
考
え
か
ら
、「
芦
屋
保
健
協
力
会
」
を
設
立
し
た
。

　

市
民
な
ら
だ
れ
で
も
入
会
で
き
、
会
員
は
年
一
〇
〇
円
（
世
帯
主
）
の
会
費
、
家
族
は
一
人
に
付
き
年
五
〇
円
で
、
一
般
健
康
相

談
（
随
時
）、
寄
生
虫
卵
検
査
（
年
二
回
）、
X
線
写
真
間
接
撮
影
（
年
一
回
）
な
ど
を
無
料
で
受
け
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
昭
和
三
十
年
、
県
の
防
疫
課
、
保
健
所
な
ど
と
の
関
係
機
関
の
連
絡
を
密
に

す
る
た
め
、「
芦
屋
環
境
衛
生
協
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
芦
屋
環
境
衛
生
協
会
を
通

じ
て
、
発
生
の
原
因
と
な
る
害
虫
除
去
の
薬
の
散
布
、
環
境
浄
化
に
役
立
つ
薬
品
の
各

家
庭
へ
の
配
布
、
種
痘
や
腸
チ
フ
ス
な
ど
の
予
防
接
種
の
普
及
な
ど
生
活
環
境
衛
生
の

保
全
に
万
全
を
期
し
、
市
民
の
一
層
の
保
健
思
想
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
医
療
機

関
と
の
密
接
な
連
携
を
行
な
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
本
市
の
伝
染
病
（
赤
痢
、
猩し

ょ
う
こ
う
ね
つ

紅
熱
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
日
本
脳
炎
）
の
発

生
数
は
昭
和
三
十
八
年
五
六
人
、
昭
和
三
十
九
年
四
〇
人
、
昭
和
四
十
年
に
は
一
七
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人
、
そ
し
て
、
昭
和
四
十
三
年
に
は
四
人
と
激
減
し
た
。
こ
の
よ
う
に
伝
染
病
の
発
生
数
は

減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
ま
た
、
日
本
脳
炎
は
特
定
季
節
に
多
発
す
る
現
象
が
あ
っ
た
た

め
、
予
防
対
策
に
重
点
を
お
き
、
予
防
接
種
の
一
層
の
推
進
を
図
っ
た
。

　

な
お
、
昭
和
三
十
四
年
十
二
月
、
県
立
芦
屋
高
校
二
年
生
、
五
一
三
人
が
南
九
州
に
修
学

旅
行
に
行
っ
た
際
、
集
団
赤
痢
に
罹
っ
た
。
保
菌
者
は
約
四
割
の
二
一
九
人
に
達
し
、
精
道

病
院
お
よ
び
近
隣
の
病
院
に
収
容
し
治
療
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
残
り
の
二
年
生
全
員
が
約

二
週
間
、
登
校
停
止
と
な
り
自
宅
待
機
す
る
な
ど
二
次
感
染
防
止
対
策
を
行
な
っ
た
。

二
． 

ま
ち
の
清
潔
と
市
民
の
健
康

　

ま
ち
の
清
潔　
　

昭
和
四
十
二
（
一
九
六
七
）
年
に
は
、
市
民
に
関
心
の
高
い
、
日
常
生

活
上
で
の
不
快
感
、
迷
惑
感
の
除
去
な
ど
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
蚊
、
ハ
エ
の
撲
滅
対
策
を
重
点

的
に
取
り
上
げ
た
。
こ
の
た
め
、
市
民
お
よ
び
学
識
経
験
者
も
参
加
す
る
「
芦
屋
市
カ
・
ハ

エ
撲
滅
対
策
推
進
会
議
」
を
設
置
し
、
積
極
的
に
病
害
虫
駆
除
を
実
施
し
た
。

　

集
団
検
診　
　

法
定
伝
染
病
が
収
束
し
た
頃
か
ら
、
胃
が
ん
な
ど
の
成
人
病
が
社
会
的
な

問
題
と
し
て
浮
上
し
た
。
そ
こ
で
市
と
し
て
は
昭
和
四
十
一
年
か
ら
胃
の
集
団
検
診
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。
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こ
の
胃
の
集
団
検
診
は
が
ん
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
多
大
の
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
昭
和
四
十
三
年
か

ら
は
移
動
健
康
検
診
車
（
6
‐
25
）
に
よ
る
機
動
性
を
生
か
し
て
結
核
検
診
を
は
じ
め
、
子
宮
ガ
ン
検
診
、
成
人
病
対
策
な
ど
に
幅

を
広
げ
、
市
民
の
健
康
管
理
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
。

三
． 

総
合
的
な
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の
開
設

　

昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
に
は
、
市
民
の
健
康
管
理
を
推
進
す
る
た
め
、
近
隣
の
市
町
村
に
先
が
け
て
「
芦
屋
市
健
康
セ
ン

タ
ー
」
を
元
の
精
道
村
役
場
に
開
設
し
、
健
康
相
談
、
健
康
教
室
、
健
康
講
演
会
な
ど
を
積
極
的
に
開
催
し
た
。

　

昭
和
五
十
六
年
五
月
に
は
、「
芦
屋
市
保
健
セ
ン
タ
ー
」（
6
‐
26
）
と
し
て
公
光
町
に
開
設
し
た
。
芦
屋
市
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
芦

屋
市
医
師
会
、
芦
屋
市
歯
科
医
師
会
な
ど
の
協
力
に
よ
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
市
民
の
健
康
を
一
層
、
保
持
増
進
す
る
た

め
、
病
気
の
早
期
発
見
に
努
め
、
各
種
健
診
事
業
お
よ
び
介
護
予
防
の
た
め
の
健
康
教
育
お
よ
び
健
康
相
談
を
行
な
い
、
市
民
の
総

合
的
な
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

　

昭
和
五
十
六
年
度
の
予
防
接
種
実
施
状
況
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
日
本
脳
炎
、
二
種
・
三
種
混
合
、
ポ
リ
オ
（
小
児
マ
ヒ
）、
は

し
か
な
ど
の
べ
二
万
三
六
六
六
人
、
胃
の
集
団
検
診
は
一
二
七
九
人
、
胸
部
検
診
は
二
七
九
一
人
、
循
環
器
検
診
は
一
〇
〇
四
人
、

乳
が
ん
検
診
は
七
六
一
人
、
子
宮
が
ん
検
診
は
八
三
〇
人
な
ど
多
く
の
市
民
が
利
用
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
四
十
四
年
頃
か
ら
本
市
を
横
断
す
る
国
道
四
三
号
で
の
大
気
汚
染
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
た

た
め
、
芦
屋
市
医
師
会
と
委
託
契
約
を
結
び
、
健
康
調
査
を
実
施
し
た
。
慢
性
気
管
支
炎
、
喘
息
、
肺
が
ん
な
ど
に
つ
い
て
市
内

四
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三
七
診
療
所
の
患
者
を
対
象
に
調
査
し
た
結
果
、
国
道
四
三
号
に
面
し
な
い
、
翠
ケ
丘
町
、
親
王
塚
町
や
茶
屋
之
町
な
ど
に
患
者
が

多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
把
握
で
き
た
。

開設当時（昭和 56 年）の芦屋市保健センターの主な事業

平成 21 年の芦屋市保健センターの主な事業

6-27　芦屋市保健センターの主な事業

・予防接種　　　・胃の集団検診　・循環器検診
・胸部検診　　　・成人病　　　　・乳がん検診
・子宮がん検診　・婦人健康診査　・健康相談

「成人・老人保健事業」
主な事業 主な内容・備考

健康診査事業

健康チェック（35歳以上）、特定健康診査（生活習慣病の早
期発見に重点）、介護予防健診（65歳以上）、長寿医療制
度に基づく健康診査、肝炎ウィルス検査、前立腺がん検診、
アスベスト検診、巡回市民健診、骨粗しょう症・胃がん・肺が
ん・大腸がん・子宮がん・乳がん検診、事業所健診（予約制）

健康教育事業 健康講座、GOODバランスアップ教室、生活習慣みなおし
教室、健康チャレンジ教室、げんき度健診、健康大学

健康相談事業 歯の無料相談と健診、健康相談、保健相談、栄養相談
訪問指導事業 在宅寝たきり予防訪問指導、在宅寝たきり歯科訪問指導

難病患者等居宅
生活支援事業

ホームヘルプサービス、日常生活用具給付、短期入所（ショ
ートステイ）

健康手帳交付事業 40歳以上の市民に交付
障がい者歯科治療・相談 障がいのある人の歯の治療や相談

「母子保健事業」
主な事業 主な内容・備考

妊婦健康診査費助成事業 前後期を問わず、14回までの受診に対し1日5000円を限度に助成
健康診査事業 4か月・10か月・1歳6か月・3歳児健診、アレルギー健診
訪問指導事業 妊婦訪問、新生児訪問、こんにちは赤ちゃん

機能訓練 めだか水泳教室（喘息の既往のある4・5歳児、1～3年生）

健康教育事業
プレおやパパママ教室、プレおや沐浴教室、Let'sエンジョイ
マタニティクッキング、GOODバランスアップ教室、もぐもぐ離
乳食教室、幼児の食事とおやつの教室、アレルギー教室

健康相談事業 妊娠お産母乳の相談室、育児相談、まねっこ（保護者同士
の交流）、アレルギー離乳食相談

母子健康手帳の交付事業 医療機関で妊娠と認められた方に交付

「予防接種事業」
時期・種類 接種名

乳幼児期

ポリオ（集団接種）：小児マヒ
BCG（集団接種）：結核
三種混合（個別接種）：ジフテリア、破傷風、百日咳
MR 混合（個別接種）：麻疹、風疹
注：日本脳炎は現在、中止している。

学童期 二種混合（個別接種）：ジフテリア、破傷風
高齢者 インフルエンザ
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平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
で
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

生
涯
を
楽
し
く
す
こ
や
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
医
師
、
歯
科
医
師
、

歯
科
衛
生
士
、
薬
剤
師
、
看
護
師
、
保
健
師
、
栄
養
士
な
ど
専
門
ス

タ
ッ
フ
が
協
力
し
て
い
ろ
い
ろ
な
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り

市
民
の
健
康
管
理
の
正
に
中
核
と
な
っ
て
い
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
市
内
の
在
住
・
在
勤
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て

年
々
き
め
細
か
く
、
変
更
や
追
加
が
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
生
活

習
慣
病
の
原
因
と
い
わ
れ
て
い
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

予
防
に
つ
い
て
も
健
診
や
健
康
教
育
な
ど
を
通
し
て
力
を
入
れ
て
い

る
。
平
成
二
十
一
年
の
芦
屋
市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
主
な
事
業
は
「
成

人
・
老
人
保
健
事
業
」、「
母
子
保
健
事
業
」
そ
し
て
「
予
防
接
種
事

業
」
で
あ
り
、
総
合
的
な
保
健
サ
ー
ビ
ス
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
五
十
六
年
の
開
設
当
時
の
保
健
サ
ー
ビ
ス
と
比
較
し
て
み
る

と
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
の
変
遷
が
よ
く
わ
か
る
（
6
‐
27
）。

　

な
お
、
昭
和
五
十
六
年
に
芦
屋
市
保
健
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
て

か
ら
「
あ
し
や
健
康
展
」
が
、
市
民
の
健
康
を
啓
蒙
す
る
一
環
と
し

6-28　第 26 回あしや健康福祉フェアー

フロアー名 主な内容
健 康
相 談
フロア

・内科の健康相談
・歯の健康相談と歯磨き指導
・お薬の相談

食生活
フロア

・バランスの良い料理の実物展示
・キノコご飯（試食コーナー）

健 康
づ くり
フロア

・食事指導と写真展示
・エネルギー、水分量の計算と相談
・血圧測定、骨密度測定
・健康相談

子供の
フロア

・エンジョイ！キッズ広場2005
・親子体操・ファミリーヨガ

福祉の
フロア

・からだバランスチェック
・介護予防トレーニング
・ハートフル福祉公社の事業紹介

すこやか
講 演
フ ロ ア

・健康増進プログラム体力測定
・肺がんについて
・アトピー性皮膚炎および化粧品

かぶれなどの皮膚炎に対するス
テロイドの使い方

6-29　子どものフロア
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て
、
毎
年
開
催
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
市
制
五
十
周
年
（
平
成
二
年
）

に
は
、「
あ
し
や
健
康
福
祉
フ
ェ
ア
ー
」
と
改
名
さ
れ
、
以
降
二
六
回

（
平
成
十
八
年
）
ま
で
行
な
わ
れ
た
。

　

ち
な
み
に
、
第
二
六
回
「
あ
し
や
健
康
福
祉
フ
ェ
ア
ー
」
に
お
い

て
は
、「
つ
な
げ
よ
う
健
康
習
慣　

次
世
代
へ
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
、
あ
し
や
健
康
福
祉
フ
ェ
ア
ー
実
行
委
員
会
の
主
催
で
、
芦
屋
い

ず
み
会
、
芦
屋
市
医
師
会
、
芦
屋
市
歯
科
医
師
会
、
芦
屋
市
薬
剤
師

会
、
芦
屋
栄
養
士
会
な
ど
の
協
力
で
、
6
‐
28
・
29
の
内
容
で
十
二

月
二
日
に
芦
屋
市
保
健
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
芦
屋
市
医
師
会
医
療
セ
ン

タ
ー
で
行
な
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
市
民
か
ら
長
年
、
待
望
さ
れ
て
い
た
保
健
・
福
祉
の
総
合

的
な
拠
点
で
あ
る
、「
芦
屋
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
が
平
成
二
十
二

年
七
月
に
呉
川
町
に
オ
ー
プ
ン
し
た
（
6
‐
30
）。
同
セ
ン
タ
ー
は

「
保
健
セ
ン
タ
ー
」・「
福
祉
セ
ン
タ
ー
」・「
歯
科
セ
ン
タ
ー
」
の
三

つ
の
施
設
で
構
成
す
る
複
合
施
設
で
、
同
セ
ン
タ
ー
に
八
つ
の
機
能

（
6
‐
31
）
が
あ
り
、
今
後
の
本
市
の
保
健
・
福
祉
の
拠
点
と
し
て

6-30　保健福祉センター

6-31　保健福祉センターの 8 つの機能

相 談 福祉・保健・介護などに関
する相談

情報発信 福祉に関する情報、独自事
業の展開、啓発活動

保 健 ・
リハビリ

健康増進や健康づくり、子
どもの障がい機能訓練

活動拠点 福祉団体やボランティアな
どのグループ活動

文化・交流
市民のふれあいや交流事
業。障がいや認知症のある
人への支援

子 育 て
支 援

子育て中の親子の相談、親子
同士の交流・情報交換など

就労支援 障がいのある人が安心して
就労できるための支援

介 護
サービス

高齢者等への包括的な介護
サービス、ケアマネジメン
トの提供
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の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

四
． 
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
の
保
健
と
健
康

　

健
康
づ
く
り
対
策
の
取
り
組
み　
　

震
災
直
後
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
三
月
か
ら
入
居
が
始
ま
っ
た
仮
設
住
宅
は
高
齢
者
や

障
が
い
者
が
多
く
占
め
た
。
不
自
由
で
、
孤
独
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
人
、
一
人
暮
ら
し
の
中
高
年
入
居
者
、
環
境
の
変
化
に

よ
っ
て
閉
じ
こ
も
り
が
ち
の
人
々
へ
の
よ
り
き
め
細
か
い
援
助
が
必
要
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
市
・
県
の
保
健
婦
を
増
員
し
、

平
成
八
年
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
場
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
拠
点
と
し
て
「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
が
市
内
に
四
か
所
（
高

浜
南
、
高
浜
北
、
中
央
公
園
、
呉
川
）
建
設
さ
れ
た
。
各
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
保
健
婦
が
中
心
と
な
り
、
栄
養
士
、
こ
こ

ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
職
員
と
協
力
し
て
毎
月
定
期
的
に
相
談
を
実
施
で
き
る
よ
う
保
健
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
定
期
的
に
健
康
相
談
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
市
民
と
市
の
職
員
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
接
す
る
機
会
や
市
民
同
士
が

助
け
合
う
機
会
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、
呉
川
町
の
あ
し
や
温
泉
は
、
仮
設
住
宅
に
住
む
市
民
を
は
じ
め
、
一
般
の
被
災

者
な
ど
の
癒
し
の
場
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
八
年
、
九
年
、
十
年
と
被
災
者
の
健
康
調
査
を
市
・
県
合
同
で
三
回
実
施
し
て
、
新
た
な
個
別
の
要
観
察
者
を
把
握

し
対
応
を
充
実
さ
せ
て
い
っ
た
。

　

そ
の
後
、
年
四
回
（
市
が
春
と
秋
、
県
が
夏
と
冬
に
担
当
）
各
シ
ー
ズ
ン
に
応
じ
た
健
康
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
“
保

健
だ
よ
り
”
を
作
成
し
各
戸
に
配
布
し
、
健
康
的
な
生
活
を
お
く
る
た
め
の
啓
蒙
を
行
な
っ
た
。
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震
災
後
四
年
間
の
取
り
組
み
状
況
（
平
成
八
～
十
一
年
）

　
　

⑴
健
康
相
談
件
数

　

仮
設
住
宅
や
復
興
住
宅
へ
の
転
居
に
よ
り
、
体
や
こ
こ
ろ
の
調
子
を
崩
す
こ
と
が
多
く
、
こ
う
し
た
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
に
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
場
所
や
雰
囲
気
を
変
え
る
工
夫
が
さ
れ
た
。

　

平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
度
で
は
本
市
・
県
あ
わ
せ
て
実
施
回
数
一
五
四
回
、
の
べ
参
加
者
数
一
三
二
七
人
で
あ
っ
た
。
以
降
、

年
を
経
る
ご
と
に
減
少
し
平
成
十
一
年
度
で
は
四
九
回
、
五
二
四
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
実
態
が
把
握
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
こ

の
よ
う
な
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
、
保
健
・
福
祉
・
医
療
が
連
携
し
対
応
し
た
。

　
　

⑵
訪
問
指
導
内
容
と
指
導
件
数

　

平
成
七
年
度
は
全
戸
訪
問
を
行
な
っ
た
が
、
全
世
帯
の
う
ち
の
六
割
近
く
が
何
ら
か
の
健
康
問
題
を
持
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
平
成

八
年
度
か
ら
は
要
観
察
者
な
ど
を
中
心
に
戸
別
訪
問
を
行
な
っ
た
。

　

疾
病
別
で
は
、
約
半
数
が
生
活
習
慣
病
（
高
血
圧
症
、
心
疾
患
、
糖
尿
病
な
ど
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
腰
痛
、
関
節
痛
な
ど
震
災

の
後
遺
症
を
含
む
整
形
外
科
疾
患
や
精
神
疾
患
、
ア
ル
コ
ー
ル
障
害
な
ど
も
多
か
っ
た
。
精
神
疾
患
は
平
成
八
年
度
（
一
九
六
件
）

か
ら
年
を
追
っ
て
増
え
、
平
成
十
一
年
度
で
は
四
八
三
件
と
大
幅
に
増
加
し
た
。

　

医
療
受
診
等
健
康
管
理
状
況
に
つ
い
て
は
、
戸
別
訪
問
し
た
な
か
で
約
二
〇
％
の
人
々
が
未
受
診
で
あ
っ
た
。
受
診
が
困
難
や
中

断
し
た
人
、
受
診
し
て
も
服
薬
管
理
が
で
き
な
い
な
ど
自
己
管
理
の
困
難
な
被
災
者
も
い
た
。
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⑶
巡
回
市
民
健
康
診
査
と
そ
の
対
応

　

平
成
八
年
か
ら
三
年
間
の
受
診
結
果
を
み
る
と
、
受
診
者
合
計
三
一
四
人
中
、
検
査
で
は
異
常
な
し
が
三
三
人
（
一
〇
・
五
％
）、

栄
養
や
運
動
な
ど
の
面
で
継
続
的
に
指
導
が
必
要
な
人
が
一
四
九
人
（
四
七
・
五
％
）、
治
療
を
要
す
る
人
が
一
三
二
人

（
四
二
・
〇
％
）
で
あ
り
、
約
九
割
が
異
常
あ
り
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

　
　

⑷
栄
養
相
談

　

狭
い
仮
設
住
宅
の
な
か
で
「
一
口
コ
ン
ロ
と
、
狭
い
流
し
で
は
な
か
な
か
調
理
す
る
気
が
し
な
い
」
な
ど
と
い
わ
れ
る
市
民
の
声

を
聞
く
な
か
で
、
健
康
相
談
時
に
は
一
鍋
で
で
き
て
簡
単
で
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
お
い
し
い
献
立
一
か
ら
二
品
を
試
食
と
し
て
提
供

し
た
り
、
献
立
の
レ
シ
ピ
を
用
意
し
た
り
す
る
な
ど
市
民
の
要
望
に
で
き
る
だ
け
こ
た
え
る
よ
う
に
し
た
。

　

平
成
九
年
か
ら
は
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
要
望
で
、
料
理
教
室
を
開
催
。
ま
た
、
平
成
十
年
か
ら
は
公
営
住
宅
の
住
民
を
対

象
に
、
県
と
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
で
月
二
回
“
ふ
れ
あ
い
食
事
会
”
を
開
催
し
た
。

　

栄
養
相
談
の
実
施
回
数
は
市
と
県
を
あ
わ
せ
て
平
成
八
か
ら
十
一
年
の
四
年
間
で
二
七
五
回
、
の
べ
参
加
者
数
は
三
七
四
七
人
で

あ
り
、
市
民
の
栄
養
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
伺
わ
れ
た
。

　
　

⑸
被
災
世
帯
な
ど
で
の
健
康
調
査
の
実
施

　

健
康
調
査
は
、
平
成
八
か
ら
十
年
度
ま
で
年
一
回
実
施
さ
れ
た
。
方
法
は
市
と
県
の
保
健
婦
に
よ
る
面
接
お
よ
び
郵
送
ま
た
は
回

収
箱
に
よ
る
回
収
を
行
な
っ
た
。

　

被
災
者
の
心
身
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
そ
の
変
化
や
ニ
ー
ズ
を
確
認
し
、
健
康
的
な
生
活
を
送
っ
て
い
く
た
め
の
生

四
五
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活
支
援
対
策
を
検
討
す
る
重
要
な
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
た
。
保
健
婦
な
ど
に
よ
る
援
助
が
必
要
な
被
災

者
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
状
況
に
基
づ
き
家
庭
訪
問
や
健
康
相
談
な
ど
で
き
め
細
か
な
支
援
を
行

な
っ
た
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
健
康
意
識
の
改
善
、
飲
酒
に
つ
い
て
も
正
常
飲
酒
が
増
え
る
な
ど
改
善
が
み
ら

れ
た
が
、
仮
設
住
宅
に
お
い
て
は
、
逆
に
悪
化
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

　

例
え
ば
、
平
成
九
年
度
の
本
市
の
調
査
結
果
は
6
‐
32
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

①
健
康
意
識
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
良
く
な
い
、
良
く
な
い
を
計
上
。

　

②
こ
こ
ろ
の
健
康
問
題
に
つ
い
て
は
、
P
T
S
S
10
（
六
点
以
上
）
を
計
上
。P
T
S
S
10
は

P
T
S
D
（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
の
状
況
を
み
る
指
標
。

　

③
疾
病
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
有
り
の
数

　

④
飲
酒
（
K
A
S
T
：
久
里
浜
式
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
）
に
つ
い
て
は
、
K
A
S
T 

0
点
以
上
を
計

上
。

　
　

⑹
精
神
保
健
福
祉
相
談
事
業
に
つ
い
て

　

平
成
七
年
八
月
に
震
災
後
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
活
動
を
目
的
に
精
神
保
健
福
祉
相
談
事
業
と
し
て
「
あ
し
や
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
」
が
開
設
さ
れ
、
保
健
所
と
連
動
し
て
活
動
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
震
災
初
期
の
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
関
連
の
症
状
が

お
さ
ま
っ
た
後
も
、
住
居
の
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
大
き
な
生
活
の
変
化
か
ら
、P
T
S
D（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
な
ど
の

6-32　被災世帯等の健康調査結果
（出典）『復興への歩み　阪神・淡路大震災

芦屋市の記録Ⅱ』

単位：％
一般住宅 復興住宅 仮設住宅

①健康意識 23.4 31.7 32.5
②こころの健康問題 16.3 14.3 19.1
③疾病の有無 49.5 55.9 63.8
④飲酒（KAST） 5.2 6.2 7.8
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こ
こ
ろ
の
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
被
災
者
の
フ
ォ
ロ
ー
が
重
要
視
さ
れ
た
。
ま

た
、
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
予
防
や
、
安
否
確
認
、
中
高
年
者
の
ア
ル
コ
ー

ル
関
連
問
題
へ
の
対
応
な
ど
の
支
援
が
求
め
ら
れ
た
。

　

精
神
保
健
相
談
お
よ
び
訪
問
指
導
の
の
べ
人
数
は
平
成
八
年
、
一
六
一
一

人
、
平
成
九
年
、
一
七
三
一
人
、
平
成
十
年
、
一
七
六
〇
人
、
平
成
十
一

年
、
一
九
三
五
人
と
年
々
増
え
て
い
る
こ
と
は
、
こ
こ
ろ
の
傷
の
深
さ
を
物

語
っ
て
い
る
。

　

相
談
内
容
は
、
主
症
状
別
に
整
理
す
る
と
6
‐
33
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
「
あ
し
や
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
は
地
域
住
民
の
抱
え

て
い
る
問
題
の
把
握
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
活
動
、
精
神
障
が
い
者
の
社
会
復
帰
の
た
め
の
支

援
な
ど
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　

ケ
ア
ハ
ウ
ス
「
浜
風
の
家
」
の
誕
生　
　

震
災
で
両
親
を
失
っ
た
子
ど
も
は
、
本
市
で
は
一
人
（
全
体
で
は
一
一
三
人
）、
い
ず

れ
か
の
親
を
失
っ
た
子
ど
も
は
、
一
〇
人
（
全
体
で
は
五
二
八
人
）
で
あ
っ
た
。

　

震
災
で
親
を
一
瞬
の
う
ち
に
失
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
今
後
、
日
常
的
・
組
織
的
・
長
期
的
に
ケ
ア
を
し
て
い
く
「
場
」
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
た
作
家
藤
本
義
一
氏
は
、
医
師
、
建
築
士
、
報
道
関
係
者
な
ど
と
と
も
に
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
、
児
童

6-33　あしやこころのケアセンター症状別相談内容
（出典）『阪神・淡路大震災　芦屋市の記録 '95 ～ '96』

・
う
つ
状
態
（
う
つ
気
分
、
不
眠
、
食
欲
不
振
、

無
気
力
、
死
に
た
い
、
な
ど
）

・
不
安
、
イ
ラ
イ
ラ
、
恐
怖
、
不
眠

・
受
診
不
能
に
伴
う
医
療
機
関
の
相
談

・
幻
覚
・
妄
想
、
支
離
滅
裂
、
奇
妙
な
言
動

な
ど

・
高
齢
者
関
係
（
認
知
障
害
、
行
動
異
常
な
ど
）

・
家
族
関
係
の
問
題

・
暴
力
、
粗
暴
行
為
、
迷
惑
行
為

・
身
体
症
状
（
下
痢
、
便
秘
、
だ
る
い
、
疲
れ

や
す
い
な
ど
）

・
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題

・
子
ど
も
の
行
動
異
常

・
生
活
相
談

・
愚
痴
、
話
し
相
手
、
休
息
な
ど

・
壊
れ
た
家
か
ら
出
な
い

・
拒
食

・
過
食

・
て
ん
か
ん
発
作

・
強
迫
症
状

・
記
憶
喪
失

・
胎
児
に
つ
い
て

・
そ
の
他
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厚
生
施
設
「
浜
風
の
家
」（
6
‐
34
）
を
浜
風
町
に
設
立
し
た
。

　

 

「
浜
風
の
家
」
は
“
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
”
を
う
た
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
福
祉
施
設
の
誕
生
で
あ

り
、
開
設
し
た
当
初
は
利
用
者
は
少
な
か
っ
た
が
、
地
元
説
明
会
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
へ
の

P
R
な
ど
に
よ
り
、
利
用
者
は
増
え
て
い
き
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
と
し
て
定
着
し
て

い
る
。

　
　

第
八
節　

医
療
の
体
制

　

健
康
に
生
き
る
、
そ
し
て
病
気
に
な
っ
た
時
は
、
い
つ
で
も
、
適
切
な
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
は
市
民
が
願
う
こ
と
で

あ
り
、
市
民
と
し
て
の
権
利
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
年
代
と
と
も
に
変
化
す
る
、
市
民
の
多
様
な
医
療
ニ
ー
ズ
や
健
康
管
理
に

こ
た
え
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
制
お
よ
び
施
策
を
計
画
し
、
実
施
し
て
き
た
。

6-34　浜風の家

四
六
一

第
八
節

医
療
の
体
制



一
． 

市
立
芦
屋
病
院
（
以
下
市
民
病
院
と
い
う
）
の
変
遷

　

市
民
の
健
康
を
守
る
基
幹
医
療
施
設
と
し
て
、
市
民
病
院
が
あ
る
。

　

市
民
病
院
は
、
医
療
水
準
の
向
上
と
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る
医
療
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
た
め
に
昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年

に
朝
日
ケ
丘
町
に
開
設
さ
れ
た
（
6
‐
35
）。

　

当
時
は
内
科
、
外
科
と
放
射
線
科
の
三
科
、
病
床
数
四
四
床
で
診
療
を
開
始
し
た
が
、
の
ち
に
結
核
病
棟
、
伝
染
病
隔
離
病
舎
も

開
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
整
備
・
改
修
工
事
を
行
な
い
、
医
療
の
充
実
を
図
り
、
昭
和
四
十
五
年
に
は
病
床
数
二
四
四
床
（
一
般

一
六
一
、
結
核
八
三
）、
内
科
、
小
児
科
、
外
科
、
産
婦
人
科
、
放
射
線
科
、
麻
酔
科
、
泌
尿
器
科
、
歯
科
（
口
腔
外
科
）
な
ど
を

擁
す
る
総
合
病
院
と
な
っ
た
。
ま
た
昭
和
五
十
年
に
は
眼
科
を
開
設
し
た
。

　

ま
た
、
身
近
な
生
活
圏
に
お
け
る
地
域
の
人
々
の
安
心
の
拠
り
所
と
な
る
場
、
仕
組
み
、
さ
ら
に
そ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
め
ざ
し
て
県
は
「
地
域
安
心
拠
点
構
想
」
を
作
成
し
た
。
そ
れ
に
は
、
か

か
り
つ
け
医
か
ら
患
者
の
紹
介
を
受
け
る
専
門
医
療
機
関
と
し
て
の
基
幹
病
院
を
、
地
域
の
医
療
関
係

者
の
総
意
を
得
て
選
定
し
、
医
療
機
関
相
互
の
連
携
を
推
進
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

市
民
病
院
で
は
、
こ
の
趣
旨
を
ふ
ま
え
、
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
に
院
内
に
「
地
域
連
携
室
」
を

設
置
、
開
業
医
か
ら
の
紹
介
患
者
の
受
け
入
れ
、
治
療
後
の
患
者
の
開
業
医
へ
の
送
り
出
し
を
行
な
っ

て
き
た
。

6-35　開設当時
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従
来
か
ら
、
内
科
お
よ
び
小
児
科
の
二
次
救
急
（
中
等
症
か
ら
重
症
患
者
の
救
急
医

療
）
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
救
急
指
定
告
示
は
受
け
て
い
な
か
っ
た
。
地
域
の
中
核
病
院

を
め
ざ
す
本
院
と
し
て
は
救
急
指
定
を
受
け
る
べ
く
調
整
を
進
め
、
平
成
十
年
に
、
救
急

告
示
指
定
病
院
の
指
定
を
受
け
、
休
日
、
夜
間
の
救
急
患
者
を
受
け
入
れ
基
幹
病
院
と
し

て
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

　

ち
な
み
に
、
平
成
十
年
の
救
急
患
者
数
は
入
院
五
七
八
人
、
外
来
三
四
六
七
人
の
合
計

四
〇
四
五
人
。
平
成
十
一
年
は
、
入
院
五
九
五
人
、
外
来
四
〇
二
〇
人
の
合
計
四
六
一
五

人
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
本
院
が
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
院
内
に

応
急
医
療
に
必
要
な
医
薬
品
お
よ
び
資
器
材
な
ど
の
備
蓄
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
十
四
年
に
は
開
設
五
十
周
年
を
迎
え
た
が
、
構
造
的
な
赤
字
体
質
か
ら
脱
却
す
べ

く
「
今
後
の
市
立
芦
屋
病
院
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
を
設
置
、
病
院
の
規
模
、
経
営
形
態

や
運
営
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
経
営
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

平
成
十
八
年
に
は
芦
屋
薬
剤
師
会
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
全
面
的
に
医
薬
分
業
に

な
り
、
市
民
の
健
康
管
理
体
制
が
一
層
充
実
し
た
。

　

一
方
で
は
、
新
し
い
試
み
と
し
て
、
平
成
十
八
年
か
ら
病
院
の
敷
地
内
に
歯
科
・
口
腔

6-36　市民病院の診察科の変遷

（開設当時＝昭和27年） （平成21年時）

・病床数：44
・診療科：内科、外科、放射線科

・職員数：

・病床数：199
・診療科：内科、腫瘍内科、小児科、外

科、泌尿器科、産婦人科、歯科、眼科、
耳鼻咽喉科、整形外科、リハビリテー
ション科、放射線科、麻酔科、皮膚科
など

・職員数：179 人（医師 25 人）
・救急告示指定期間（内科、小児科）
・高度医療機器：CT、MRI など

四
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外
科
お
よ
び
泌
尿
器
科
を
芦
屋
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
院
内
開
設
診
療
所
）
と
し
て
開
設
し
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
活
性
化
を

図
っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
震
災
後
に
は
ロ
ビ
ー
に
黄
色
い
ピ
ア
ノ
を
設
置
し
、
毎
月
マ
チ
ネ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
（
お
昼
の
音
楽
会
）
を
有
志
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
継
続
し
て
行
な
い
、
病
院
を
訪
れ
る
市
民
の
癒
し
の
場
と
し
た
。
ま
た
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
、
身
近
な
病
院
を
め

ざ
し
て
“
芦
屋
病
院
公
開
講
座
”
を
開
催
し
て
き
た
。

　

平
成
二
十
一
年
で
は
、
内
科
・
腫
瘍
内
科
、
小
児
科
、
外
科
、
産
婦
人
科
、
眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
整
形
外
科
、
放
射
線
科
や
麻

酔
科
な
ど
が
開
設
さ
れ
て
お
り
、
M
R
I
（
磁
気
共
鳴
断
層
撮
影
装
置
）
な
ど
高
度
医
療
設
備
を
持
つ
中
核
病
院
（
病
床
数
一
九
九

床
）
と
な
っ
て
い
る
（
6
‐
36
）。

二
． 

医
療
体
制
の
移
り
か
わ
り

　

本
市
の
医
療
体
制
の
変
遷　
　

市
民
の
健
康
を
守
る
医
療
体
制
と
し
て
、
市
民
の
健
康

を
日
常
的
に
支
え
て
い
る
の
が
「
芦
屋
市
医
師
会
」、「
芦
屋
市
歯
科
医
師
会
」、「
芦
屋
市
薬

剤
師
会
」
な
ど
、
か
か
り
つ
け
医
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
や
か
か
り
つ
け
薬
局
の
地
域
医

療
体
制
で
あ
る
。

　
　

⑴
芦
屋
市
医
師
会　
　

大
正
八
（
一
九
一
九
年
）
年
一
二
人
の
開
業
医
で
武
庫
郡
医

師
会
に
所
属
し
た
の
が
芦
屋
市
医
師
会
の
原
点
で
あ
る
。

6-37　芦屋市医師会医療センター
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そ
し
て
、
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
に
芦
屋
市
医
師
会
が
発
足
し
た
。
平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
四
月
時
点
で
A
会
員

（
管
理
医
師
）
一
〇
〇
人
、
B
会
員
（
勤
務
医
師
）
六
二
人
の
合
計
一
六
二
人
と
な
り
、
市
民
の
「
か
か
り
つ
け
医
」
と
し
て
き
め

細
か
い
地
域
医
療
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
市
民
の
健
康
に
対
す
る
啓
蒙
活
動
の
一
環
と
し
て
、
芦
屋
市
と
芦
屋
市
医
師
会
の
共
催
で
、
昭
和
五
十
二
年
よ
り
実
施
し

て
い
る
「
健
康
大
学
」
や
「
各
種
健
康
教
室
」
は
年
々
参
加
者
が
増
え
て
い
る
。

　

設
立
五
十
周
年
を
迎
え
た
平
成
九
年
に
は
、
新
し
い
芦
屋
市
医
師
会
医
療
セ
ン
タ
ー
（
6
‐
37
）
お
よ
び
休
日
応
急
診
療
所
が
公

光
町
に
完
成
し
、
市
民
の
た
め
の
医
療
、
保
健
、
福
祉
や
生
涯
教
育
な
ど
の
活
動
拠
点
と
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
　

⑵
芦
屋
市
歯
科
医
師
会　
　

芦
屋
市
歯
科
医
師
会
は
昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）
年
に
新
生
兵
庫
県
歯
科
医
師
会
の
設
立
を

契
機
と
し
て
旧
武
庫
支
部
よ
り
独
立
し
た
。
当
時
の
会
員
は
二
〇
人
程
度
で

あ
っ
た
。

　

昭
和
五
十
六
年
に
は
芦
屋
市
学
校
歯
科
医
会
が
創
立
、
以
降
教
育
委
員
会

や
養
護
教
諭
と
の
協
議
会
が
毎
年
行
な
わ
れ
、
学
校
歯
科
健
診
、
歯
科
保
健

巡
回
指
導
な
ど
学
校
歯
科
保
健
充
実
の
た
め
活
発
に
活
動
し
た
。

　

ま
た
、
毎
年
六
月
に
、
歯
の
衛
生
週
間
事
業
と
し
て
、
市
民
無
料
健
診
、

歯
の
供
養
、
小
学
二
年
生
を
対
象
と
し
た
フ
ッ
化
物
無
料
塗
布
、
歯
の
健
康

フ
ェ
ス
タ
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
。

6-38　芦屋市歯科医師会館

四
六
五

第
八
節

医
療
の
体
制



　

昭
和
六
十
一
年
に
は
歯
科
医
師
会
館
が
公
光
町
に
完
成
し
た
。

　

昭
和
六
十
三
年
か
ら
各
医
院
の
輪
番
制
で
休
日
診
療
が
開
始
さ
れ
、
さ
ら
に
、
同
年
、
芦
屋
市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
委
託
を
受
け

て
、
在
宅
寝
た
き
り
老
人
の
訪
問
診
療
を
始
め
た
。

　
　

⑶
芦
屋
市
薬
剤
師
会　
　

芦
屋
市
薬
剤
師
会
は
昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
に
設
立
さ
れ
た
。
平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年

で
は
、
調
剤
薬
局
三
七
店
な
ど
を
中
心
に
病
院
、
診
療
所
や
歯
科
診
療
所
と
密
接
な
連
携
を
保
ち
市
民
の
健
康
を
支
え
て
い
る
。

　

調
剤
薬
局
の
主
な
業
務
で
あ
る
医
療
用
医
薬
品
の
調
剤
や
服
薬
指
導
な
ど
は
、
平
成
十
八
年
に
市
立
芦
屋
病
院
が
全
面
医
薬
分
業

に
な
り
、
薬
の
相
談
窓
口
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
芦
屋
市
薬
剤
師
会
（
兵
庫
県
薬
剤
師
会
芦
屋
支
部
）
は
平
成
十
三
年
に
設
立
五
十
周
年
を
迎
え
た
が
そ
の
間
、
休
日
応
急

診
療
所
で
医
師
会
な
ど
と
協
力
し
て
対
応
し
た
り
、
学
校
薬
剤
師
会
と
し
て
、
市
立
中
学
校
・
小
学
校
・
幼
稚
園
二
〇
校
園
や
県
立

高
校
三
校
を
担
当
し
た
り
、
給
食
衛
生
検
査
、
飲
料
水
・
プ
ー
ル
水
質
検
査
ほ
か
、
照
度
、
空
気
ダ
ニ
検
査
な
ど
に
お
い
て
活
動
し

て
い
る
。

　

本
市
の
救
急
医
療
体
制　
　

救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
症
状
の
重
さ
に
応
じ
て
、
医
療
機
関
を
三
段
階
に
分
類
し
て
い

る
。
一
次
救
急
医
療
機
関
は
軽
症
か
ら
中
等
症
、
二
次
は
中
等
症
か
ら
重
症
で
入
院
や
手
術
が
必
要
な
時
、
三
次
は
重
症
か
ら
重
篤

で
高
度
の
医
療
が
必
要
な
時
に
対
応
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
震
災
前
か
ら
休
日
お
よ
び
夜
間
に
発
生
す
る
急
患
へ
の
第
一
次
救
急
に
つ
い
て
は
、
芦
屋
市
医
師
会
の
協
力
を
得
て
、

昭
和
三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
よ
り
在
宅
当
番
制
に
よ
り
実
施
し
て
き
た
が
、
初
期
救
急
医
療
体
制
の
充
実
の
た
め
、
平
成
九

四
六
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（
一
九
九
七
）
年
十
一
月
に
休
日
応
急
診
療
所
を
公
光
町
に
開
設
し
、
内

科
、
小
児
科
に
つ
い
て
は
、
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
の
急
病
患
者
の
応

急
的
な
診
療
を
行
な
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
運
営
に
お
い
て
は
、
芦
屋

市
医
師
会
、
芦
屋
市
歯
科
医
師
会
、
芦
屋
市
薬
剤
師
会
な
ど
が
密
接
に
連
携

し
て
い
る
。

　

休
日
応
急
診
療
所
の
設
置
に
よ
り
、
在
宅
当
番
医
制
よ
り
も
利
用
し
や
す

く
な
っ
て
年
々
、
受
診
者
数
が
増
加
し
て
い
る
。

　

こ
の
休
日
応
急
診
療
所
は
、
災
害
時
に
お
け
る
地
域
救
急
医
療
の
拠
点
と

し
て
の
機
能
も
持
っ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
二
次
お
よ
び
三
次
の
救
急
体
制
が
徐
々
に
近
隣
の
市
町
と
相
互

協
力
し
な
が
ら
整
備
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
な
か
で
、
市
民
や
医
師
会
よ
り
、

特
に
要
望
さ
れ
た
の
は
休
日
で
も
重
病
ま
た
は
重
症
患
者
を
紹
介
・
受
診
で

き
る
病
院
の
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
昭
和
五
十
四
年
十
月
よ
り
、
救

急
体
制
の
整
備
が
図
ら
れ
、
病
院
群
輪
番
制
方
式
に
よ
る
二
次
救
急
医
療
が

ス
タ
ー
ト
し
、
三
次
救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
も
兵
庫
医
科
大
学
を
設
置
主

体
と
し
た
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
一
次
か
ら
三
次

6-39　本市の救急医療の体制：平成 20 年

区　分 方　式 備　考

第 1 次
芦屋市立休日応急診療所

（内科・小児科）
在宅当番医制
特殊診療科目

・軽症～中等症の医療
・日曜、祝日、年末年始の 9 ～ 17 時
・耳鼻科、眼科については、休日のみ休日夜

間急病診療所（尼崎医療センター）で実施
・芦屋市薬剤師会も調剤薬局として対応

第 2 次 病院群輪番制
・中等症～重症者の医療
・毎日 24 時間、毎日交代で当番病院が診療
・芦屋、西宮、尼崎の 3 市での相互診療を実施

第 3 次 救命救急センター

・原則として 1 次からの転送を受け入れ
・重症～重篤者の医療
・毎日 24 時間
・阪神 6 市 1 町の広域で実施
・原則として 1 次、2 次からの転送の受け入れ
・運営協議会（県、6 市、1 町、兵庫医科大学）

歯　科 休日歯科在宅当番医制 ・応急処置
・日曜、祝日、年末年始の 9 ～ 12 時
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ま
で
の
救
急
医
療
体
制
が
整
備
さ
れ
た
。
な
お
、
平
成
二
十
年
の
救
急
医
療
体
制
は
6
‐
39
の
と
お
り
。

　

市
民
病
院
で
は
、
昭
和
五
十
六
年
に
小
児
科
に
お
い
て
、
ま
た
、
昭
和
六
十
一
年
に
内
科
に
お
い
て
二
次
救
急
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。

三
． 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
の
医
療
と
健
康

　

平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
一
月
十
七
日
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
り
本
市
も
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
被
害
を
受
け
た
が
、
そ
の

災
害
応
急
活
動
が
は
か
ら
ず
も
大
き
な
教
訓
と
経
験
に
な
っ
た
。

　

地
震
発
生
直
後
に
市
の
助
役
が
、
芦
屋
市
医
師
会
長
に
市
災
害
対
策
本
部
へ
の
参
加
を
要
請
し
、
六
時
三
〇
分
頃
に
医
師
会
長
が

市
役
所
に
到
着
し
た
。
医
師
会
長
、
消
防
長
や
市
関
係
者
は
直
ち
に
救
護
所
の
設
置
を
決
定
、
午
前
七
時
三
〇
分
に
、
芦
屋
市
医
師

会
の
協
力
の
も
と
に
、
精
道
小
学
校
に
救
護
所
を
設
置
し
た
。
そ
の
後
医
療
関
係
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
医
科
五
か
所
、
歯
科
一
か

所
、
精
神
科
一
か
所
の
救
護
所
を
開
設
し
、
救
急
医
療
に
対
応
し
た
。

　

震
災
当
日
は
重
傷
者
も
多
く
、
次
々
と
救
護
所
に
来
た
の
で
、
二
四
時
間
体
制
を
と
っ
た
。
応
急
処
置
に
追
わ
れ
十
分
な
対
応
は

で
き
な
か
っ
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
出
勤
し
た
者
が
中
心
と
な
り
、
そ
の
他
避
難
所
に
避
難
し
て
き
た
人
の
な
か
か

ら
医
師
や
看
護
婦
の
免
許
の
あ
る
者
も
参
加
し
て
医
療
活
動
を
行
な
っ
た
。

　

救
護
所
は
市
内
の
医
療
機
関
が
順
次
再
開
さ
れ
て
き
た
三
月
末
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

　

震
災
当
日
か
ら
約
二
か
月
半
で
、
医
科
五
か
所
で
一
万
二
七
四
三
人
、
歯
科
一
か
所
で
一
八
五
人
、
精
神
科
一
か
所
で
四
〇
六
人
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と
多
く
の
市
民
が
怪
我
や
病
気
の
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
市
内
の
医
療
機
関
の
救
護
所
に
並
行
し
て
、
京
都
府
医
療
支
援
団
、
陸
上
自
衛
隊
、
日
本
赤
十
字
社
、
姫
路
市
医
師
会
、

福
井
県
医
療
チ
ー
ム
、
岡
山
班
、
三
重
班
な
ど
の
支
援
も
受
け
た
。

　

救
護
所
の
設
置
に
続
い
て
、
避
難
所
に
お
け
る
傷
病
者
の
た
め
に
、
医
師
と
看
護
婦
な
ど
で
編
成
し
た
チ
ー
ム
で
一
月
二
十
日
か

ら
、
ま
た
、
三
月
か
ら
は
医
師
会
の
医
師
と
保
健
セ
ン
タ
ー
の
保
健
婦
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
巡
回
診
療
を
行
な
っ
た
。
あ
わ
せ
て
、

巡
回
リ
ハ
ビ
リ
や
避
難
所
へ
の
看
護
婦
の
配
置
な
ど
を
行
な
っ
た
。

　

ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー
や
保
健
所
お
よ
び
他
府
県
か
ら
の
応
援
の
保
健
婦
、
看
護
婦
な
ど
に
よ
り
避
難
所
の
巡
回
健
康
相
談
、
家

庭
へ
の
訪
問
を
開
始
し
た
。

　

さ
ら
に
、
避
難
所
の
実
態
調
査
を
手
分
け
し
て
行
な
い
（
保
健
、
福
祉
、
医
療
）、
高
齢
者
、
乳
幼
児
、
障
が
い
者
な
ど
全
数
調

査
に
よ
り
要
援
護
者
を
把
握
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
保
健
、
福
祉
、
医
療
の
連
携
が
図
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。

　

震
災
後
の
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」
対
策
と
し
て
は
、
震
災
直
後
に
芦
屋
保
健
所
に
精
神
科
救
護
所
が
開
設
さ
れ
た
が
、
市
内
二
か
所

で
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し
た
。

　

医
療
・
保
健
活
動
体
制
に
つ
い
て
は
、
災
害
対
策
本
部
に
医
師
会
か
ら
三
人
の
医
師
が
常
駐
し
電
話
に
よ
る
情
報
連
絡
体
制
を
組

ん
だ
。

　

救
急
医
療
物
資
は
、
市
民
病
院
か
ら
の
補
給
お
よ
び
県
の
救
援
医
薬
品
集
積
セ
ン
タ
ー
か
ら
補
給
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
医
薬
品
の
管
理
お
よ
び
整
理
に
つ
い
て
は
芦
屋
市
薬
剤
師
会
の
協
力
を
得
た
。

四
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市
民
病
院
は
建
物
、
設
備
に
つ
い
て
は
大
き
な
損
傷
も
な
く
病
院
と
し
て
必
要
最
低
限
の
機
能
が
確
保
で
き
て
い
た
。
こ
の
た

め
、
震
災
発
生
の
直
後
か
ら
病
院
の
職
員
が
総
出
で
救
急
医
療
に
あ
た
っ
た
。
ま
た
、
京
都
府
や
大
阪
市
な
ど
の
医
療
団
の
応
援
も

あ
っ
た
。

　

震
災
当
日
、
当
直
医
三
人
が
対
応
し
、
出
勤
で
き
た
医
師
四
人
の
計
七
人
が
診
療
に
あ
た
っ
た
。
ま
た
、
市
内
在
住
の
医
師
や
京

都
府
や
阪
大
な
ど
の
医
師
の
応
援
派
遣
も
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
看
護
婦
に
つ
い
て
は
、
看
護
婦
寮
の
職
員
全
員
が
非
常
招
集
さ
れ

救
急
処
置
に
あ
た
っ
た
。

　

ま
た
、
殺
到
す
る
外
傷
患
者
の
臨
時
の
診
療
場
所
と
し
て
、
外
来
棟
正
面
ロ
ビ
ー
に
総
合
救
急
外
来
を
設
置
し
、
二
十
三
日
ま
で

対
応
し
た
。

　

入
院
ベ
ッ
ト
が
不
足
し
た
た
め
、
外
来
棟
待
合
ホ
ー
ル
、
北
病
棟
デ
イ
ル
ー
ム
、
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
室
を
仮
病
棟
と
し
た
。
一
月

十
七
か
ら
二
十
四
日
の
八
日
間
の
来
院
患
者
数
は
合
計
六
二
一
人
で
あ
っ
た
。

　

転
帰
の
内
訳
は
死
亡
五
〇
人
、
帰
宅
二
三
四
人
、
転
院
三
六
人
、
入
院
三
〇
一
人
で
あ
り
、
震
災
当
日
の
十
七
日
は
合
計
三
二
二

人
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
市
内
の
病
院
、
地
元
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師
会
、
看
護
婦
会
、
保
健
所
な
ど
の
自
主
的
で
、
積
極
的
な

協
力
と
連
携
は
も
と
よ
り
、
全
国
か
ら
の
各
団
体
の
温
か
い
支
援
は
将
来
の
災
害
医
療
対
策
面
で
の
貴
重
な
力
と
な
り
、
は
か
ら
ず

も
今
後
の
有
事
に
活
か
せ
る
大
き
な
教
訓
と
な
っ
た
。

四
七
〇

第
六
章

社
会
福
祉
の
推
進　

医
療
の
充
実



　
　

第
九
節　

保
育
所
と
子
育
て
支
援

一
． 

保
育
所
の
設
立
と
そ
の
推
移

　

女
性
が
特
に
社
会
に
進
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）
年
頃
か
ら
で
あ
り
、
働
く
女
性
の
増
加
と
共

に
子
育
て
に
必
要
な
子
ど
も
を
預
け
る
場
所
の
確
保
が
必
要
と
さ
れ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
。
本
市
で
は
保
育
所
設
置
の
需
要

が
全
国
的
に
最
も
高
か
っ
た
昭
和
五
十
年
前
後
に
公
立
が
三
か
所
、
私
立
が
二
か
所
設
立
さ
れ

た
。

　

本
市
に
お
け
る
保
育
所
の
歴
史
は
、
昭
和
二
十
七
年
八
月
に
打
出
保
育
所
が
公
立
初
と
し
て

誕
生
し
た
。
そ
の
後
、
公
立
保
育
所
は
昭
和
三
十
四
年
四
月
に
は
大
東
保
育
所
、
昭
和
四
十
八

年
九
月
に
精
道
保
育
所
、
昭
和
五
十
三
年
十
月
岩
園
保
育
所
、
昭
和
五
十
四
年
五
月
緑
保
育

所
、
昭
和
五
十
七
年
四
月
新
浜
保
育
所
と
次
々
に
認
可
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

私
立
保
育
園
で
は
、
は
こ
ぶ
ね
保
育
園
が
昭
和
二
十
六
年
九
月
に
（
昭
和
四
十
七
年
三
月
に
閉

園
）
初
め
て
開
園
さ
れ
、
平
成
十
九
年
ま
で
に
五
か
所
が
設
立
認
可
さ
れ
て
き
た
（
6
‐
40
）。

　

平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
度
の
公
立
私
立
の
施
設
数
お
よ
び
年
齢
別
児
童
定
数
の
内
訳
は

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
6
‐
41
）。
合
計
七
五
六
名
の
乳
幼
児
が
保
育
を
受
け
て
い
る
。
本
市

6-40　本市保育所（園）の定数

保育所 認可年月 保育所 認可年月

公　
　

立

精道 昭和48年 9月

私　
　

立

さくら 昭和52年 4月
打出 昭和27年 8月 芦屋こばと 昭和51年11月
大東 昭和34年 4月 あゆみ 平成14年 4月
岩園 昭和53年10月 浜風夢 平成17年10月
緑 昭和54年 5月 山手夢 平成19年 4月
新浜 昭和57年 4月
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の
保
育
所
は
平
成
十
九
年
四
月
時
点
で
、
公
立
保
育
所
が
六
か
所
、
私
立
保
育
所

五
か
所
計
一
一
か
所
で
あ
る
。

二
． 

三
歳
未
満
児
の
増
加
：
赤
ち
ゃ
ん
ホ
ー
ム
か
ら
乳
児
保
育
へ

　

乳
児
保
育
は
、
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
し
た
い
と
考
え
て
い
る
女
性
に
と
っ
て

切
実
な
願
い
で
あ
る
。
平
成
十
七
（
二
〇
〇
五
）
年
四
月
に
は
「
次
世
代
育
成
支

援
対
策
推
進
法
」
が
施
行
さ
れ
た
。
さ
ら
に
国
は
平
成
十
九
年
十
二
月
に
「
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
憲
章
」
を
策
定
し
た
。
そ
の
施
策
は
仕
事
と
子
育
て
の
両

立
を
願
う
家
庭
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
に
国
が
目
を
向
け
た
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
生
活
と
仕
事
の
調
和
が
大
切
で
あ
る
と
い
っ
た
声
や
要
望

は
、
そ
れ
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
。
保
育
所
設
立
を
求
め
る
声
は
、
昭
和
四
十

年
代
か
ら
女
性
が
働
き
続
け
安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
場

と
し
て
居
住
地
に
近
い
場
所
の
乳
児
保
育
所
の
声
が
年
々
高
ま
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。

　

国
は
昭
和
四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
に
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
か
ら
夫
婦
稼
動

世
帯
の
増
加
と
核
家
族
化
の
影
響
に
よ
る
乳
幼
児
の
保
育
希
望
に
対
処
す
る
た

6

（人）
18

45

85

104

111

117

5

43

51

51

43

44

44

保育所（園）数

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

私立

公立

6-41　公私保育所（園）および園児定数内訳
（資料）「芦屋の福祉」「芦屋の保健福祉」
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め
、
保
育
所
乳
児
施
設
を
増
設
し
た
。
そ
れ
で
も
対
応
で
き
な
い
た
め
、
一
つ
の
対
策
と
し
て
私
設
赤
ち
ゃ
ん
ホ
ー
ム
に
助
成
金
を

出
し
て
乳
児
を
紹
介
し
て
い
る
。
昭
和
四
十
四
年
、
公
立
保
育
所
の
定
員
増
加
や
、
赤
ち
ゃ
ん
ホ
ー
ム
の
助
成
を
増
額
し
、
保
育
希

望
者
へ
の
対
応
を
実
施
し
て
い
っ
た
。

　

本
市
に
お
け
る
乳
児
保
育
は
、
認
可
さ
れ
る
以
前
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
ホ
ー
ム
と
し
て
既
に
保
育
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
芦
屋
こ
ば
と

保
育
園
は
昭
和
四
十
四
年
、
さ
く
ら
保
育
園
が
昭
和
四
十
七
年
、
あ
ゆ
み
保
育
園
が
昭
和
四
十
三
年
よ
り
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
保
育
園
三
か
園
は
昭
和
五
十
年
代
以
後
に
認
可
さ
れ
た
私
立
保
育
園
（
6
‐
40
）
と
し
て
新
た
に
出
発
を
し
て
い
る
。

　

公
立
保
育
所
で
は
、
昭
和
四
十
四
年
、
乳
児
保
育
希
望
者
の
増
加
に
伴
っ
て
乳
児
室
の
増
築
を
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と
に
よ
り
、

公
立
保
育
所
で
は
、
こ
れ
ま
で
受
け
入
れ
を
し
て
い
な
か
っ
た
離
乳
期
以
後
の
乳
児
の
定
員
数
の
改
正
が
行
な
わ
れ
た
。
打
出
保
育

所
で
は
昭
和
四
十
六
年
四
月
よ
り
二
歳
未
満
児
は
一
〇
名
か
ら
二
五
名
へ
、
二
歳
以
上
児
は
五
〇
名
か
ら
六
五
名
へ
と
定
員
増
を
行

な
い
、
保
育
所
全
体
で
は
六
〇
名
定
員
を
九
〇
名
定
員
と
し
て
三
〇
名
増
と
な
っ
た
。
公
立
保
育
所
で
は
、
開
所
と
同
時
に
乳
児
保

育
を
実
施
し
た
の
は
精
道
保
育
所
で
昭
和
四
十
八
年
九
月
に
誕
生
し
た
。

三
． 

楽
し
い
地
域
社
会
づ
く
り
と
次
世
代
育
成
支
援

　

国
に
よ
る
子
育
て
支
援
対
策
と
芦
屋
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
行
動
計
画　
　

平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
十
二
月
、
大

蔵
、
文
部
、
厚
生
、
労
働
、
建
設
、
自
治
六
大
臣
の
合
意
に
よ
り
、「
少
子
化
対
策
推
進
基
本
方
針
」
が
定
め
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
エ

ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
に
引
き
続
き
、
新
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
と
し
て
「
重
点
的
に
推
進
す
べ
き
少
子
化
対
策
の
具
体
的
実
施
計
画
に
つ
い

四
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て
」（
二
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
四
年
度
）
が
策
定
さ
れ
実
施
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　

新
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
は
、
保
育
で
は
待
機
児
童
解
消
、
保
健
医
療
体
制
の
充
実
、
地
域
や
学
校
の
環
境
づ
く
り
、
仕
事
と
子
育
て

両
立
の
た
め
の
雇
用
環
境
整
備
と
支
援
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。　　
　

　

し
か
し
、
平
成
十
七
年
度
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
一
・
二
五
と
な
り
出
生
率
は
急
速
に
低
下
し
、
少
子
化
は
さ
ら
に
進
ん
だ
。
そ

の
た
め
、
国
は
次
世
代
育
成
支
援
施
策
の
強
化
を
行
な
い
、「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」、「
少
子
化
社
会
対
策
基
本
法
」
を
制

定
し
た
。

　

前
述
の
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
、
新
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
が
保
育
や
子
ど
も
の
問
題
が
中
心
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
続
く
次
世
代
育
成

支
援
施
策
で
は
五
カ
年
計
画
に
お
い
て
国
全
体
で
「
子
ど
も
を
生
み
、
育
て
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
」
を
め

ざ
す
も
の
で
あ
り
、
若
者
の
自
立
や
共
働
き
家
庭
の
親
へ
の
積
極
的
な
支
援
等
も
盛
り
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

厚
生
労
働
白
書
（
平
成
十
八
年
）
で
は
少
子
化
の
背
景
を
次
の
と
お
り
指
摘
し
て
い
る
。

　

⑴
長
時
間
労
働
の
風
潮
が
根
強
い
な
ど
、
働
き
方
の
見
直
し
に
関
す
る
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
な
い
。

　

⑵
保
育
所
待
機
児
童
が
い
ま
だ
存
在
す
る
な
ど
、
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
ど
こ
で
も
十
分
に
行
き
渡
っ
て
い
る
状
況
に
は
な
っ

て
い
な
い
こ
と
。

　

⑶
若
者
が
社
会
的
・
経
済
的
に
自
立
し
、
家
庭
を
築
く
こ
と
が
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
に
向
け
た
施
策
と
し
て
、
①
仕
事
と
家
庭
の
両
立
と
働
き
方
の
見
直
し
、
②
地
域
の

子
育
て
支
援
、
③
保
育
、
④
児
童
虐
待
防
止
対
策
な
ど
子
ど
も
の
保
護
・
支
援
の
充
実
と
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
へ
の
対
策
の
充
実
、
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⑤
母
子
家
庭
等
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
、
⑥
母
子
保
健
施
策
の
推
進
（
食
育
を
含
む
）、
⑦
経

済
的
支
援
の
七
項
目
を
あ
げ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
国
に
よ
る
少
子
化
対
策
推
進
基
本
方
針
の
プ
ラ
ン
を
受
け
て
、
平
成
十
一
年
十

月
、
本
市
で
は
「
芦
屋
市
児
童
健
全
育
成
計
画
（
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
）」
推
進
本
部
設
置
要
綱
が

策
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
国
の
次
世
代
育
成
支
援
施
策
を
受
け
て
、「
芦
屋
市
児
童
健
全

育
成
計
画
（
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
）」
は
、
新
た
に
策
定
さ
れ
た
「
芦
屋
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
行
動
計
画
」
に
吸
収
さ
れ
た
。
本
推
進
行
動
計
画
は
、
平
成
十
七
年
か
ら
平
成
二
十
六
年

を
目
標
と
し
て
平
成
十
七
か
ら
二
十
一
年
度
ま
で
を
前
期
計
画
、
平
成
二
十
一
年
に
見
直
し
を

行
な
い
、
平
成
二
十
二
か
ら
二
十
六
年
度
ま
で
を
後
期
計
画
と
し
て
い
る
（
6
‐
42
）。

　

市
に
お
け
る
保
育
施
設
と
保
育
ニ
ー
ズ　
　

保
育
行
政
で
は
、
待
機
児
童
の
解
消
、
民
間
活

力
を
活
用
し
た
新
た
な
保
育
所
の
設
置
、
市
立
保
育
所
の
民
営
化
な
ど
を
今
後
の
具
体
的
な
検

討
課
題
と
し
た
。

　

特
に
平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
度
以
降
の
入
所
率
は
一
〇
〇
％
を
満
た
し
定
数
を
超
え
た

受
け
入
れ
と
な
っ
て
い
る
。
待
機
児
童
も
増
加
し
、
平
成
十
五
年
度
に
は
一
〇
〇
人
を
超
え

た
。
特
別
保
育
事
業
な
ど
で
は
、
乳
児
保
育
が
三
か
月
児
か
ら
の
受
け
入
れ
を
し
て
い
る
。
受

け
入
れ
は
六
か
所
で
実
施
、
障
が
い
児
保
育
は
九
か
所
で
、
通
常
保
育
時
間
外
の
一
八
時
か
ら

6-42　芦屋市次世代育成支援対策推進法行動計画期間
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一
九
時
ま
で
の
延
長
保
育
は
全
保
育
施
設
九
か
所
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。　

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
て
き
た
事
業
の
う
ち
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、
ニ
ー
ズ
が
高
い
と
感

じ
ら
れ
た
こ
と
と
し
て
、
一
時
保
育
・
延
長
保
育
の
充
実
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
時
保
育
は
、
緊
急
時
や
不
定
期
的
に
保
育

を
必
要
と
す
る
児
童
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
平
成
十
一
年
度
よ
り
一
か
所
で
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
本
市
で
は
、
少
子
化
傾
向
対
策
と
し
て
子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
て
き
た
。
し
か
し
、
保
育
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は

年
々
高
ま
り
そ
の
内
容
に
お
い
て
も
変
化
が
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
休
日
の
保
育
ニ
ー
ズ
（
一
〇
・
九
％
）」、「
病
気
の
回
復
期
に
必

要
な
医
療
機
関
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
ニ
ー
ズ
（
二
九
・
〇
％
）」、「
保
護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ニ
ー
ズ
（
六
五
・
五
％
）」
な
ど
の
希
望
が

あ
り
、
預
け
る
場
所
は
八
〇
・
九
％
の
人
が
保
育
施
設
を
希
望
し
て
い
る
（
芦
屋
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
行
動
計
画<

前
期>

）。

　

地
域
の
子
育
て
支
援
の
拠
点
と
し
て
の
保
育
施
設　
　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
子
育
て
支
援
の
場
と

し
て
は
、
公
立
保
育
所
に
お
け
る
園
庭
開
放
、
体
験
保
育
、
子
育
て
広
場
な
ど
を
実
施
、
保
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
年
に
一
回
開
催

さ
れ
て
き
た
。

　

平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
十
二
月
に
出
さ
れ
た
第
四
次
芦
屋
市
総
合
計
画
基
本
構
想
素
案
（
四
次
芦
屋
市
総
合
計
画
素
案
作

成
市
民
会
議
）
で
は
、「
就
学
前
の
子
育
て
」
施
策
の
内
容
の
な
か
で
、「
芦
屋
の
子
育
て
環
境
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
家
庭
が
い
つ

で
も
気
軽
に
安
心
し
て
利
用
で
き
る
場
が
あ
る
」
こ
と
を
冒
頭
に
提
言
し
、
十
年
後
の
実
現
に
向
け
た
イ
メ
ー
ジ
を
あ
げ
て
い
る
。

具
体
的
な
施
策
と
し
て
、
市
の
電
話
相
談
や
直
接
訪
問
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
養
成
・
派
遣
、
子
育
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て
ヘ
ル
パ
ー
制
度
の
導
入
、
高
齢
者
や
父
親
な
ど
の
子
育
て
参
加
と
人
材
活
用
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
そ
の
他
に
お
け
る
情
報
提
供
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
素
案
に
は
、
地
域
に
お
け
る
温
か
い
ま
な
ざ
し
の
も
と
で
の
支
援
、
す
べ
て
の

人
た
ち
の
協
力
共
同
の
な
か
で
子
ど
も
達
が
す
こ
や
か
に
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
い

る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
と
子
育
て
支
援　
　

平
成
十
五

（
二
〇
〇
三
）
年
度
に
は
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
（
6
‐
43
）
や
市
民
参
加
の
子
育
て
支
援
連
絡
会
や
児
童
虐
待
防

止
連
絡
会
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
全
体
で
子
育
て
支
援
に
向
か
う
市
の

姿
勢
を
示
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
方
針
と
し
て
打
ち
出
し
て

き
た
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
育
て
の
援
助
を
「
依
頼
し
た
い
人
」
と
「
協
力
を
し
た
い
人
」
が
会
員
と
な
っ

て
相
互
に
援
助
し
あ
う
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

四
． 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
保
育
事
業

　

家
庭
の
被
災
状
況
お
よ
び
保
育
所
（
園
）
の
被
害
状
況　
　

平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
一
月
十
七
日
に
起
き
た
阪
神
・
淡
路
大
震

6-43　芦屋市ファミリー・サポート・センターの仕組み
　　  芦屋市社会福祉協議会ホームページ
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災
は
、
子
ど
も
や
家
庭
に
と
っ
て
多
大
な
打
撃
を
与
え
心
身
と
も
に
影
響
を
与
え
た
。

　

当
時
保
育
所
（
園
）
は
九
か
所
あ
っ
た
が
、
そ
の
な
か
で
市
立
精
道
保
育
所
に
在

籍
し
て
い
た
一
歳
児
二
人
、
二
歳
児
か
ら
五
歳
児
が
そ
れ
ぞ
れ
一
人
ず
つ
計
六
人
の

子
ど
も
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
六
人
の
な
か
に
は
マ
ン
シ
ョ
ン
倒
壊
で
兄
弟
両
親
と
共

に
亡
く
な
っ
た
子
ど
も
も
い
た
。

　

被
災
し
た
児
童
や
家
庭
の
状
況
、
保
育
所
（
園
）
の
被
災
状
況
は
6
‐
44
・
45
の

と
お
り
で
あ
る
。

　

保
育
の
再
開
と
芦
屋
市
震
災
復
興
計
画　
　

保
育
の
再
開
は
、
交
通
機
関
の
復
旧

と
と
も
に
必
要
と
さ
れ
て
き
た
。
職
場
復
帰
を
要
請
さ
れ
て
開
所
（
園
）
を
望
む
声

や
、
震
災
後
の
復
旧
な
ど
で
の
入
所
希
望
、
緊
急
を
要
す
る
人
の
た
め
に
も
、
保
育

の
開
始
要
請
の
声
は
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
、
市
全
体
で
、
救
護
・
復
旧
活
動
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
要

員
が
少
な
く
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
ま
ま
で
給
食
が
で
き
な
い
た
め
、
簡

易
保
育
と
し
て
二
月
一
日
か
ら
順
次
再
開
し
、
四
月
一
日
か
ら
通
常
保
育
が
再
開
さ
れ

た
。

　

平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
七
月
に
「
芦
屋
市
震
災
復
興
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
保

6-44　被災した児童・家族の状況
（出典）『阪神・淡路大震災　芦屋市の記録 '95 ～ '96』

保育所 定　数
措置数 死亡者

全・半壊 一部損壊 応急仮設
住宅入居1月17日 4月1日 子ども 保護者

精道 90 80 66 5 5 32 20 10
打出 90 77 66 0 0 20 21 9
大東 60 46 33 0 0 17 9 4
岩園 60 46 44 0 0 11 12 3
緑 80 72 56 0 0 33 21 3

新浜 100 75 61 0 24 13 7
合計 480 396 326 5 5 137 96 36
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育
事
業
で
は
社
会
福
祉
制
度
の
充
実
と
し
て
、
非
定
型
保
育
サ
ー
ビ
ス
や
緊
急
保
育

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
「
一
時
的
保
育
」
お
よ
び
「
延
長
保
育
の
拡
充
」
を
重
点
項
目
と

し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
保
護
者
の
勤
務
時
間
や
勤
務
場
所
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、

や
む
を
得
ず
延
長
保
育
を
希
望
し
た
場
合
は
、
全
保
育
所
で
午
後
七
時
ま
で
の
延
長

保
育
を
行
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
同
じ
く
平
成
七
年
、
打
出
保
育
所
、
大
東
保
育
所
、
岩
園
保
育
所
、
新
浜

保
育
所
に
お
い
て
、
保
育
所
震
災
復
旧
事
業
と
し
て
、
改
修
お
よ
び
設
備
工
事
、
精
道

保
育
所
で
は
復
旧
工
事
を
進
め
た
。
さ
ら
に
平
成
八
か
ら
十
四
年
度
に
か
け
て
全
保
育

所
の
内
外
装
工
事
を
中
心
に
子
ど
も
達
が
暮
ら
し
や
す
い
保
育
環
境
の
整
備
を
行
な
っ

た
。

　

保
育
環
境
の
整
備
が
進
む
と
と
も
に
、
被
災
児
童
の
心
の
ケ
ア
を
行
な
う
こ
と
も
必

要
な
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
平
成
七
年
二
月
か
ら
平
成
八
年
三
月
ま
で
、
毎
週
月

曜
日
に
専
門
家
の
協
力
の
も
と
、
絵
画
表
現
に
よ
る
精
神
的
ケ
ア
を
打
出
保
育
所
で
、

平
成
八
年
九
月
か
ら
平
成
九
年
一
月
ま
で
西
宮
児
童
相
談
所
に
よ
る
心
の
ケ
ア
が
行
な

わ
れ
た
。

　

平
成
九
年
に
は
、
犠
牲
に
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
追
悼
の
碑
が
精
道
保
育
所
園
庭
に

6-45　保育所（園）の被災状況
（出典）『阪神・淡路大震災　芦屋市の記録 '95 ～ '96』

保育所

精道 ガラス割れ、西塀倒壊、給排水設備寸断、柱にクラック、暖房機器損傷
プールクラック

打出 給排水設備寸断、土間クラック、空調機損傷、暖房機器損傷
大東 渡り廊下一部損傷、給排水設備寸断、運動場地割れ、南門付近陥没

岩園 給排水設備損傷、石垣隙間、土間沈下、厨房排水沈下、運動場地割れ
北出口アプローチスロープ損傷

緑 運動場地割れ、アプローチ損傷、厨房機器損傷、給排水設備損傷、壁ク
ラック

新浜 玄関アプローチ土間損傷、運動場地割れ、U 字溝損壊、給排水設備寸断
※被害総額　約 2,300 万円
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建
立
さ
れ
、
そ
の
死
や
震
災
が
風
化
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
毎
年
一
月
十
七
日
に
は
慰
霊
祭
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
今
後
は
時
を
経
て
慰
霊
祭
に
よ
る
犠
牲
者
へ
の
鎮
魂
と
と
も
に
、
次
世
代
へ
と
語
り
継
ぐ
啓
蒙
が
求
め
ら
れ
る
。
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